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「
四
つ
の
現
代
化」
ま
で
も
否
定
さ
れ
る
事
態
が
来
る
だ
ろ

う
か。

非
毛
沢
東
化
を
推
進
し、

文
明
の
鋳
な
お
し
を
紋

み
る
十
億
人
民
の
闘
争
の
現
在
と
未
来
を
丸
ご
と
抱
え
る
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1雄お

が
Z
S
N
a
gm刊
と
綴
られ
る
よ
うに
なっ
た
中
国
諸
国
際
表
記の

最
近の
変化に、
わ
れ
わ
れ
円
本人
がい
ま
さ
ら
戸惑
う
理
由
など
な

い
の
か
も
し
れ
ない。
日
本と
中
凶
は
H
同
文
同
稲H
とい
わ
れ
なが

ら
も、
たと
え
ば
「
事（本）」
は
「を」、
「
拶」
は
「歩」、
「
鐙」
は

「
帥」
に、
そ
し
て
「
凶（捌）
悦」
は
「
閤
者」、
「
芸
役一ι）
術」
は
「
志

木」、
「
歌
舞
団（闘）
演
出」
は
「
歌
午
因
位
出」
の
よ
うに
漢
字の
簡

略
化
も
すで
に
著しく
す
すんで
し
まっ
てい
る
か
らで
ある。
さ
ら

に
中
間
で
は
－

九
じ
じ
年
の

第一
－
次
悦
字

削

化

ぶ
案

に

よ
っ
て、

「
家
」

は
「
府人
」、
「
澗
」

は
「
仇」、
「
徳
（
総）
」

は
「一
心
」、
「
悩
」

は

「
仏」、
「
幹
・部
」

は
「
千
口
」、
「
街
頭
」

は

コ
了
尖
」、

そ
し
て
「
政
闘」

L.ぷ
〈ヵ，ト 合阿佐和子〉
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は
「常一
捻」
の
よ
うに
簡
略
化
さ
れ
て
ゆ
く
ζ
と
に
なっ
てい
る。

たが、
去
る
六
月の
訪
中
時に、
た
ま
た
ま
西
安で
予に
し
た
中
国

製の
煙
草が
口
頭の
よ
うに
表
記さ
れ
てい
る
の
を
凡
たと
き、
私
は

や
はり
大
き
な
衝
曜
を
受
け
た。
私
自
身
も
す
ぐ
に
は
判
読で
き
ず、

一
瞬、
ζ
ん
なに
長い
締りの
英
語
が
あ
ろ
うか
と
疑
わ
ない
で
も
な

かっ
たが、
もと
よ
り
甚
閣に
は
「
金
銭般
泣
総
明
香
畑
中
国
宝

埠
巻
畑
「
山口問」
（
金糸狼
フ
ィル
ター
付
巻桜草
中国宝鶏
煤革工
場

ピu’イy

製品）
と
記
さ
れ
てい
たの
で、
こ
れ
がロ
lマ
下
綴
り
の
併
青に
よ

る
よ
記で
あ
る
ζ
と
に
は
すぐに
拭
がつ
い
た。

今
日の
中
国
は、
解
放
後の
文
字
簡
略
化の
第
三
段
階に
あ
り、
日

本人一
般に
は
ま
す
ま
す
疎
遠の
感
を
与
え
てい
る
が、
と
の
問
題
を

中
凶
で
聞
き
質し
て
み
る
と、
「
文
字
は
必
ず改
革し、
枇
界の
文
字

に
共
通
な
表
音の
方
向へ
向
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ない」
と
い
う
毛
沢
東

指
示に
言
及
して、
今後
も
略
字
化
を
す
すめ、
将
来
は
国
頭に
例
示
し

た
よ
う
なロ
ーマ
字
化
を
速
成
す
るの
だ
とい
う。
だ
が、
ζ
うし
た

広
見は、
あ
く
ま
で
も
公
式
のス
テー
ト
メ
シ
ト
で
あっ
て、
私
的
な

会
話で
は、
私
の
接
し
た
中
堅
幹部の
ほ
と
んど
すべ
て
が
略
字
化の

進
展その
もの
に
強い
抵
抗
を
示し
てい
た。
い
ささ
か
論
理
を
飛
蹄

さ
せ
れぽ、
「
毛
沢
東思
想」
へ
の
反
逆
だ
と
もい
える
の
で
あ
る。

北
京
で
の一
夜、
私
は
珍
しい
地
場
料
理の
滋陽
菜の
食
卓
を
囲み
・な

が
ら、
すでに
議
字
運
動の
著
しい
成
功
を
遂
げた
社
会
主
義
中
国

で、
漢
字
をζ
れ
ほ
ど
ま
でに
簡
略
化
する
と
と
は日
本
人
と
して
見

て
残
念で
ある
旨
述べ
たと
と
ろ、
隣
席の
中
日
友
好
協
会の
ある
理

事
は、
い
た
く
同
感
さ
れ
た
の
で、
そ
の
話
題
を
テー
ブル
金一
体に拡

げ
た
途
端
｜｜
会
話がフォ
ーマ
ル
な
もの
に
な？
たか
ら
で
あ
ろ

う
｜｜、
や
は
り
先
方の
説
明
は、

将来のロ
ーマ
字
化と
そマ
ル
ク

ス・
レ
lニ
シ
主
義の
国
際
主
義の
制
神に
合
致
する
の
だ、
とい
う

と
と
に
なっ
て
し
まっ
た。

去
る
卜
月一
円に
住
同三
十
周
年
を
迎
えた
中
議
人
民
共
和
国は、

い
ま、
巨
大
な
転換の
た
だ
な
かに
あ
る。
し
か
し、
中
国の
行
方に

横た
わ
る
もっ
と
も
根
源
的
な
課
題の一
つ
は、
中
国
民
族が
その
悠

久
の
文
明の
必で
あっ
た
演
中
を
「
社
会
主
義の
た
めに」
「マ
ル
ク

ス・
レ
lニ
ン
主
義の
た
めに」
楽て
去
る
とい
う
A
文
化
大
革
命V

を
果
た
し
て
成し
得る
か
ど
う
か
とい
う
問
題だとい
っ
て
よい
の
で

は
ない
か。

い
う
まで
も
な
く、
中
間の
文
字
体
系は、
中
国
文
明の
磁
悶
た
る

構
成
要
ぷと
し
て、
と
れ
ら
の
文
字
l
漢
字がほ
ぼ
西
暦
紀
元に
匹
敵

する
古い
時
代
か
ら
現
代にい
た
る
まで、
ほ
と
んど
変
化
す
る
ζ
と

が
なかっ
た
とい
う、
世
界に
も
類
例の
ない
貫
徹
性
を
もち
来っ
た

ば
か
りか、
そ
れ
自
身が
〈
社
会
制
度〉
と
し
て
の
性
抽怖
さ
え
有
して

い
た。
伝
統
的
な
中
国
社
会に
おい
て
は、
教
養
は
その
ま
ま
文
字
学

を
意
味し、
文
字
体
系へ
の
習
熟
ζ
そ、
お
をも
櫛
カ
を
も
凌
却
する

最
高の
価
値
基
部で
あっ
た。
マ
ッ
クス・
ウェ
1バ
ー
も
認
め
てい

る
よ
うに、
「
中
国は
もっ
と
も
ひ
た
む
きに
｜｜ヨ
ーロ
ッ
パ
の
人

文
主
義
時
代
や、
最
後に
はド
イツ
など
よ
り
も
な
お
はる
かに
ひ
た

む
きに
｜｜
文
学
的
教
盤だ
け
を
社
会的尊
敬の
尺
度に
し
た
国で
あ

っ
た」
（『
総数と
道
数』、
一
九一
五
t一
九年、
木
会
穂雄訳、
創
文
社）

の
で
あ
る。
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だ
が、
文
字
が
中
国に
お
ける
文
化の
核
心
と
し
て
存
在し
て
き
た

と
と
の
立
味
はζ
の
点に
と
ど
ま
る
もの
で
は
ない。
五
四
運
動の
重

要
な
担い
予
と
して
知
ら
れ、
内
話
連
動
を
唱
えて
現
代
・中
国
語〈口

部）
の
発
M肢に
道
を
聞い
た
胡
適は、
つ
い
に
中
国
共産
党と
毛
沢
東

革
命の
賛同
者に
は
な
ら
な
かっ
た
が、
かつ
て一
九二
八
年に、
削

教
も
仏
教
も
道
教
も
すでに
長
亡
も
し
く
は
衰
退
し
た
今日、
巾
国
人

に
は
な
お、
「
名」
を
出め、
「
名」
を
押
する
宗
教つ
ま
り
「
名
数」

へ
の
信
仰が
ある
と
し
て、
と
う
述べ
たと
と
が
あ
る
li
「
要
する

に

ヌど
は
す
な
わ
ち
文
字で
あ
歩、
す
念
わ
ち
A
か
れ
た
ヰ
で
あ

る。
可名
教』
と
は
し
た
がっ
て
バか
れ
た
文
字
を
出
押
する
京
教
で

あ
る。
そ
れ
は
ま
た
告
か
れ
た
字に
神
秘
的
な
力
が
あ
り、
路
力が
あ

る
と
と
を
信
ずる
宗
教で
ある」（「名数」、
『胡適文谷三集』
巻
て一

九三二
年、
椛京
本第三集第二
巻）
と。

と
の
よ
うに、
中
岡に
おい
て
は
文
字
1…叫ん千乙
そ、
た
んに
み
な

伝
達の
手
段で
あ
る
ば
か
り
か、
宗
教
的
な
力に
さ
え
なっ
て
中
国
民

放の
相
神
生
活
を
規
定し
て
き
たの
で
あっ
た。

と
うし
た
文
明の
併を
切
断し、
略
字
化
か
ら
さ
らに
す
す
んでu

l
マ
字
化へ
と
向
うと
と
が、
ζ
の
よ
う
な
中
国
民
族に
し
て
果
た
し

て
可
能で
あ
るの
かど
う
か。
そ
れ
は
過
般の
「
批
林
批
孔」
連
動に

治
ける
孔
チ
批
判の
よ
うに、
い
ず
れ
は
過
ぎ
去るべ
き一
拐のハ
フ

ニ
ン
グ
と
して
歴
史の
水
脈に
吸い
と
ら
れて
し
ま
う
よ
うに
思わ
れ

る
だ
ろ
うが、
文
字
簡
略
化は
過
去四
半
世
紀、
段
階
的
な
展
開
を
遂

げ
て
きて、
小
闘
を
た
し
か
に
ζ
の一
聞で
は
大
き
く
革
命しつ
つ
あ

る
だ
けに、
と
の
問
題の
州
趨乙
そ、
η
聞の
「
四つ
の
現
代
化」
に

一一回一一

も
ま
して
中
凶の
将
来を
占
うべ
き
関
鍵
だ
とい
っ
て
も
過
、日で
は
あ

スu
td広い。

2 

グ

農

耕

官

僚

体

制
d

の

残

影

中
国の
tt
耐の
同
家
問
棋で
ある
「
四つ
の
現
代
化
（州民業・
に
柔・

同防・
科学技術の
現代化）」
が
将
来い
か
なる
達
成
を
見るに
せ
よ、

と
の
門
大な
凶－Xと
人
川
州市
凶につ
い
て
泊
るに
は、
すべ
て
の
腿
盟

は岡市
立、
設
業と
農
村
そ
し
て
岱
民の
問
題に
か
か
わっ
て
と
ざ
る
を

得
ない。
ま
さに
中
凶
社
会は
今
日
なお
品
民の
大
梅
原
な
の
で
あ

り、
あ
た
か
も
地
衣
類が
大
地
を
蔽
うが
ど
と
くに
人
間
前が
生
活
し

てい
る
来て
し
ない
出
村
岡山本なの
で
ある。
因みに、
中
国
で
は
依

然
と
して
人
口
の
お
よ
そ
八
Oパ
ー
セン
ト
が
農
民で
あ
ると
と
は
よ

く
指
摘
さ
れ
ると
と
で
あ
る
が、
だ
と
す
れ
ば、
中国
は
十
億の
人口

に
食
料
を
供
給
する
ため
に
八
億の
由
民
を
抗
するとい
う
椛くべ
き

非
効
率の
農
業
国
家とい
うと
とに
な
ろ
う。
だ
が、
こ
の
よ
う
な
常

識
も
数
字
化
さ
れ
た
だ
けで
は、
たと
え
ばア
メ
p
カ
はと
れに
たい

し
て
人
n
の
わ
ずかニ・
．ム司ハ
1セ
ン
ト
の
約五
O
O
万の
也
氏が
二

憾の
ア
メ
リカ
人に
食
粗
を
供
給し
てい
る
とい
っ
て
み
た
と
ζ
ろ

で、
なか
な
か
現
実
感
覚
を
仰が
たい
もの
で
ある。
引相
自
身、
今
回

も
中
国の
農
村
地
慌を
歩い
て
みて、
そ
の
よ
うに
途
点
も
ない
中
岡

の
出
村
感
覚
を一
般に
は欠
如
し
が
ちの
わ
れ
わ
れの
中
同
認
識
を
改

め
て
間
わ
れる
思い
に
駆
ら
れ
た。
し
か
も、
中
国
共
産
党が一
貫し

て
取
り
組み、
し
ば
し
ば
手を
焼い
て
き
た
中
副
長
村の
変
革と
は、

や
そ
ら
く
市
命的
接
－M
に
よる
椛
刈の
必・取
以ヒに
作
U初
な
ら
ざ
る
謀
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題で
あ
り、
い
かに
生
産
関
係の
制
度
的・
組
織
的
変
革が
断
行
さ
れ

たに
せ
よ、
なお
変
革
さ
れ
ない
不
可
視の
実
体が
根
強
く
残っ
て
い

る
よ
うに
思わ
れ
る。
と
う
し
た
中
国
政
村
社
会の
現
実
を
ま
えに
し

て
「
闘
争の
HKい
年々
をつ
うじ
て
A
労
働
行
僻
級の
指
滋
的
役
川V

とい
うと
と
ば
は、
文
京k
のス
タ
イル
か、
あ
るい
は、
あ
え
てい

う
な
ら
ばイ
デオロ
ギ
ー
的
性
絡を
もっ
た
予
三
以
上
の
もの
で
は
な

かっ
た」
（G・
マル
チ・不『五つ
の
共産主必』、
一
九七一
年、
熊
山
ア

訳、
岩波
新品〈下〉）
の
か
も
し
れ
ないの司

今
回、
私
が
西
安
滞
在
中に
必
れ
た
人
民
公
社
は、
快
凶
作
以
次
以

の
王
芥
人
民
公
批で
あっ
た。
山公
－M剛
山
脈の
峨々
たる
山
容
を
仰
ぐ
山

館一
帯
のと
の
あ
た
りの
農
村
は、
い
わ
ゆ
る
必
樹
以
南の
南
嗣
拙
．弘

K
Mし、
制
純
用
水
利の
控
附し
た
沃
阪に
なっ
て
い
て、
ちょ
うど

大
変の
刈
り
入
れ
時
で
あっ
た。

そと
まで
行
く
道
中の
山
阪に
は、
例に
よっ
て
大
集
方
式の
段々

畑が
散
見
さ
れ
た
が、
と
ち
ら
の
方
は、
ま
さに
五
0
年
代
末の
「
大

樹
逃」
政
策
地
折
出
後
の
H
お
荒H
さ
な
が
ら、
豆
郡が
延
び
放
題に

荒
れ
果て
てい
た。
昨
年
十二
月の
中
間
共
陀
党二．
中
全
会で
「四つ

の
現
代
化」
が
党内
で
最
後
的に
合
意
さ
れ
る
まで
は、
「工
業の
大

使」
と二
つ
な
が
らに
策凶
鈴
主
席
向
身に
よっ
て
も
依
然
と
し
て
強

調
さ
れ
て
い
た
大
築
方
式
は、
い
ま
や
そ
の
画一
的
な
全
国
化の
諜
り

と
損
失が
諮
ら
れ
は
じ
め
てい
て、
中
国で
は
も
は
や
「
設
業
は
大
築

に
学ぼ
う」
と
はい
わ
な
く
なっ
て
し
まっ
た。
そ
れに
し
て
も、
λ

集
方
式の
必
か
げで、
と
の
よ
うに
あ
え
て
湘
木
を
切
り
倒し
て
まで

もい
た
る
とと
ろ
に
不
毛
な
段々
畑
をつ
くっ
て
し
まっ
た
だ
けに、

文
革の
H
新
生
事
物H
が
残し
たとの
よ
う
な
後
辿
症
を
控
や
す
に

は、
いい以い
年
月
を
悔
するで
あ
ろ
う。

私
は、
そ
と
の
人
民
公
社
件部との
会
見で、
か
な
り
率
直に
山・
凶

決
定の
問
題
点
を
・質
すこ
と
か
で
き
たが、
と
の
人
民
公
社で
も、
公

社が
段
業
生
保
を
増
大
させ
る
ため
に
克
行しつ
つ
ある
政
策
と
し

て、
白’部
地の
存
在
を
杭
概的に
認
め、
自
由
市
場
や
家
庭
副
業
を
奨

励
し
てい
る
と
の
説
明
を
受
け
た。
中
国の
どの
人
民
公
社
も
ほ
ぼ
共

通し
てい
るζ
と
で
ある
け
れ
ど、
と
と
の
公
社で
も
全
体の
約五パ

ー
セ
ン
ト
の
防
地が
自
問
地で
あ
り、
白
部
地
や
来日陸
刷
業に
よ
る
収

入
は
公
社
日の
収
入の
一平
均一a
0．ハ
l
セ
シ
ト
に
も
速
する
とい
う。

ζ
れ
ら
の
市
災
を
公
社の
怜
部
は、
中
凶の
社
会
主
義
母
業が
そ
れ

ほ
ど
厳しい
生
産
と
代理のシ
ス
テム
の
も
とに
置か
れてい
る
の
で

は
ない
と
と
を
外国人
に
説
明
す
る
ために
よ
く
語
る
の
で
あ
る
が、

そ
ζ
で
私
は、
「そ
れで
は、
かつ
て
資
本
主
義の
復
活
を
ね
ら
う
主

権
派の
黒い
政
貨と
し
て
批
判
さ
れ
た
『一一一
白一
包』
（白留地・
白山

市場・
向れ採
算制〈二
白
と一
戸討の出
来生
産の
訓
負い〈一
包〉）

政
策
を
認め
る
と
と
な
の
か」
と
あ
えて
吋
ねて
み
た。
そ
れまで
何

得
と
公
社の
概
容
を
説
明し
てい
た
幹
部
は、
一
瞬
戸
惑い、
こ
れ
ら

の一
部
始
終
を
黙っ
て
見
守っ
てい
た
明
ら
かに
公
社の
以
前
指
務
省

（おそらくその
公社の
党委員会
第一
件世
紀）
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
と
瞥

時
協
議
し
たの
ち、
「『一
包』
は
認め
てい
ない
が
『一一一
白』
は
認め

てい
る」
と
の
注
目
すべ
き
問
符
を
おと
なっ
た
の
で
ある。
だ
が、

北
京で
は、
北
京
市
革
命
委
員
会の
あ
る
粋
部が
（おそらく彼は旧尖

他派の
復
活俳郊であろう）、
司三
自一
包』
は
紡
帥
で
す」
と
さ
え
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同開っ
てい
た。

と
う
し
て
中
聞の
農
村
はい
ま
や、
ぃハ
0
年
代
前
半の
実
栴
派に
よ

る
経
済
調
繋
期の
惣
直
的
な
政
策
で
あっ
た
「J．
白一
包」
を
実
質
的

に
は
持
び
基
調と
する
よ
うに
なっ
てい
る
の
だ
が、
や
が
て
中
国
は

ミ
自一
包」
政
策
か
ら
さ
らに
湖っ
て一
九
瓦
五
年
後
半以
降
の
毛

沢
東
主
噂に
よ
る
急
進
的
な
農
業
匁
問
化
政
策（高級合作社から人民

公
社にいたる）
そ
の
もの
を
抜
本
的に．内
検
討
する
いみ
向に
す
すむの

で
は
なか
ろ
うか。
すで
に
そ
の
兆
般
は、
・中
凶
社
会
科
学
院の
学
省

の
言
動
や
練
定、
純一一波、
静
草
橋
など
宅
沢
東
型
由
主
柴
田
化に
抵

抗
し
た
経
済
斡郊の
最
近の
活
蹴に
よっ
て
も
現い
知るζ
と
が
で
き

よ
う。
そ
こ
ま
で
湖っ
て
問
題
点
を
切
開しない
か
ぎ
り、
い
か
に

「
四つ
の
現
代
化」
の
竜
点
を
一舟ぴ
屯工
業
優
先か
ら
農
業
優
先
へ
と

移
行し
て
み
て
も、
州以
来
生喜一の
持
続
的
k
井は
も
は
や
宅
み
が
たい

よ
うに
思わ
れる。

と
と
ろで、
私に
とっ
て
は、
と
れ
らの
MP
的
聴
取に
も
刑
して
印

象
的
な
喝
面に、
と
の
人
民
公
社
で
辿
過した。
ζ
の
辺
の
公
社
を
訪

れ
る
〈
外
賓〉
は
や
は
り
少
ない
の
で
あ
ろ
うか、
私
た
ち
が
田町
樹
闘

を
見
学に
待っ
た
際、
暫
時、
村
道に
胤・
を
停め
てい
ると、
ちょ
う

ど
生
産隊
規
棋の
由
民
集
団に
柄引，
する二、
＝一
十
名の
必
若
出
bAの

農
民
た
ちが
遠
方に
どと
か
ら
と
も
な
く
現
わ
れて、
い
かに
も
物
珍

ら
し
げに
恐
る
恐
る
とい
っ
た
感
じ
で
私
た
ちの
方へ
向っ
て一
歩一

歩
近
寄っ
て
き
た。
中
間
で
は、
ど
乙へ
行っ
て
も
〈
外・従〉
を
見
物

に
く
る
鮮
衆に
取
り
囲
ま
れ
る
と
と
は、
・必
中
指の
すべ
て
が
体
験
す

，
る
ζ
と
で
あ
ろ
うが、
ζ
う
し
て
自
然に
現
わ
れ
たこ
こ
の
世
民
は、

そ
の
衣
服の
温
水なと
と
も
あっ
て
か、
な
かに
は
裸
足の
者
も
多か

っ
たと
と
も
あっ
て
か、
ひ
と
き
わ
述
感
か
ちに
見
受
け
ら
れ
た。
だ

が、
近
づい
て
く
る
彼
ら
は一
仰に
却し
み
の
笑
顔
をつ
くっ
てい
る。

と、
そ
の
瞬
間、
弘
た
ち
を
案内し
てい
た
公
社の
幹
部と
運
転
手が、

ま
る
で
磁
わ
しい
動
物に
で
も
たい
する
よ
うに、
彼ら
を
叱
立し、

追い
払っ
て
し
まっ
た
の
で
ある。
その
と
きの、
い
かに
も
風
岡崎に

充ち
た
眼
克で
後を
振
り
向き
な
がら
退
散
し
て
ゆ
く
由
民
た
ちの
主

的がい
ま
も
弘の
脳
袋に
焼き
付い
てい
る。
私
は、
ζ
の
と
き、
伝

統
的
な
中
国
農
民の
笹と
旧
中
国
農
村の
支
配
階
級
｜｜
郷
紳・
土
豪

の
イメ
ー
ジ
を
市
復し
て
怨
担し
ない
わ
けに
は
ゆ
か
な
かっ
た。
州制

民
を
迫い
払っ
た
幹
部
は、
旧
中
間に
お
け
る
組
説
や
小
作
料の
徴
収

入
と、
ど
と
が
遵
うの
で
あ
ろ
うか。
旧
小
閣の
伝
統的
社
会
構
造で

あっ
たμ
段
桃・一円
僚
体
制dは、
果
たし
て「
本
命」
さ
れ
たの
で
あ
ろ

うか。
「
中
国に
お
け
る
官
僚
制
社
会
の
恒
常
性
言
宗
55
志向g
g

m
gbs
vggES
E
E
E
OY5由）’
とい
わ
れる
庇
史
的
特
質
を一

貫
して
市
視
IVたエ
チ
ア
ヌ・
パ
ヲ
l
シュ
がい
うよ
う
に、
「
欧
界

に
生
起し
た
すべ
て
の
変
化に
も
か
か
わ
ら
ず、
二
。
。
。
年
もつ
づ

い
た、中
間〕
帝
閣の
官
僚
制
社
会は、
今日
なお
き
わ
め
て
行
動
的

な
hM
枇
と
して、
わ
れ
わ
れの
眼
泊に
あ
る
令中岡官僚制人
－
九六

八年、
村松祐次訴〈『中国文明と官僚制、、
み
すずぷ房）
ζ
と
を
ね

も
な
お
京市
定し
得
ない。
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グ
第三
次アヘ
ン
戦争グ

さ
て
弘
は
次に、
先
般の
中
国
旅
行
を
通じ
て
体
験し
た
もっ
と
も
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衝
胴情
的
なエ
ピ
ソ
ー
ド
を
とと
に
紹
介し
ない
わ
け
に
は
ゆか
ない。

そ
れ
は
き
わめ
て
個
人
的
な
体
験で
は
あ
る
が、
と
も
かく
概
略
を
描

写
し
て
み
よ
う。

そ
れ
は
去
る
六
月
十
九日
午
後、
北
京で
の
と
と
で
あっ
た。
故
宮

｛繁
紫綬〉
に
近い
北
泌
公
開
は、
た
ま
た
ま
煙
雨の
な
か
に
あ
っ
た

が、
と
と
は
た
し
か
文
革の
向
扮
期に
も
「
休
彪
見
変」
以
降も
立
ち

入
り
鈴
止で、
務
同
鈴
政
椛下で
先
般
川円び
開
放
さ
れ
た
とと
ろ
で
あ

る。
私
に
とっ
て
北
京
は
文
化
式
市
命の
激
励
期（一
九六六
年秋）、

「批
林
批
孔」
辺
助の
時
期（一
九七五
年一
月）
に
次い
で
今
回
が
三

度
目
で
あっ
たが、
右の
理
由
か
らと
の
鹿
史
的
名
闘
を
採ねる
機
会

をζ
れ
ま
で
逸し
てい
た
の
で、
多
忙
なス
ケジュ
ー
ル
の
合
聞に
今

回
初め
て
北
海
公
闘
を
単
身
訪れ
て
み
た。一フマ
教の
白
塔
で
知られ

る
漬
慈
ぬの
山
頂
か
ら
北
京の
美しい
眺
切な
を
楽
し
ん
だ
あと、
雫
山

を
下っ
て
く
る
と、
小
川γに
若い
男
女の
人
民
解
放
取
兵
士
が
漏
れ
た

筑
肌
合
乾か
し
な
か
ら
雨
宿
りし
てい
た。
女
性
は
市
服の
下にピ
ン

ク
の
h化
白紙
一ばの
ブ
ラ
ウ
ス
を
前てい
か
に
も
才
女とい
っ
た
感じ
で
あ

る。
二
人
は
テ
ー
プレ
コ
ー
ダ
ー
を
携
帯し
て
音
楽
を
流
し
て
い
た

が、
そ
れ
は
耳
慣
れ
たロ
シ
ア
民
哩酬の
メ
ドレ
ー
で
あっ
た。

今回の
訪
中
で
私
は、
い
ま
だ
未
公
凶の
中
国・
国
際
問
題
研
究
所

を
日
本人
と
し
て
初
め
て
訪
れる
仏
会に
忠
ま
れ、
中ソ
関
係
などに

つ
い
て
も
本
慣に
意
見を
交
すと
と
が
で
き
た
が
（ζのζ
とについて

は、
仙刑制例
「聞かれる
山’同の
学界11肉際間関研究所を妨
ね
て」、
『朝

日新
聞』
一九七
九年七月十四日〈文化
側〉、
参
照て
と
も
か
く
中
国

で
は
ソ
誕の
「
崩
栂
宇一
銭」
に
たい
する
激しい
非
難の
三
誌
を
迎日

聞か
さ
れつ，つ
け
た
あと
だっ
た
だ
けに、
人
民
解
放
軍
兵士
とロ
シ

ア
民
謡とい
う
取
り
合せ
に
い
さ
さか
篤い
て
諮
問
する
と、
彼
ら
は

「
音
楽に
は
国
墳
は
あ
り
ませ
ん」
と、
い
か
に
も
エ
P1
ト
然と
し

てい
う。
ζ
の
テl
ブ
は
香
港の
複
製
版で、
その
背
年が
海
外
旅
行

し
た
際に
レ
コ
ー
ダー
と
と
も
に
民い
求め
た
もの
だとい
う。
彼
ら

は、
叫
初、
私
為
市
備だ
と
思っ
た
ら
しい
が、
制私
が日
本
人
だと
わ

か
る
と
さ
らに
知
衝の
皮
を
射し
て、
男の
兵
士
は
カバ
ン
の
な
か
か

ら
や
お
ら一
怖の
部川仰い
本
を
取
り
出し
た。
そ
れ
は
な
ん
と
日
本の

服
飾
雑
誌
『装
苑』
の
古
ぼ
け
た
合
冊
で
は
ない
か。
私
は
呆
然とし

て、
と
の
制
服の
人
民
解
放
軍
兵士
が
と
ん
な
雑
誌
を
持ち
歩い
てい

る
理
由
を
た
ずね
ると、
「
仕
事が
終っ
て
か
ら
女の
子に
洋
服
の
デ

ザ
イン
を
考
えてや
るの
で
す」
と
彼
は
平
然と
答
え
たの
で
ある。

そ
し
て
次に
は、
カバ
γ
の
な
か
から
中
国
製の
カ
メ
ラ
を
取
り
出し、

一
緒に
記
念
臥御
影しよ
うとい
う。
そζ
で
私
も
写
兵に
ha
さまっ
て

か
ら
別
れ
際に
名
刺を
渡
すと、
彼は
私
が臼
本の
大
学
教
授で
ある

と
と
を
知っ
て
必
ぴ、
自
分
は
北
浪
商
郊
×
×
郎
隊に
所
属
する
が、

家
は
×
×
だか
らHM
非一
度
訪ね
て
き
て
欲しい
と
電話
番
号まで
教

え
て
く
れ
た。
北
京
部在
中、
も
と
よ
り
私は
彼
を
訪ね
は
し
なかっ

た
が、
中
国
か
ら
帰
国
する
や
早
速
彼か
ら
来
日が
あ
り、．
今
後と
も

親
し
く
交
指したい
とい
う。
し
か
も
その
手
綬
は
人
民
解
般
市の
公

用
賀
を
使っ
た
もの
で、
何
枚
かの
写
点
と
と
もに、
明らか
に
人
民

解
放
清の
高
級
幹
部と
思し
き
父
親を
合
む
家絞一
同の
写一μが
添
え

で
あっ
た。
析
く
する
と
彼
か
らの
第二
回が
あ
り、
次
回の
助
中
時

に
は
彼の山本に
是非
宿
泊され
たし
との
M
招
待H
と
と
もに、
昨日
拍
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学
習用の
テ1．フ
とレコ
ー
ダー
が欲
しい
といっ
て
製品
番
号ま
で

記し
て
きたの
で
ある。

あ
ま
りに
も
出
来
すぎたエ
ピ
ソー
ド
のよ
う
な
右の
体
験を
通じ

て、
私ははか
ら
ずも
中国
社
会の一
断
聞を民
間
見た
の
で
あ
る

が、
お
そ
ら
く
彼らは、
その
服
装
や
持ち
物とい
い、
手
紙の
文
面・

崎将
跡とい
い、
明
ら
かに
同
級
幹
部の
子
弟で
あ
ろ
うし、
最近の
小

同で
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
てい
る一
部
伶部と
その
チ
弟の
H特
織

化H
の
縮
凶
なの
か
もし
れ
ない。
そ
れ
だ
け
に、
との一
ぬのハ

プニ
ン
グの
みによっ
て
問
題を
将
凶化
する
わ
けに
はゆ
か
ない
で

あ
ろ
うが、
中
国
が
聞か
れよ
うと
すれば
する
ほど、
こ
れま
で
の

閉
鎖
社
会の反
動とし
て、
中国
民
衆の
心
理が
ま
さに
魁ζ
うと
す

る
方向の一
端を、
と
のエ
ピ
ソ
ー
ドは
物
語っ
てい
よ
う。
ζ
うし

た兆
候は、
「
革
命
中国」
の
内
部
的樹被
現急で
あ
り、
「
附
落」
な

ので
あ
ろ
うか。
そ
れ
と
も
ぞ止
常
化M
なので
あ
ろか。

い
ず
れにせ
よ、
中国
はと
れま
で、
あ
ま
りに
も
長い
あい
だの

自
己
充
足の
歴
史を
歩んで
きた。
そ
れ
は
た
んに、
ζ
うし
た
鎖凶

状況が
外部
世界と
の
交
流よ
り
も
同
友と
社
会の孤
立
主
よ的な
傾

向を
中国
人
民に
選ぱ
せ、
その
ととが
むし
ろ
小凶
人の
伝
統的
な

tJ，．41ピγ
外
国
峨い
とも
調
和し
て
き
たとい
う
問題に
と
ど
ま
る
だ
けで
は
な

い。
中国
社会
全
体が
舟p
rw
いで
ヤ
閉ざ
され
てい
たの
で
ある。

たと
えば
平均四
人に一
人は
毎年
末を
移っ
てい
るア
メ
リカ、
三

人に一
人
は
毎年
旅
行に
出
か
ける
H
本の
よ
う
な
国と
は
板
本的に

異なっ
た、
社会
的モ
ピ
リ
ティ
！
の
制
度に
欠
如し
た
社会の
な
か

で、
中
国人
は一
般に
放
悦
代に
も、
と
きに
は
何
百
年に
もわ
たっ

て
同
級が
粁
を
並べ
て
居住し、
彼らの
行
動半
径はせい
ぜい
H
暮

れ
までに
歩い
て
削れる
箱聞とい
う
生
活
空間に
限定され
て
きた

＊

 

ので
あっ
た。
ζ
うし
た
内
部的
凶
鎖性の
な
かに、
中間
社会とそ

の
文
明は
肉己
完
結し
て
きたので
ある。
だ
が、
そうし
た純
度の

尚い
社会と
文
明は、
高
度に工
業
化され
た
雑菌
性の
文
明と
対
応

し
たと
き、
外か
らの
以
蝕カに
たい
し
て
強い
抵抗
力を
示
す反
師、

その
文
明の
山
皮の
完
結
性か
か
えっ
て
文
化的な
感
染を
押しく
容

易に
するの
で
はなか
ろ
うか。
ζ
うして、
「聞かれ
た
中
間」
へ

の
道は、
い
ま、
中
国
文明に
とっ
ての
グ
第三
次アヘ
ン
戦争H
を

不
可
避の
もの
と
し
てい
る。
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＊
ス
ウェ
1

・ry
人
のヤ
y・
ミ品

ル
ダル
位 、
モ
の
耐
期
的
な
中
同
鋒
村レ
ポ
ー

ト
の
な
か
で 、
－
九
六
0
年
代
初
凶に
彼
が
尚
徳
し
た
延
安
近
郊（
隊
内
行
柳叫仲
村｝
の

人
口
五
O
O
O
人
余
の
長
村
で 、
北
京へ
待っ
た
ζ
と
の
あ
る
名
は
党
持
紀一
名
だ
け 、

省抑制
の
前
安へ
も一
人
か
二
人
し
か
行っ
て
い
ない
とい
う

取
引犬
を
報
告
し
て
い
る

（『
中
関
農
村か
ら
の
報
告』 、
一
九
六
三
年 、
三
浦
朱
門・
鶴
羽
仰
F
ぷ 、
中
央
公
崎

社）。
引帆
が
今
刷 、
両
安
で
岡崎市
し
た
山中
国
人
民
対
外
文
化
協
会 、
中
凶
閤
際
旅
行社 、

西
安
外
凶川附
乍
院の
ス
タy
フ
hT
学
伎で
さ
え
も 、
北
京
を
知っ
て
い
る
t引は
き
わ
め

て
紛れ
で
あっ
た 。

と
う
し
た
中
関
社
会
の毛
ピ
3－アィ
1

の
欠
仰
を
考
え
た
と
き 、
毛
沢
東
が
文
化
大

，e・・7’’au’

本
命
期に
紅
衛
兵
大
衆に
たい
し
て
発
動
し
た
「
大
山中
迎」
（
経
験
交
流）
が
い
か
に

遊
訴
を
歓
必
さ
せ
た
か
が
理
解
され
よ
う 。
毛
沢
東
の
政
治
技
術
は 、
と
の
点
で
も
以

起し
た
も
の
だっ
た
の
で
あ
る
（毛
沢
東
の
政
治
技
術に
つ
い
て
詳し
く
は
術
者
・
中

岡
俊
の
検
必』 、
一
九
七
二
年 、
中
公
減
岱 、
参
照）．



II 

非
主
沢
東
化
の
歴
史
的
展
闘

1 

非

毛

化
へ

の

不

安

文明のミ1'i£'Jiふ をめ ざす中間

今
nの
中
凶の
転
換の
意味
を
限定
的にと
らえる
な
ら、
そ
れ
は

非毛
沢
点
化（ι？pro－
E5M）
に
ほ
か
な
ら
ない。
巾同
で
は「
毛

沢
東
思
想」
が
依
然と
して
掲
げられ
てはい
る
けれど
も、
そ
れ
は

い
ま
や
急速に風
化し、
タ
テマエ
化し
てしまっ
てい
る。
亡き
周

恩
来
総
理に比
し
て、
毛主
附例人へ
の
民
衆の
敬
愛
迫
誕の
的も
す

でに
許し
く
叫仰
向に
な
り、
それど
と
ろ
か、
逆に
例の
林
彪
断
罪の

た
めに
流
布され
た
陰謀
計
画
文
乃
「〈五七一
工
程〉
紀
要」
に
含

ま
れ
た
隠
験
すな
わち毛
沢
東
l
p現
代の
奈
始
皇H
の
イ
メ
ー
ジ
が

い
ま
や
中国
民衆の
あい
だの
〈
黙
契〉
とし
て、
い
よい
よ
制度化

さ
れ
るにい
たっ
てい
る。
過般の
第五
期
全
国
人
民
代
ぷ
大会
第二

閉会
議（一
九じ九年六J七月）
が、
「凶つ
の
現
代
化」
計
凶
の
調

整と
と
もに、
人
民
法
院
組織法、
人
民検
奈
院
組織法、
刑法、
刑
ぜんだん

恨
訴
訟法など
七
法
泉を可
決し
て、
絶
対的
権
威によ
る
法の
撞
斯

を
絶つペ
く
社会全
必
法
制
化を
実
別封し
たと
と
も、
そうし
た
非毛

沢
市胤化の
制
民
化に
ほ
か
な
ら
ない。
と
の
た
びの
法
制
化巡
動の
主

導
省が
かつ
て
宍
縦派の
牙
城とい
われ
た北
京
市
党委
民会の9
1

ダi
で
文
革当
初の
市川
要な
謀
総対
象、
MW
点（元
北京市党愛員会第

一
々
記派北京市長、
去る七
九年九月末の問中全会で

党中央政治
局
委

貝に復um）
で
あっ
たζ
と
も
印象
深い
が、
「法の
前の
平等はわ
れ

われ
全人
民、
全
共
産党μと
厳命的
幹
部のスロ
ー
ガン
で
あ
り、

い
か
なる
人で
あ
れ
特権をふ
りま
わ
すのに
反
対
する
忠怨的
武総

で
ある」
と
の
合
意がと
うし
て
初め
て
制度化され
たと
と
は、
毛

沢
東
家父
長
体
制に
たい
する
強い
批
判と
中
国の
政
治
過
程に
たい

する
深
刻な
反
省に
基
づ
くもので
あっ
た。

と
の
よ
うな
潮流の
な
かで、
小川で
は
現α、
「三
小
全会
制
神」

が
し
き
りに
強
調され
てい
る。
とのと
と
は、
咋七
八
年十二
対の

中国共
産党第
十一
期
中央委
員会
第三
回
総会
会
不全会）
が
当
面

の
中
国
内政に
とっ
てい
かに
重
要な
結節点で
あっ
たか
を示
す一

方、
「
尖践が
良
型を検証
する（巾火事求娃）
唯一
の
法
単」
だと
す

る
非毛沢
点
化路
線がよ
うやく一
定の
党内
合意に
述し
たζ
と
を

も
示
唆し
てい
る。
だ
が
もとよ
り、
中
国
内
部に
は、
「毛
主
席
の

い
っ
たζ
とは
H
すべ
てH
正しい」、
「毛主
席が
決裁し
た
案
件は

P
すべ
てH
正しい」
と
与
える
Hすべ
て
派（「凡HE
派
Y
が、
と

くに
上
出の
よ
う
な
文
本派ない
しは「四
人
組」
の拠
点
地
域で
あ

っ
たとと
ろ
で
は
なお
板
強く
存
在し
でい
るとともし
ばし
ば
報じ

られ
て
お
り、
と
と－K
現段
附の
中
国
内政の
不透
明な
状況が反
映

し
てい
るとい
えよ
う。
し
かし
な
が
ら、
との
よ
うな「反
潮
流」が

社会的・
政
治的な
谷花
を長
松し
判る
余地は、
ま
すま
す狭ま
り

つ
つ
あ
るとい
わ
ねば
な
らない。
それ
ほど
ま
でに、
非毛
沢
京
化

は
歴
史的
な
衝
動だと私は
考えてい
る。

とと
ろで、
今
日の併肌wbphwr非を府内胤huへ
の
挑
戦さ
え
誠

み
たがゆ
えに
す
でに
弾圧
さ
れ、
強
行停止処分
を
受
けたと一
部
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で
報じ
ら
れ
た
北
京の
反
体
制
維
誌『北
京
之
容』
は
依
然とし
て
健

在の
よ
うで
あ
る。私
自
身
も
今回の
訪
中で
『北
京
之
遜』
第五
号、

第
六
号がひ
きつ
づ
き
出
版さ
れ
てい
るζ
と
を北
京・
西
単のP
民

主の
曜d
に
強
り出され
てい
た
同
必の
いい衣
紙と
目
次と
で
確
認
する

と
と
が
で
き
た。その
『北
京
之
ぷ』
第五
号に
は、
「ニ
O
O
O年に

発生し
得る
悲
劇」
と
題し
た
鮮
明・
作の
H
政
治幻
怨小
説d
が
掲

載さ
れ、
た
ち
ま
ちに
し
て
売り切
れ
たとい
う。
ζ
の
小
説に
よる

と、
商
時二
O
O
O
年に
は「四人
組」
が
名
誉
回
復され、
「
党内ブ

ル
ジョ
ア
階級」
が一
制され
て、
今日の
脱文
京
的
政
治同
流が
根

本的に
否
定さ
れ、
中
国の
政治
的
舞
台は
一得
ぴ
暗
転
するとい
う。

たし
かに、
昨
近の
中
国の
政治
的変
転は、
あま
りに
も
迷い。

文
化大
革
命の
虚妄が
絞
認されつ
つ
ある
ば
か
りか、
「プロ
レ
タ

リ
ア
文
化
大
事
命」
とい
う
J
葉その
もの
も、
忍少の
よ
うに
忌
避

さ
れ
てい
る。
と
うし
た
状況の
な
か
で
故
近で
は、
文
革の
犠
牲
者

が
ほと
んど
すべ
て
彼
絃し
たば
か
りか、
五
0
年
代の
毛
沢
点路
線

の
確
立
過
程で
犠牲に
なっ
た
人
び
と、
さ
らに
瀕っ
て
解放
前の
時

代に
党内
闘
争で
敗北し
た
が
ゆ
えに
断罪さ
れ
た
人
びとも
復権し

つ
つ
ある。
古
くは
阪独
秀か
ら
李
・立一て、
張
問天の
よ
うな
革
命
家

へ
の
再
評価、
五
0
年
代の
膨
徳
能、
政
克
誠、
了
玲
らの
名
替
回
復

ない
し
復
活は、
もは
や
「四
人
組」
に
よる
犠
牲
者の
復
権とはい

い
が
た
く、
い
わば
非毛
沢
東
化が
中共
党
史、
中国
革
命
史に
ま
で

及びつ
つ
あるζ
との
証明に
ほ
か
な
ら
ない。

し
か
し、
タ
テマエ
とし
て
は
「毛
沢
政
思
想」
を
a
持し
なが
ら

進展しつ
つ
あると
うし
た
非毛
沢
米
化の
深ま
りは、
考え
て
みる

と、
「四
人
組」
批
判それ
自身が
実
際に
は毛
沢
政の
地唆
へ
の
挑

戦で
あ
り
な
が
ら、
あえて
「四
人
組」
を毛
沢
東
側人と切
り
離
す

とい
う
矛
盾と
もど
も、
明ら
かに
毛
主
席個人と
「毛
沢
－Mm忠忽」

その
ものへ
のて
坑の
背教で
あると
と
もい
うま
で
も
ない。
それ

だ
けに、
「悶
人
組」
批判
を
す
すめつ
つ
ある
今日の
中
国の
指
摘噌

者そし
て
民
衆の
不
安
かとの一
点に
おい
て
凝
集
するの
で
はなか

ろうか。
右の
ρ政治幻
想
小説H
は、
非毛
沢
東
化の徹
底を
要
請

しつつ、
と
のよう
な
深凪心
理
を
鋭く
衝く
もので
も
あっ
たの
だ。

と
うし
た
政
治
的・
社
会
的心
理のな
かで
先に
見たように、
一

方で
は
今
日の
潮
流を
「毛
沢
点
思
怨」
へ
の
背
反と
し
て
断罪しよ

うと
する
「反
潮
流」
も
依
然とし
て
根強い
だ
けに、
最
近で
は、

かつ
て
「反
党反毛
主
席の
大
＃
草」
だと批判さ
れ
た
個人
袋持
告

発の
A
物、
文
山本仇M
B
『どのよ
うに
し
て
共
産
党員となる
か』
が

改め
て
紹
介さ
れた
り（『光明U報』
八月十九日付）、
3
b
に
叫人

民
日
報』
八
月二
十一
日
付の
劉立
凱論文「レ
1ニ
ン
と
集
団
指

導」
が一示
すよ
うに、
レ
lニ
ン
が
力
説し
た
民主
集
中制と集団
指

現
制を
大きく
逸脱し
たと
と
を
強
調
すると
とに
よっ
て
当
面の
非

毛化が
含む
論
理の
オ
店を
解
消しよ
うと
する
傾向が
あ
らわれ
て

い
る。
同
諭文は、
「と
り
わ
け
宜
視‘
L唯
けれ
ば
なら
ない
の
は、

党と
国
家の仰木団指
噂
怯
科矧引川「
破働
引川引制
叫y
dd・ぱ
U

て
党
内の
野心
家、
陰謀
家が、
その
機
を
利
用し
て
党権
奪取の
活

動
官
経と
し、
党と
国
京を
間
違っ
た
方向にもっ
て
ゆ
くと
とで
あ

る」
ル
述べ
て、
主沢
市胤
家父長休
制の
形
成の
原因
を
柴
田指

の
欠
如に
乗じ
た
党内
陰謀に
求めてい
る。
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文明の ‘再tli造ミ を め ざす中国

と
うし
て
中国で
は、
非毛
沢
東
化へ
の
不
安
を
内在
させ
な
が
ら

も、
毛
沢
東
家父長
体
制
を
理
論
的に
も
否
定し
よ
うと
しつ
つ
ある

のだ
が、
と
うし
た
方
向が
依
然と
し
て
例入
京
拝と
集団
指
噂制と

い
う
従
来か
らパ
ターン
化し
た
座
標
軸に
・おい
ての
み
追
求さ
れて

い
る
とと
ろに
今
日の
中
固に
お
ける
「毛
沢
東批
判」
の
限
界が
あ

る乙
と
はい
うま
で
も
ない。
なぜ
なら、
と
うし
た
次
元で
の
論
議

は、
それ
自
身と
し
て
当
然必
要で
はある
が、
そ
れ
だ
けで
は、
毛

沢
東山ぺ’父
長
体
制
生
成の
客
観的・．世史的
根源
を切
開
すると
と
が

で
きない
か
らで
ある。
ス
ター
リン
個人
足
拝の
誤
謬とい
う
歴
史

の
先例
を
自
喰し、
その
と
と
に
中国
共
－M民党自身かつ
て
自
覚的で

あ
りながら、
それ
で
は
なぜ、
毛
沢
米側人虫
採が
あ
たか
も
中国

の
伝統
的
な
政
治
文
化に
調
和し
た
信
仰で
ある
かの
よ
うに
生
成
し

て
き
たの
か
が
十
分に
解明さ
れ
得ない
か
らで
ある。

い
わゆる
毛
沢
東
路
線が
中漫に
擁立
し、
毛
沢
ポ
家父長
体
制が

生
成しはじめ
たの
は、
「ス
ター
リン
批
判一
と
相
前
後し
た
五
0

年
代
半ぼで
あっ
た。
すな
わ
ち五
五
年
後
半以
後の
急激な
農
業
集

同化か
ら
やが
て五
八
年の
「大
臨
進」
政
策にい
た
る
プロ
セ
スζ

そ、
毛
沢
京路
線の
櫛
立
過
程で
あっ
たので
あ
る
が、
ζ
の
よ
う
・な

展
開行、
後述
する
よ
うに、
信同の
理
念と
し
ての
「過
渡
期の
総

路線」（い
わゆる適合政府による長期的・
漸進的社会主
義
改造）
に

よ
る
中国
社会の
変
革
を
信
頼し
符なかっ
た毛
沢
東の
危
機
意
識と

と
もに、
政
治
的・
社会
的
傾城に
お
ける
毛
沢
市水のグィ
ジョ
ン
が

社会
主
幾建
設に
お
ける
「ソ
連モ
デル」
に
優位
するとい
う毛
沢

東の
脱抑
制に
よっ
て
も
たらさ
れ
た
もの
で
あっ
たとい
うと
と
がで

きる。
だ
が、
と
の
確信の
方は、
「大
関進」
政策の
挫
折に
よ
っ

て
は
やく
も
大
きく
揺い
だので
あっ
た。
し
かし、
ζ
うし
た
挫折

は「毛
沢
東モ
デル」
が
中国の
社会主
義
建
設の
現
実に
適
合し
た、

「
最
適
社会
経
済体
制」（J・
ティyパ
lグン）
ではない
と
と
へ
の

自
覚を
促す
かわ
りに、
かえっ
て
危
機意
掠を
増幅させつ
つ
「毛

沢
東モ
デル」
を
イ
デオロ
ギ
ー
と
カpスマ
的
権威に
よっ
て
強
制

する
方向へ
と
転じ
ていっ
た。
と
とに
文
化
大
革
命にい
たる
中国

政
治の
必
劇の
根
源が
あっ
たとい
わねば
な
ら
ない
で
あろ
う。
そ

し
て、
毛
沢
東
自身はみ
ずか
らの
ヴィジョ
ン
と
現
実との
議
離
が

生み
だし
た
政
治
的・
社会
的
緊騒が
明大
すれば
する
ほど、
自己

の
全
面的
作成
を
主
眼
するζ
とに
傾
倒し
たので
あっ
た。
けっ
し

て
「四
人
組」
だ
けの
暴走で
は
な
かっ
たので
あ
る。
そし
てζの

よ
う
な
毛
沢
東政
治の
悲
意的な
自己
完
結を
許容し
た
組織
的・
権

力
的
装
店が
中国
社
会に
内犯し
てい
たζ
と
が
十
分に
解明さ
れ
た

と
き、
今
日の
非
毛沢
市民化へ
の
不
安は
初め
て
根
本
的に
解
消さ
れ

るの
で
は念
かろ
うか。
現
在は、
ζの
点で
も
過
渡
期だとい
える

ので
ある。
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い
ず
れに
せ
よ、
中
国はい
ま、
「
開か
れ
た
中国」
へ
向つ
て
の

ダイナミッ
ク
な
H
離
陸H
を
開始しつ
つ
あ
り、
そ
うし
た
転
換の

過
程を
婿めい
てい
るの
で
ある
が、
そ
れ
だ
けに、
中間
社会の
そ

うし
た圧
倒
的
な
現
実がはらむ
矛
盾もま
た
深刻で
ある。

それ
で
は、
今
日の
中聞が
内包
する
矛
盾の
大きさゆ
えに、
中



国
は
碍び
激
動の
政
治
過
桂
をくりか
えし、
先の
ρ政
治幻
想小
説d

が
予言し
たよ
うに、
右か
ら左へ
と
再び
大きく
揺れ
動くの
で
あ

ろ
う
か。

毛・
周
な
きあと
の
中国が、
両
首脳の
死（周恩来一
九七六年一

月、
毛沢栄同年九月）
と
前
後し
て
生じ
た
鰐天
勤
地の天
安
門
悦
件

と
術
般的
な北
京
政
変（「四人組」
失眺）
を
体
験し
た
激
励の一
九

七
六
年
を
過ぎてい
まや
非毛
沢
東
化を
大きく
進
展させつつ
ある

現
時
点で
考え
仰る
中同の
将
米の
腿引は、
大
局
的に
見た
場
合、

中
間の
内
政の
法
凋が
再び
大きく
変動
する
とは
思われ
ない
と
と

で
あ
る。
つ
ま
り、
文
化
六
本
命の
掩折以
来、
「毛
沢
東
休制
下
の

非宅
択
点
化」
を志
向し
て
きた
現
尖主
品的
潮
流を
．再び
逆
流させ

るζ
と
は
もは
や不可
能だと
恩われ
ると
と
で
ある。
そ
れ
は
な
ぜ

で
あ
ろ
うか。

その
もっ
と
も
必
本的な
要因は、
い
う
まで
も
な
く、
今日の
中

国が
置か
れ
てい
る
谷
観的・
歴
史的な
環
境で
あ
る。
と
の
点につ

い
ては、
文
化大
本命の
附拡以
米ほ
ぼ
十
年
間の
小
同
社
会の
政
治

的
激
動のの
ちに
聞かれ
た七
五
年一
月の
第四
期全
国人
民代
表
大

会
第一
回
会
議に
お
ける
周
思
米政
治
報
告
liそ
れは同
友的
使
命

観に
殉じ
た
周恩
米が
毛
沢
点以
後の
中
固に
托し
た
政
治的
辿Jで

も
あっ
た
｜｜の
歴
史的
意
義を
考え
な
けれ
ば
な
ら
ない。
周恩
来

報告が
示し
た工
業
体
系・
国
民経
済体
系の
建
設とい
う「四つの

現
代
化」
の
方
向は、
今
日の
中
固に
とっ
て、
もはや
逆
転し
得な

い
社
会的・
国
家的
要
治なの
で
あっ
た。
そ
れ
だ
けに、
中国の
政

治
過
程に
建国
後一
貫し
て
存在し
た
H
穏
歩H
と
H
急
進d
の
サ
イ

クル
は、
一
九七五
J七六
年の
政
治
変動を
決定的かつ
不可
逆
的

な
転換
点（
F
E
a
zo
HN0
53）
と
して、
も
は
や
その
よ
う
念
循
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環
を
操り
返し
仰なく
なっ
たよ
うな
試が
する。
と
の
よ
うな
社
会

的・
国
家的
要
請は、
七
五
年
夏の
抗州
事
件（仰噌時間ぽU）
がい
ち
は

や
く
逆
説的に
物
語っ
てい
たとと
ろで
あ
り、
との
点で
杭
州
事件

は、
毛
沢
市米政
治へ
の
激しい
内
在的批判で
あっ
た七六
年四
月の

天
安門
市
件と
と
もに、
中
国
社
会の
将来を
考える
う
え
で、
「
林

彪
民変」
のよ
う
な一
辿の
政
治
悦
件以
上の
ぽ
要性を
合
意し
てい

た
阿期的
な
社会
的hV
件で
あっ
たとい
えよ
う。
そ
し
て、
ζ
うし

た
社
会的・
同
家的
要
品は、
中
国の
対
外関
係
をより
聞か
れ
た
安

定
性に
おい
て
求めると
とへ
と
誠がっ
てゆ
か
ざ
る
を
仰ない。
過

般の
中
越
戦
争に
見
ら
れ
たよ
うに、
中
国の
周辺地域K
Bい
て、

い
わ
ゆ
る
小同的
枇
界秩
序（
25
2
5．雪E
C込開門）」
が一行か

され、
山中
同の
国
際的
威
信
が
大きく
則われ
るよ
う
な
場
合を
例外

と
し
て、
や
が
て
八
0
年
代の
中
国は、
ソ
述を
含む
大
国とのあい

だの．ハ
ソ1・
ゲl
ムに
従
米以
上の
関心
を
ポしつ
つ、
ζ
うし
た

聞かれ
た
国
際
環
境を
模索せ
ざ
る
を
得ない
よ
うに
思われ
る。

と
の
点で
は、
今
日の
中国の
対
外
貿易
陥造をとっ
て
み
ても、

すでに
貿
易
全
体の
約八
江パ
lセ
シ
トが
同・
米・
附欧など
西側

諸
国
を相手
国に
する（日本だけで約二五パ
1セシトを内め
る）
と

い
う
榊造的
変化を
遂げてい
ると
とに
も一
応は
注目せ
ねば
な
ら

ない。
だ
が、
ζの
場
合に
も
対ソ
貿易が
将米
再び
増大
する
可
能

性
はつ
ねに
向m
保され
てい
る。
と
うし
た
方
向性の
な
かで
中国は

すでにと
れ
までの
よ
うた
凶
内
政
治の
術
教的
性
格
を
徐k
に
脱
却
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しはじめ
てい
る。
かつ
てエ
l
リッ
ヒ・
フロ
ム
は、
非ス
タ！
日

ン
化以
後の
ソ
辿
を
「共
産主
義的・
革
命的
イ
デオロ
ギ
ー
を使っ

てい
る
保
守的な
国
家
管関
必
体
制」
だ
と
蝿定
し、
「ソ
迎
郊の
外

交政
策
を
評
価
する
場
合K
問
題と
なるの
は、
そ
の
社会
的、
政
治

的
情
造で
あ
り、
イ
デオロ
ギ
ー
で
はない」
と
述べ
てい
た
が（『人

間
は
勝
利
する
の
か
？
1｜
外
交政
策に
お
け
る
磁
構と
現
実の
探
究
｜』、

．一
九
六一
年、
爺
級
点・
出川
水知
久
訳〈『
人
間の
倣
利
を
求め
て4〉、
岩波
3

店）、
中凶
もま
も
な
く、
イ
デオロ
ギ
ー
の
機
能よ
りは
社会
的・
政

治
的
構
造がよ
り
重
要な
意
味をもっ
段
階に
述
する
で
あ
ろ
う。
そ

し
て、
お
そ
ら
く
突
椛派
ない
し
は「
走
資派」
と
批
判さ
れ
た
部小

平
型
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
（
ぷ
点、
阪市d
そ
して
彼
ら
よ
り
若い
趨
紫
陽、
胡

級邦ら）
と
そ、
脱
イ
デオロ
ギー
的
志
向
をもっ
その
よ
う
な
顕
教

的
政
治にふ
さわしい
オ
ーソ
ドッ
クス
なp
ア
リスト
党
官僚
だと

見倣
すと
と
が
で
きるの
で
ある。

そし
て、
以上
と
関
辿する
基
本的
要凶で
ある
が、
今
日の
中
凶

が
長
期安
定
的な
経
済
建
設、
つ
ま
り
本
給的
な工
業
化
を
も
はや乙

桐
れ以
上
巡
らせ
ると
と
がで
きない
とい
う
本
的は、
中国
が
外部
世

付
界の
現実を
知れ
ば
知る
ほど
切
実に
なる。
想
え
ぼ、
中
国はζ
れ

糾
まで、
一
つ
の
経
済建
設
方針か
わ
ずか
五
年と
し
て
抗徹され
たと

問中・
と
は
な
かっ
た。
革
命
後の
経
済復
興
期は
例
外と
し
て
も、
「
過
披

判
期の
総
路
線」
の
第一
次
五
ケ化－
A
州
期、
「大
剛
進」
政
策
を
作つ

ゆ
た
第二
次五
ヶ
年
計
阿
期、
「
大
躍進」
政
策
地
折
後の
経
済調
整期、

担
そし
て
文
化
大
革
命の
泌乱
期
を
経て
今日にい
たっ
た
中闘にとっ

て、
と
の
よ
う
な
不
安
定
な
状
況は、
も
う二
度と
繰
り
返
すと
とが

で
きない
は
ずで
ある。
し
か
も
到在は、
一
方で
中凶
がい
よい
よ

本防相的に
間
際
社会に
登
場せ
ねば
なら
ない
時代で
あ
り、
他
方で

は、
「
台附のユ
ー
トピ
ア」（アルベルト・
モラピア）
を
拶み
た
毛

沢
点型
「革
命」
によっ
て
は、
もは
や
大
衆を二
度と
熱狂させ
る

と
と
はで
き
なく
なっ
てしまっ
てい
る。

と
うし
た
状
況の
なかで
中副
社会
内
部に
非毛
沢
東
化が
進行
す

る
半
面、
広
汎な
政
治不信とニ
ヒ
uyズム
が
沈澱しつ
つ
あ
る
と

き、
・中国にとっ
て
残され
た
迫は、
民
衆の
政
治的・
社会
的
凶心

を
イ
デオロ
ギー
や
脳
神的絞
吹に
よっ
てで
はなく
物
質的な盟か

さへ
の
蒋
悶に
よっ
て
充
足する
以
外に
はあり
ねない。

と
うし
て
中国
は今日、
「四つ
の
現
代化」
によ
る
「
聞か
れ
た

中
国」
へ
の
辺を
求め
て、
ζ
れま
た
途
方も
なく
長い
道の
り
を
歩

み
ゆ
くし
か
ない
の
で
ある。
そし
て、
と
うし
たプロ
セ
ス
は
もは

や不
可
逆
的
な
もので
あ
る
だ
けに、
非毛
沢
京
化は
．陛史的性
格
を

有
するの
だとい
えよう。
今
日の
中闘で
は、
毛
沢
点
例入へ
の
評

価につい
て
も、
すでに
H功
献じ
分、
ぷり三
分H
といっ
た非
公

式の
評
価さえ
なされ
てい
る
が、
そ
うし
た
功
罪ニ・冗論は、
中
国

共
産党が
かつ
てス
ター
リン
評
価に
際して
おと
なっ
た
ものと
同

類で
あっ
て、
その
よ
うな恋
芯的な
秤価に
よっ
て
はと
うてい
摘

出し
得ない
毛
沢
東政
治の
病裂
をさ
らに
大
胆に
切
開し
ない
かぎ

り
中同の
転
換は
新た
な
地
平を見
出せ
ない
と
とか
－U
党されたと

き、
「毛
沢
東批
判」
はさ
らに
深ま
り
広ま
るで
あろう。
少
な
く

と
も
「毛
沢
点批
判」
に
か
ん
し
ては、
将米、
山中国
共
存陀
党大会の

公
式の
席上で
虫
要な歴
史的評
価が加
え
られる
日か
やがて
訪れ
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ノ
i－
P
タly
の
もの
で
ある
な
らば、
そ
れ
は「毛
沢
点
思
想」

を
建
国の
理念と
し
て
き
たと
の
固に
とっ
ての
米
首有の
転換を意

味
する
もの
で
ある。
だ
が、
よ
り正
確に
衣現
すれ
ば、
中落人
民

共
和
国の
油国の
理念と
は、
ま
さに
中国
本命を
支えた
民族統－

戦線と
その
発展と
し
ての
述
合独
裁に
よ
る
新民主
主
義も
し
くは

人
民
民主
主
義に
あっ
たの
で
あ
り、
と
うし
た
理念に
基づ
く
長
期

的・
漸
進
的
社
会主
議
改
造の
ヴィジJ
ン
と
そ一
九五
四
年の
中
端部

＊
中国の政治過程に内在した，沼歩u
とM忽巡u
のサイクルは、
1、
建

国から五五年後半の曲目
業集団化開始にいたるH穏歩卵
期、
H、
急激な量提唱端

人
民共
和
国
慾
法
前
文に
「過
渡
期の
総
路
線」
と
し
て
具体
化され

集団化、「百花斉放・
百
家AF鳴」
巡動から反れ派闘争への逆転、
火蹟迎」

たの
で
あっ
た
か
ら、
今日の
中間の
転換は
民族的
合意と
しての

とその後折を繕た五九年後半の党内闘争の結節点・
盛山
会議（入期入
中金

建国の
理念に
背理し
て
形
成され
た
毛
沢
東路
線か
ら
再び
本来の

会）
までの，急進e
m、
皿、
六0年代前半の経済調設期に見られる，穏歩’

軌
道へ
回
帰し
よ
うと
する
自己
否
定の
契
機を
内
在させ
た
衝
動だ

期、
w、
六五年後半の文化大都命の川州首都から九金大会を経て也一
年後半の

と
見倣
すと
と
もで
き
よ
う。
と
うし
た
ダイナミッ
クス
の
なかに

「林彪拠変」
までの，急進u
期という、
ほぽ五年間隔の循環を織り返した＠

ある
中国は、
未
来へ
の
新しい
可
能性に
初め
て
直
面しつ
つ
ある

とうしたサイクルも七－
年後半から七五年初頭の第四期金人代までは七三

年夏の
十全大会における周
恩来とま浜文の般会に象徴されるように紗渇歩

と
同
時に、
こ
うし
た
旋
回に
よっ
て
際立
た
ざる
を
得ない
大き
な

（『潮流LY
と
d巡（「反潮流」Y
の捻抗
状態となって平衡化したのち、
つ
V

矛町に
山面し
てい
るの
で
あ
り、
と
の
両議性の
ただ
な
かに
今日

いに〆ラyスを崩して七五t七六年の決定的転換を迎え、
そうした循環を
LF

の
中国は
位
慨し
てい
るの
だとい
えよ
う。

断ち切って今日にいたっているように恩われる。

f

と
の
よ
う
な
現
代
中国の
旋
回は、
要
するに、
全人
頒人口
の四

」

／I
bb
トを
擁
する
巨
大な凶－Xが
「n阪
大かっ日以占の
文明の
一つ
の

－

d’’
”なれし

一

根
本的
夜一
再鋳
造」｛エ
チアス・〆
フlシ
こ
を
試みつ
つ、
い
よい

一

よ
本
絡的に
H
離
陸H
を
開扮し
たとい
う意味に
おい
て、
ζ
れ
ま

L

での
世
界史仁に
仰例
を
凡ない
もの
で
あっ
て、
建国三
十
年に

し
て
中国は、
政
治楠力をめ
ぐる
革
命か
ら
社
会と
文明の
トー
タ

ル
な
革
命へ
とい
ょの
よ
歩み
はじ
め
たの
だといっ
て
もよい
で
あ

ろ
う。

る
よ
うに
思われ
て
な
ら
ない。
や
はり
郵小
平は、
その
よ
う念ド

ラマ
を
演出し
得る
最
適任
者なの
で
あろ
う
か。
かつ
て
周
恩
来の

秘め
られ
た
政
治
戦
略が
「毛
沢
東体
制下の
非毛
沢
東
化」
で
あっ

た
よ
うに、
と
の
点に
と
そ、
ソ
述共
産党
第二
十
回
大
会に
お
ける

「ス
ター
リン
批
判」
を
目
撃し
た
部小
平の
秘め
ら
れ
た
政
治
戦
略

が
ある
よ
うに
思われる。

国

中
国
の
転
換
と
矛
盾
の
傑
層

1 

舟

イ
デ

オ
ロ

ギ

ー

国

｛零

と

そ

の

抵

触

中国の
今日の
転換
か、
すでに
見た
よ
うに、
ポ
イン
ト・
オプ・
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そ
し
て、
乙
の
よ
う
な
転換
は、
次の
よ
う
なこつ
の
圧
力に
よっ

て
生じ
たζ
とに
おい
て、
き
わめ
て
後
徴的
な
意
味
を
も
っ
て
い

る。
つ
ま
り、
そ
れ
は
アヘ
シ
戦
争
以
来
の
「西
洋の
衝
繋」
に
も

か
か
わ
ら
ず、
釜
本的に
は
「
毛
沢
東
思
想」
に
克ら
れ
るよ
う
な
中

間
中心
主
義
中
撃
思
想に
よっ
て
閉ざ
された
世
界で
の
強
烈な
自

己
迎
動に
身
をゆ
だ
ね、
その
と
とに
よっ
て
内
部
的
充
足を遂げて

きた
中国
が
初め
て
外部
世
界に
目
覚め
たと
と
が
もたら
す水
平的

な
国
際比
較上
の
圧
力と、
中国の
その
よ
う
在
自己
辿
動がと
の
社

会の
凋
和
的
発展
を
傷つ
け、
建国三
十
年の
期間、
か
えっ
て
十分

な
経
済
的
結
実を
見な
かっ
たと
とに
目
覚め
たと
と
が
もたら
す垂

直的
な
時
間
感
覚上
の
圧
力だとい
え
るの
で
ある。
今日の
大き
な

転
回は、
と
うしたこつ
の
庄
力に
よ
るニ
需の
振
幅に
よっ
て
衝
き

動かされつ
つ
ある
ダイナミッ
ク
な
歴
史
的過
程だとい
えよ
う。

そ
れ
だ
けに、
そと
で
の
矛
盾
もま
た
動
態
的たら
ざ
る
を
得ない。

ま
ず
第一
に、
中
国
が
右に
見た水
平的圧
力に
たい
する
抵抗
愛

国
議と
し
て
伝統
的に
保持し
て
きた
中
議
思
想は、‘
ジョ
ン－
K・
フ

仲
ェ
アパ
シ
クの
指摘
するよ
うに、
「
悠久の
昔から
伝え
ら
れ
た
誇

肘
りと
日
常
生
活に
示
された
貧困」
と
の
はざ
まに
作
用
し
て、
従

を
来、
変
革と
成長
を
促
す重
要な
動
機と
な
り、
ま
た
「中
国
的
世

間山
界
秩序」
とい
う
イメージ
形
成の
源
泉で
も
あっ
たの
だ
が（『
合総

p・‘，m円
筒と中間一〈第三版〉 、一九じ一年 、市市街三次〈『中間・上〉 、東大

駒
出版室
長
5
2
F
E
E－

将官持者句作

文

hwhn日間同一
A，
g門｝
Eoロ
己
AU
Z盟国．m
吋O円白
釘ロ
刃
包囲Z0
2
〔
の白
ヨσユ品回目－
ZHH
『〈昌
三

C包〈
g
石
p
gVH83、
と
の
よ
う
な
中
欝思
想は、
い
かに
中国

、，、v

 

l

 

LJ

 

が
旋
回しよ
うと
も
消失し
得ない
もの
で
ある
だ
けに、
今日の
外

部
世
界に
たい
する
覚醒の
意
織を
来たし
て
持
続させ
得る
か、
と

い
う
問
題が
ある。
と
の
問
題は、
非毛
沢
東化の
進
展と
と
もに、

右の
垂
直的
な圧
力に
動かさ
れる
度
合が
大きい
ほど
統一
的
な

yシrpdカゐ
社
会
的
な
イ
デオロ
ギー
ない
し
は
近
代的ナ
ショ
ナ
9ズ
ム
よ
りも

よ
り強い
中国
固
有の
文化
的ナショ
ナ
Pズム
が
風
蝕され
て
ゆく

ζ
と
で
も
ある
の
で、
そのζ
と
は、
毛
沢
東以
後の
中聞に・おい
て

は巨
大な
倒
的集を
統
合す
るシシ
ポル
が
欠
如して
しま
うとい
う
通

説を
越えて、
協
教か
ら「
毛
沢
東
思
想」
にい
たる
ま
で、
終
始、

強
烈な
Aイ
デオロ
ギ
ー
国
家V
と
し
て
存続し
て
きたζ
の
園の
存

立の
基
盤
を
脆
弱
化させ
るζ
とに
な
りか
ねない
とい
う
問題と
米

裏
するで
あろ
う。
そ
れ
はま
た、
今日の
法
制化の
進
展
が、
そ
れ

自
体と
し
て
は、
すでに
見たよ
うに、
毛沢
東偶人
祭持と
その
家

父長
的
体
制か
らの
訣
別を
怠味し
な
が
ら、
中凶で
は
伝統
的に
法

の
下の
自由
や
平等の
杭
神が
未
淀
鹿で
あり、
そ
も
そ
も法
感
覚に

基づ
く「罪」
の
意
識よ
りも「
名」
と
「
恥」
の
意
識の
方が
優位し

て
きたとい
うと
の
固の
倫理・
道
徳
感（森三樹三郎『「名」
と「恥」

の
文
化』 、一
九七一年 、
政談社
現代
新湾 、診
照）
をか
えっ
て
大きく

損い
か
ねない
とい
う
矛
盾と
も
同
列の
もの
で
あろ
う。
因みに、

中聞に
・おい
て
は、
近
代法とし
て
の
罪
刑法
定主
義は、
去る六
J

七
月の
全国人
民
代表
大
会で
初め
て
法
制化されたの
で
あ
っ
た

が、
中国
古
刑法に
見られ
る
罪
刑法
定主
義の
制度
的縫立は、
法
家

の
学
説を
支
柱と
し
て、
世
界最古の
歴
史を
宥し
てい
るの
で
ある

（仁弁回陪．中閣の法と社会と朕史l
遺稿集1・ 、一九六七年 、円相波
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内
店 、
怒
照） 。
も
と
よ
り 、
中
国
の
諮
応
「
天
チ
犯
法 、
与
民
同
罪」

と
あ
る
よ
う
に 、
中
間
の
罪
刑
法
定
主
義
は
古
来 、
君
主
の
搬慨
主
義

へ
道
を
開
く
ζ
と
と
な
り 、
と
の
点
は
ま
さ
に
「
毛
主
席
最
高
指
示」

が
絶
対
化
さ
れ
た
毛
沢
東
体
制
下
の
中
聞
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
た

の
で
あ
っ
た 。
い
ず
れ
に
せ
よ 、
今
日
の
転
換
は 、
と
う
し
て 、
中
国

の
強
烈
な
腰
史
的
A
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

国
家V
性
と
の
深
刻
な
賂
棋
を
誘

発
せ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う 。

2 

中

国

民

族
の

属

性

と

非

産

業

的

性

格

と
と
ろ
で 、
一
般
に
後
進
諸
国
の
近
代
化
と
国
民
統
合
の
た
め
に
は

独
然
的
な
政
治
抑制
力
を
必
要
と
し 、
－た
と
え
ば
明
治
天
日
制
の
よ
う
に

そ
の
椛
力
が
綬
似
道
徳
化
し
て
い
る
か 、
も
し
く
は
京
市
ポ
ナ
パ
ル
テ

イ
ズ
ム
化
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
効
率
的
で
あ
る
と
い
う
論
議
は 、
そ

の
ま
ま
中
同
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
ζ
の
と
と
は 、

中
間
が
人
n
比
ネ
で
は
間
民
紋
の
圧
倒
的
優
位
に
あ
り
な
が
ら
も 、
ま

ぎ
れ
も
な
い
多
民
族
国
家
で
あ
る
か
ら 、
そ
れ
ら
の
少
数
民
放
の
抵
抗

イy・7グレーシヨu’

や
反
乱
が
と
の
国
の
統

合
を
品行
か
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
方
が 、

一
般
論
と
し
て
は
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
が
ら 、
実
際
に
は
そ
の

よ
う
な
可
能
性
が
き
わ
め
て
小
さ
い
と
い
う
問
題
と
も
共
通
し
て
い
よ

う（
現に、
内モン
ゴ
ル、
チベ
ッ
ト
あ
るい
は
削
放
な
ど
に
たい
する
泌
民
狭

の
例
化
力
は
きわ
め
て
強く、
私
はζ
の
点で
論
理
的
な
正
当
性に
も
か
か
わ

ら
ず、
汎モ
y
ゴ
リズ
ム、
チベ
ッ
ト
の
復
興、，
回
教
共
和
国’
成
立の
可能

性
な
ど
を
ほと
ん
ど
期
待
すると
と
が
で
き
ない）。
そ
う
し
た
論
議
を
排
斥

す
る
最
大
の
歴
史
的
要
閃
ζ
そ 、
商
欧
の
多
様
性
と
は
松
本
的
に
処
な

る
中
間
民
族
（
少
数
民
族
を
含
む）
の
共
同
性・
一
元
性
で
あ
り 、
ま
さ

に
ζ
う
し
た
中
国
民
族
の
属
性
の
ゆ
え
に 、
い
か
な
る
政
治
的
泌
乱
に

も
か
か
わ
ら
ず
中
国
社
会
は
解
体
し
得
な
い
の
で
あ
っ
て 、
一
方 、
ひ

と
た
び
隊
立
さ
れ
た
中
国
共
産
党
の
支
配
そ
の
も
の
は 、
と
の
党
が
い

か
に
政
治
的
分
裂
の
危
機
に
陥
っ
て
い
よ
う
と
も 、
と
う
し
た
共
向

性
・

一
元
性
に
依
拠
し
て
容
妙
に
貫
徹
し
得
る
の
だ
と
い
え
よ
う 。

だ
が 、
と
う
し
た
中
同
社
会
の
厩
史
的
・

伝
統
的
土
峻
ζ
そ 、
多
椋

性
や
合
理
的
な
最
適
休
制
を
不
可
欠
の
も
の
と
す
る
工
業
社
会
1

「
聞

か
れ
た
中
国」

への
道
と
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
闘
難
を
招
来
す
る
与

件
と
な
る
で
あ
ろ
う 。

ζ
の
よ
う
な
工
業
社
会
に
た
い
す
る
不
適
応
性
は 、
中
川
の
将
米
を

考
え
る
場
合
の
古
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
に
逃
い
な
い 。
そ
も
そ
も 、

中
間
民
族
は
古
来 、
商
業
民
族
と
し
て
の
優
越
性
を
そ
な
え
て
い
る
反

間 、
再開
票
化
つ
ま
り

付
加
価
航
の
哨
荊
に
よ
っ
て
山
を
形
成
す
る
と
と

に
不
何
千
な
民
燥
で
あ
っ
た 。
中
間
に
か
け
る
資
本
主
藷
の
水
発
速

は 、
た
ん
に
列
強
諸
国
の
帝
問
主
義
的
収
務
に
の
み
帰
せ
ら
れ
得
な
い

歴
史
的
性
格
を
布
し
て
い
る 。
つ
ま
り

儒
教
国
家
と
し
て
の
中
国
が
本

質
的
に
「
官
商一
如」
と
し
て
の
官
僚
制
的
商
業
主
持
な
い
し
は・
商
業

資
本
主
義
的
官
僚
制
の
国
家
で
あ
っ
た
と
と
に
ま
で
湖
っ
て
み
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て 、
ζ
の
点
を
フ
ェ

ア
パ
ン
ク
は
次
の
よ
う
に

見
引
に
叙
述
し
て
い
る 。

「
西
洋
の
企
業
家
の
主
義
に
よ
れ
ば 、
経
済
人
は 、
生
産
し 、
そ
し
て

拡
大
し
た
生
産
の
中
か
ら
市
場
で
得
ら
れ
た
利
益
を
確
保
す
る
と
と
に

よ
っ
て 、
最
も
栄
え
る
ζ
と
が
で
き
る 。
し
か
し
小
同
の
伝
統
で
は 、
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経
済
人
は
生
産
を
拡
大
さ
せ
る
と
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く 、
す
で
に
生

・保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
自
分
に
対
す
る
配
分
を
拡
大
さ
せ
る
ζ
と
に
よ

っ
て 、
最
も
栄
え
る
だ
ろ
う 。
：
：：

と
の
と
と
は 、
中
間
経
済
は 、
発

展
す
べ
き
大
酔
や
新
し
い
工
業
を
も
つ
の
で
は
な
く 、
円以
小
限
の
天
然

資
源
か
争
う
円以
大
限
の
民
衆
を
も
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
ζ
と
今－
説
明

し
て
い
る」
（
的
指叫
んH
衆
向
と
小
凶い 、
邦
訳 、
的

制作川 、
上） 。

と
こ
に
見
た
小
同
民
族
の
商
業
的
・

非

照治
的
性
防相
は 、
京
市
ア
ジ

ア
の
み
な
ら
ず 、
快
界
の
各
地
に
驚
く
べ
き
強
制
さ
で
存
在
す
る
事
僑

の
生
成
と
現
存
の
純
綿
を一
件
し
た
だ
け
で
も 、
終
日仰
に
理
解
し
得
る

と
ζ
ろ
で
あ
ろ
う 。
マ
ッ

ク
ス
・
ウ
ェ
1

バ
ー

は 、
そ
の
浩
荷
な
中
固

執
り
儒
教
と
沼
教句－
の
結
論
部
分
で
－m・
国
人
の
と
う
し
た
商
業
主
義
的
性

格
を
功
利
主
義
の
角
度
か
ら
と
ら
え 、
「
中
闘
に
は 、
現
役
肯
定
的
な

功
利
主
義
22 ・
言。一
号。」
5
2円一口
CE－－
Z
3
5E明）

と 、
あ
ら
ゆ
る
面
の

道
徳
的
完
成
の
手
段
と
し
て
官
に
は
倫
理
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
確

信
と
が
あ
っ
た 。
さ
ら
に
と
れ
ら
は 、
途
方
も
な
い
人
n
密
度
と
結
び

つ
い
て 、
と
の
問
に
お
い
て
は 、
『
勘
定
向
さ』
と

『・以
欲』
と
を 、
た

し
か
に
ほ
か
の
例
の
な
い
ほ
ど
の
強
度
に
ま
で
出
め
た
の
で
あ
っ
た」

と
述
べ 、
「
そ
れ
ゆ
え 、

万円
利
欲』
と 、
日
に
た
い
す
る
非
常
な 、
い

や
そ
れ
ど
と
ろ
か
ひ
た
す
ら
な
前州
市
と 、
功
利
主
詩
的
な
『
合
理
主
義』

な
ど
は 、
そ
れ
肉
体
だ
け
で
は 、
近
代
資
本
長

持
と
は
な
ん
の
関
係
を

も
持
た
な
い
と
い
う
と
と
は 、
ま
さ
し
く
と
の
も
っ
と
も
典
塑
的
な
営

利
の
問
に
お
い
て
学
び
と
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う」
と
見
倣
し
て
い
る 。

A F
ロ 、
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
よ
う
な
山中
間
入
国
家
は 、
経
済
的
に

荊
況
を
呈
し
て
い
る
が 、
そ
の
場
合
で
も 、
経
済
の
繁
栄
は
基
本
的
に

貿
易
と
商
業
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て 、
そ
の
特
徴
的
な
保
税
加

工
貿
易
も
近
代
工
業
の

筒時
に
枚
え
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う 。

と
の
点
で
唯一
の
例
外
は
台
湾
で
あ
る 。
今
日 、
中
進
工
業
凶
な
い

し
は
新
興
工
業
同
と
し
て 、
そ
の
間
際
的
侃
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済

的
に
町
進
し
つ
つ
あ
る
合
的
は 、
そ
の
大
郎
分
の
凶
民
（
い
わ
ゆ
る

・判的

人）
が
大
山内
小
川
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
よ
り
も 、
む
し
ろ
日
本

の
路
叫げ
を
よ
り

多
く

受
け
て
い
る
ζ
と
は 、
ム同
河
の
民
衆
と
ほ枕
し
て
み

て
強
く
感
じ
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る 。
ζ
の
点
は 、
ζ
の
悶
の
い
わ
ゆ

る
イ
シ
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ァ
ー

が
す
で
に
日
本
統
治
下
の
航
民
地
時
代

に
形
成
さ
れ
た
事
実
と
と
も
に 、
今
日
の
台
湾
を
考
え
る
場
合
に
無
視

し
得
な
い
と
と
ろ
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
に
加
え
て
台
湾
は 、
過
去
四
半
世

紀
に
わ
た
り 、

農
業
部
門
の
労
働
力
を
都
市
の
産
業
部
門
へ
大
き
く
移

動
さ
せ 、
同
時
に
き
わ
め
て
大
幅
な
外
資
導
入
に
よ
っ
て
工
業
化
の
た

め
の
資
本
を
調
達
し 、
ζ
う
し
て
産
業
構
造
の
転
換
を
ほ
ぼ
達
成
し
た

の
で
あ
っ
た 。
し
か
し 、
と
の
よ
う
な
転
換
を
容
易
に
成
し
創刊
る
ほ
ど

中
国
と
い
う
と
の
巨
大
な
国
家
ば
身
艇
で
は
な
い
の
で
あ
る 。
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人
口
・

都
市
・

農
村

中
間
を
訴
る
場
合
に
人
n
問
題
の
指
要
性
は
い
く
ら
強
調
さ
れ
て
も

さ
れ
す
ぎ
る
と
い
う
と
と
は
な
い 。
そ
の
反
師 、
中
倒
に
か
ん
す
る
的

報
が
今
日
の
よ
う
に
氾
濫
し
て
い
な
が
ら 、
十
億
に
な
ん
な
ん
と
す
る

人
口
が 、
あ
の
広
λ
な
同
k
と
い
っ
て
も
可
排
地
面
耐
に
直
せ
ば
お
よ

そ一
一億
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
閣
制
に
依
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
ζ
と 、
つ

ま
り
白
木
の
十
前
も
の
人
口
が
せ
い
ぜ
い
日
本
の
国
土
の
三
倍
弱
の
面



積に
依
存し
てい
るに
等
し
く、
操
業
労
働
力一
人
当
りの
険
地
面
川酬

は
三
十
三ア
ール
で
日
本の
そ
れの
三
分の一
程
に
し
か
な
ら
ない
と

と
に
つ
い
て
は、
ほ
と
んど
認
議
さ
れ
てい
念い。
と
うし
た
状
況の

な
・か
で、
明
大
する
人口
と
食
絢との
相
関
関
係は、
歴
史的に
見て

も一
Mし
て
矛
盾
を
形
成
し
て
き
たの
で
あ
り、
時
代の
転
換が
も
た

ら
す
混
乱によっ
てと
の
相
関
関
係が
栂
点に
達
する
た
びに
中
国
人

口
は
海
外へ大
量
に
流
出し
たの
で
あっ
た。
近
く
は
「
大
樹
進」
政

策
の
挫
折と
三
年
辿
紛の
自
然
災
計の
凶後
の一
九
六二
年の
苫
港へ

の
機
民
湖、
古く
は
明
末の
動
乱
期、
前
末、
太
平天
国
以
降の
激
励

期の
大
世
流
出
が
そ
れで
あ
り、
「
毛
沢
京以
後」
の
今日
の
伝
換
期

に
香
港へ
の
人口
流
出
が
と
の
とζ
ろ
急
激に
増
大しつ
つ
あるζ
と

も印匁深い市災である（とれらの点はついては 、さしあたり釧稿

「アジアKBげる燦民の源流」 、『米京
新聞』一九七九年八月二十一

日〈文化側〉 、参照）。

と
と
ろ
で、
私
が
去
る
六
月の
訪
中で
ま
ず
よ…m
q
港に
降
り
立っ

た
と
き、
応援
し
た
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会の
幹部
は、
凶口一
番、

「四
人
組」
の
破
壊
と
「四つ
の
現
代
化」
に
触
れ
た
が、
そ
の
歓
迎

挨
拶の
な
か
で
彼が
「
中
国人口
はい
ま
や
十
億
を
有
する」
と
語っ

たζ
と
は、
大い
に
注
目
すべ
きζ
と
で
あっ
た。
な
ぜ
な
ら、
と
れ

ま
で
中
閣の
指
務
者は、
建
国
山
後に
は人
切
を
六
似
とい
い、
五
0

年
代
後
半に
は
七
億、
六
0
年
代に
は八
億、
そ
し
て
七
0
年
代に
は

九
億と
い
っ
て
き
た
が
「
十
憾の
人
口」
と
は
決し
てい
わ
なかっ
た

か
ら
で
あ
る。
一
九五
三
年以
来、
人
口
セ
ン
サス
を
おと
ない
得
て

い
ない
中
国
人
口
の
ミス
テ
リー
に
つ
い
て
は、
中
国
専
門
家や
人
口

統
計
学
者の
あい
だで
も
評
価の
分
れ
る
と
こ
ろで
あっ
て、
すでに

十ご一
憶に
達
し
てい
る
の
で
は
ない
か
との
推
計
さ
え
存
夜し
てい
る

が、
去
る
六
月二
十七
日、
中同
11パ
家時
計
同は
台
湾を
含む
総人口

を
「七
八
年
末の
人
口
は
九
億
七
千五
百二
十
三
万
人
と
な
っ
た」

（「一九七八年度悶民経済計柄の遂行尖附にかんする公報」『人即応日

報』一九七九年六月二十八日）と発表して世界の注目を浴びた 。

そ
して、
ζ
の
発
表に
先
立っ
て
挙
国
鋒
総
理は、
六
月
十
八
日の
第

五
期
全
同
人
民
代
去
大
会
第て
回
会
議の
政
府
前
動
報
告の
な
かで、

「
結
婚、
出
産
年
齢に
入
る
男
女の
数
は
今
世
匂
必後の二
十
年
間
に

な
お
大
き
な
伸
び
を
見せる」
と
述べ
て
徹
底し
た
人
口
抑
制
策を
呼

び
か
け、
「
今
年、
わ
れ
わ
れ
は
金
問の
人
口
増
加
率
を一
パー
セ
ン

ト
前
後
ま
で
下
げる
よ
うに
努め、－－－－一
九八
五
年に
は
0・
五バ

1
セ
ン
ト
前
後に
下
げ
る
よ
う
努
力し
な
け
れ
，は
な
ら
な
い」
（『人民

日
報
一
九七九年六月二
十六日）
と
力
説し
た
の
で
あっ
た。
し
か

し、
と
の
意
欲
的
な
努
力
目
棋の
達
成
は、
と
く
に
品
村に
おい
て
は

き
わめ
て
困
嫌で
あ
ろ
う。
し
か
も、
今
日の
よ
う
な
厳しい
旅
児
制

限、
晩
眠術の
奨
励（実質的には社会的強制｝
とい
う
禁
欲
政
策
は、

「
閉
ざ
された
中
国」
に
おい
て
はと
も
か
く、
「
聞か
れ
た
中
国」
へ

の
転
換が
す
すめ
ば
す
すむ
ほ
ど
容
易で
は
な
く
なる
で
あ
ろ
う。
こ

う
し
た
災
常
念
禁
欲
政
策その
もの
が
「
人
榔
抑
圧」
で
は
ない
かと

い
う
窓
見
さ
え、
壁
新
聞によ
る
民
主
化
要求
の
な
かで
すで
に
内
部

的
に
出
はじ
め
てい
る
と
と
も
想
起
すべ
きで
あ
ろう。

ζ
の
よ
う
な
人口
問
題の
困
難
さ
は、
膨
大
な
労
働
予
備
節と
し
て

の
余
剰
労
働
力
1
潜
在的
失
業人口
の
問題に
すでに
帰
茄し
て
深
刻

ー－ 82 一一ー



化し
てい
る
と
同
時に、
文
化
大
革
命の
後
遺
症
と
し
ての
下
放
知
路

青
年
（正しくは「上山下郷知m
N年」
とい
われ、
六
千万を
越えると

推
定される）
の
大
量の
都
市
還
流
現
象（「同域風」）
に
よっ
て
生じつ

つ
ある
浮
浪
化・
非
行
化
問
題や
ア
ナー
キ
ズ
ム
の
風
潮
を
も
た
らし

てい
る。
文
氷
期以
来の
抱
罪
を
晴
らし、
臓と
食
を
与
えよと
要
求

し
てム
シロ
旗
を
か
か
げ
北
京の
中
南
海へ
上
訴
しに
来る
「
上
訪
大

衆」
に
象
徴
さ
れ
る
農
村
社
会
末
端の
広
汎
なドロ
ッ
プ・
ア
ウ
ト
屈

の
存
在と
と
もに、
と
れ
らの
新
た
な
社
会
問
題に
中
国
は
当
面
悩
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う。

と
うし
て
人
口
問
題
は、
中
国
社
会に
伝
統
的
な
都
布と
農
村の
非

対
称
性
を
再
び
浮
き
彫
りせ
ざ
る
を
特ない。
い
うま
で
も
な
く、
中

国
の
都
市（城市）
が
ま
る
で
砂
漠の
な
かの
オ
ア
シス
の
よ
うに
際
立

っ
た
存
在で
あ
るζ
と
は、
た
んに
中
閣で
は
先
史
時
代
から
都
市が

減
壁に
よっ
て
同
然と
遮
断
さ
れて
き
た
とい
う
都
市工
学
的
意味か

らの
み
J
及
さ
るべ
き
市
柄で
は
ない。
中
国の
行
政
は、
要
す
るに

農
民に
宜
税
を
諜
すと
と
に
よっ
て
都
市
住
民
が
極
度に
優
遇
さ
れる

と
と
をそ
の
根
本に
して
き
た
の
で
あっ
たが、
と
の
点で
都
市と
農

村
の
問
題は、
マ
ル
ク
ス・
レ
1ニ
ン
レ仁
川柑
や
「
毛
沢
京
思
想」
に
よ

っ
て
強
調
さ
れ
た
〈
差
別〉
の
問
題
を
超
えてい
ま
も
存
在しつ
づ
け

てい
る
の
で
あ
り、
そ
し
て
今日
も
都
市
労
働
者の
賃
金と
農
民の
賃

金と
の
隔
差
は
依
然と
し
て
大
き
く、
そ
の
間
差がい
さ
さ
か
も
解
消

し
てい
ない
が
ゆ
えに、
中
間に
お
ける
都
市
銀
住へ
の
歴
史
的
衝
動

は、
つ
ねに
古
く
て
新しい
社会
問
題
を
惹
起しつ
づ
け
てい
る
の
で

あ
る。

文明の ‘7写�造、 を め ざす中国

ζ
う
し
た
困
錐と
矛
盾の・深
屈に
おい
て、
今
日の
中閣
は、
ま
さ

に
「四つ
の
現
代
化」
とい
う
歴
史的
な
「
服
役」
（諮問符）
に
い
ま・

立
ち
向
わ
・な
け
れ
ば
なら
ない
の
だ。

一
W
近
代
化
か 、
現
代
化
か

一

ーー一
四
つ
の
現
代
化一
を
め
ぐっ
て

1 

「

中

国

神

話
」

の

崩
壊

すで
に
検
討し
て
き
た
よ
うに、
今日の
・叩
国の
転
換が
ま
た
同
時

に
途
・5
も
ない
矛
盾との
た
た
かい
を
窓
味
するの
だ
と
すれ
ば、
ζ

うし
た
環
境に
おい
て
志
向
さ
れつ
つ
ある
中
国の
経
済
的
発
展の
見

通
し
は、
決
し
て
楽
視的
な
もの
で
は
あ
り
得
ない。

だ
が、
と
れ
まで、
中
国の
可
能
性に
か
んし
て
は、
経
済
浮
者

も、
あ
るい
は
わ
が
国の
企
業
家や
貿
易
柔
和た
ち、
い
わ
ゆるビッ

グ・
ビ
ジ
ネス
も、
その
多く
が
実に
単
純に
問
題
を
考
えて
き
た。

一
般に
経
済
学
者に
とっ
て
近
代
化は工
業
化
を
志味
する
で
あ
ろ
う

が、
そ
うし
た
プロ
セ
ス
が
臨
調に
推
移し
仰
ない
発
展
途上
国
ない

し
は
第
三
世
界の
現
状に
たい
する
背
立
ち
も
あっ
て
か、
中
闘が
巨

大
な
人
間
集
団の
自己
運
動
を
開
始し
は
じ
め
た
と
き、
多くの
経
済

学
者は
彼らに
とっ
て
不
可
欠の
現
性、
つ
ま
り
目
的
合
理
性よ
り
も

ひ
た
す
ら
情
念に
賭
けたの
で
あっ
た。
文
化
大
革
命は、
近
代資
本

主
義へ
の
壮
大
な
挑
戦と
し
て、
ま
さに
独
自的
な
価
値
体
系に
よ
る

「
中
国モ
デル」
の
創
出
を
通約し
て
中
国の
経
済
発
展
を
見
事に
達
成
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さ
せ
る
で
あ
ろ
うと
展
黙し、
そ
う
し
た「
中
国モ
デル」と
そ、
第三

世
界の
新しいモ
デル
に
な
る
で
あ
ろ
うと
考
え
た
著
名
な
経
済
学
者

は、
そ
の
流
派
を
間
わ
ず
枚
挙にい
と
ま
が
ない。
す
な
わ
ちw－
w・

ロ
ス
ト
ウ
か
らジョ
1
ン・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
女
史、
さ
らに
はジ
ョ
シ・

＊

 

G・
ガ
i
リー
にい
た
る
ま
で、
「
中
国モ
デル」
も
し
く
は
「
毛

沢
東モ
デル」
を
大い
に
訴え
たの
で
あ
り、
わか
同に
お
い
て
も

そ
の
向
調
者が
輩
出
し
たの
で
あっ
た。
と
れ
らの
経
済
学
者
た
ち

は、
ア
l
ノル
ド・
ト
イン
ピ
1
流の
汎
文
明
論
的
中
国
観に
すっ
か

り
鼓
吹
さ
れ
てい
た
の
で
は
ない
に
せ
よ、
中
国の
社
会
的
風
土
や
政

治
文
化
そ
して
よ
り
線
本
的に
は
政
治の
論
理へ
の
鱗
くべ
き
無
必
識

を
露
呈
し
たと
と
に
な
る
とい
わ
ね
ば
な
ら
・ない。

だ
が、
文
化
大
革
命の
拙
折と
非
毛
沢
東
化の
進
展に
よっ
て
中
国

が
み
ず
か
ら
「
中国モ
デル」
を
か
な
ぐ
り
すて、
最
近の一
連の
事

実に
見
ら
れ
る
よ
うに、
社
会
主
義
的
現
代
化の
達
成の
た
め
に
日
本

の
資
本
主
義
的
近
代
化の
経
験
を
大い
に
学ば
ね
ば
な
ら
ない
と
さ
え

い
い
は
じめ、
同
時に、
と
れ
まで
は
問く
閉
ざ
され
てい
たが
ゆ
え

に
し
ば
し
ば
大い
な
る
幻
想
を
生
んで
き
た
中
国の
経
済
的・
社
会
的

現
実が
か
な
りの
程
度
まで
透
視
可
能に
な
り
は
じめ
た
現
在、
い
わ

ゆ
る
「
中
間
神
話」
は
告
を
立て
て
崩
壊しつ
つ
ある。
「
中
国
モ
デ

ル」
l「
毛
沢
東モ
デル」
が
郡
三
悦
界の
指
標に
なる
ζ
と
も、
も

は
や
あ
り
得ない
で
あ
ろ
う。

と
うし
た
曲
折の
の
ち
に、
終
済
学
者たち
が
「
中
間モ
デル」
に

つ
い
て
沈
黙し
は
じ
め
た
と
き、
今
度は、
「四つ
の
現
代
化」
を
中

図
式
高
度
成
長に
よ
る工
業
化の
達
成と
錯
覚し
て
中
間へ
殺
到
し
た

の
が
西
側
諸
国、
と
くに
わが
国の
政
財
界で
あっ
た。
米
中
接
近や

日
中
国
交とい
う
問
際
関
係の
大き
な
変
動
が
その
背円以に
あっ
たζ

と
はい
う
まで
も
ない
が、
と
くに一
九
七八
年二
月の
「日
中
長
期

貿
易
取
り
決め」
が
「
四つ
の
現
代
化」
に
述
繋して
結
ぼ
れ
たと
と

は、
石
油
危
機以
来の
構
造
不
況に
悩
んで
き
た
企
業
家たち
を
喜
ば

せ、
「
四つ
の
現
代
化」
の
意
味
は
も
と
よ
り、
中
同
に
お
ける
近
代

化
1工
業
化の
本
質
を
問うと
と
な
く、「
中
国
市
場」
を
求め
て
ラ

ッ
シュ
し、
附
和
笛
同し
た
の
で
あっ
た。
し
か
し、
と
の
よ
う
な
中

国プ
l
ム
が
白
昼
夢で
し
か
ない
で
あ
ろ
うと
と
は、
最
近の
中
国
自

身に
よ
る「
四つ
の
現
代
化」
の
凋
披と
弘
前し、つ
ま
り
規
模
紡
小に

よっ
て
た
ち
ま
ち
明
ら
かに
な
り、
と
くに
今
稼の
巾
国
側
に
よ
る
日

本
か
らの
プ
ラ
シ
ト
類
成
約
米
発
効
通
告とい
う
市
突に
よっ
て
痛
く

移本

思い
知
ら
さ
れ
たの
で
あ
る。
と
う
して、
わが
国ピ
ッ
グ・
ビ
ジ
ネ

ス
の一
部
に
は、
すで
に
中
間
然の
冷
却
も
見
ら
れるが、
い
ずれに

せ
よ、ζ
う
し
た
過
然と
冷
却の
循
環
は、
日
中
関
係の
長
期的
安
定

を
阻
告
する
ば
か
りか、
わが
国
経
済
人
たち
のい
かに
も
「エ
コ
ノ

ミッ
ク・
アニ
マ
ル」
的
な
体
質
を
物
語っ
てい
よ
う。
そ
れ
は
あ
た

か
も、
かつ
て
尚
謀
本
命
後の
経
済
的
情
況が一
巡し
たの
ちに、
中

プーシキル

国人
の
泊る
布
杉
児（木綿の上衣）
の
納が一
イン
チで
も
長
く
な
れ

ば、
そ
の
膨
大
な
頭
数に
勘
案し
て、
ラシ
カ
シャ
l
の
紡
紛
業は
永

述に
栄
え
る
で
あ
ろ
う
と
イギ
pス
の
時ぷ
家
た
ちが
思い
込
ん
だ
遣

い北口の
夢
物
語
を
想
起
さ
せ
たの
で
あっ
た。

一一－ 84一一ー

＊
w－
w・
ロ
ス
ト
ウ
ー
政
治
と
成
長
の
麟
段
階L
（一
九
六
O
年 、
苅
桜
正
お
ほ

か
沢 、
ダ
イ
ヤ
モ
Y
V

社） 、
ジ・
ly・
ロ
ピ
y
y
y
『
中
闘
の
文
化
革
命』（一
九



六
九
年 、
安
均一
次
郎
ぷ
〈『
未
完
の
文
化
大

革命』〉 、
東
洋経
済
新報
社〉 、
ジa
y－

G・
ガ
1
9
1

『
中
関
経
済
と
毛
沢
市凪
柚判断町』
（一
九
位
六
年 、

中弛川
和
措伸
次・
矢
吹

百川
田品 、
内山
波
渓
代
別副
将） 、
多
照。

牢
＊
ζ
の
点に
つ
い
て 、
郷
小
平
副
総
理
は一
九
七
九
年三
月
中
匂
の
中
留に
む
け

る
内
部
の
あ
る
会議
で 、
「
外
国
の
も
の
を
あ
れ
が
欲
しい 、
と
れ
も
買い
たい
と
い

う
只AH
K 、
小
さ
な
科
や
後
の
主
任クラ
ス
が
数
千
万
米
ド

ル
の
契
約
に
サ
イy
し
て

し
ま
う 。
：：：

綬
近一
年
の
大
小
の
央
約
を
支
払
うと

十
八
億
米
ド

ル
の
旅
・午
が
出

る 。
E
h仲
は
た
だ
ち
に
停
止
すべ
き
で
あ
り 、
ゆっ
く
り
キつ
て
は
い
け
ない 。
た
だ

ちに
止
めて
国
子
の
問
問は
あ
と
で
与え
よ
う」
と
の
注
目
すべ
き
発
立
を
お
と
なヲ

た
と
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
星
野
元
男
「会
人
代
で
の
，

路
線
闘
争a
が
散
化L 、

『
吠
界
週
報』
一
九
七
九
年六
月
五
日
号 、
診
照）。
わ
が
国
の
金
宗
家
た
ち
の
過
熱と

同州
市
狼
狽
に
比
して 、
と
の
溌
3は
い
かに
も
郷
小
平
ら
しい
日
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う 。2 

近

代

化

て

は

な

く

「

現

代

化
」

て

あ

る

文明の ‘干写書骨造、 を め ざす中間

中
同が
「
四つ
の
現
代
化」
とい
うヴィ
ジョ
ン
を
打
ち
出し
た
と

き、
ζ
の
新しい
同
家
同
擦の
生
成の
プロ
セ
ス
や
その
背
扶に
あっ

た
中
国
内
政の
激し
い
角
遂
を
無視し
てと
れ
をい
わ
ゆ
る
日
本
型
な

い
し
は
西
欧
型
の
近
代
化へ
の
道
とし
て
受
けと
め
た
とと
ろに、
そ

も
そ
も
聞
きの
訂が
あっ
た
とい
わ
ね
ば
な
ら
ない。
今日、
中
間か

求め
てい
る
道
を、
も
し
も
近
代
化の
概
念
を
際
間
も
な
く
拡
大し
て

指
噂
者の
政
策
問
椋
や人
間の
意
志
と
は
独
・在
的
な
歴
史
過
程
だと
考

え
れ
ば、
そ
れ
は
た
し
かに
近
代
化
だとい
うζ
と
が
で
き
よ
う。
し

かし、
と
う
し
た
把
田鋭から
す
れ
ば、
文
化
大
革
命
も
「
大
脳
進」
政

策
も、
ひ
い
て
は
巾
同
市
命その
もの
も
近
代
化へ
の
不
可
欠
なプロ

セ
ス
だ
とい
うと
とに
なっ
て
し
ま
うで
あ
ろ
う。
とと
ろが
「
四つ

の
現
代
化」
は、
の
ちに
見
る
よ
うに、
い
わば
脱
文
京・
非
毛
沢
東

化の
政
治
戦
略
とし
て
生
ま
れ、
そ
れ
が
新しい
国
家目
標
と
して
以

体
化
さ
れ
た
も
の
念の
で
あっ
て、
わ
れ
わ
れ
がい
ま
中
国の
「
近
代

化」
とい
う
助Aけに
は、
もっ
と
限
定し
た
慨
念の
な
かで
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
ない
の
で
ある。

そ
と
で
ま
ず
バ
誕の
間
闘か
ら
人っ
て
ゆこ
う。
私
はそ
もそ
も
中

国の
「
四つ
の
現
代
化」
を
わ
が
同のマ
ス・
メ
ディ
ア
が
「四つ
の

近
代
化」
と
訳
し
てい
ると
とに
岡松
本
的
な
ぶ
りが
あると
主
張
して

き
た
が、
そ
れ
は
次の
三つ
の
理
由に
基づ
く
の
で
あっ
て、
正
し
く

は、
あ
く
まで
も
「
四つ
の
現
代
化」
で
な
け
札
ば
な
ら
ない
と
考
え

てい
る。

ま
ず
第一
に
「
四つ
の
現
代
化」
は
中
国
語で
は
「四
↑（個）
現
代

化」
と
表
現
する。
彼
ら
は
決し
て
「
近
代
化」
とい
う？同
業を
使わ

ない。
「
北
京
周
知』
や
『人
民
中
間L
の
よ
う
な
中
閣の
邦文
出
版

物
も
必
近で
は
「
現
代
化」
に
統一
さ
れ
てい
て、
と
れ
らの
邦
文
出

版
物が
ま
れに
「
近
代
化」
とい
う
場
合に
は「
近
代
化
された
中
国」

と
か
「
経
営
管
理の
近
代
化」
とい
うよ
う
な一
般の形
容
調念
い
し

は
名
河川
と
し
て
の
み
で
ある。
そ
も
そ
も
今
日の
中国で
「
近
代
化」

とい
う
用
請
を
避
けてい
るの
に、
「
現
代
化」
を
あ
えて
「
近
代
化」

と
試し
てい
る
とζ
ろに、あ
く
ま
で
も
わ
が
国の
近
代
化
概
念で
中

国
を
考
えよ
うと
する
謀
議か
前
提
的に
あ
るの
だ
が、
し
ばし
ば
中

国
側の
発三回や
公
式
なス
テー
ト
メン
ト
を
その
まま
報
道
すると
と

に
意
を
用い、
そ
の
用
語
法に
大い
に
気
を
使っ
て
き
た
わ
が
問のマ
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ス・
メ
ディ
ア
が、
ζ
の
点に
つ
い
て
は
まっ
たく
無
神
経で
あ
るの

は
皮
肉で
ある。

・
出こ
に、
現
代
中
悶
が
「
近
代
化」
とい
う
？ロ
葉を
慎
車に
避
けて

き
たの
は、
現
代
中
国に
とっ
て
「
近
代
化」
は
必
ずし
も
狩
定
的
な

概
念で
は
ない
か
らで
あ
ろ
う。
そ
もそ
も、
孫
文
らの
辛
亥
革
命か

ら
毛
沢
東らの
中
国
革
命を
経て
今
日に
い
た
る
現
代
中
国の
現
存
そ

の
もの
が、
い
わ
ゆ
る
「
近
代
化」
の
挫
折の
う
え
に
出
発し
た
当
初

か
ら、
中
固に
とっ
て
「
近
代
化」
は、
超
克の
対
的思で
は
あ
り
得て

も、
到
達の
目
標と
は
さ
れ
得な
かっ
たの
で
あ
る。
周
知
の
よ
う

に、
中
間に
おい
て
も、
清
末以
来、「
近
代
化」
が
到
達の
目
標で

あっ
た
時
代が
存
在し
た。
洋
務
運
動から
変
法
迎
助の
時
期
が
そ
れ

に
相
当
する。
曾
国
藩、
左
宗
裳、
李
鴻
箪ら太
平
天
閣の
討
伐に
功

を
残し
た
消
朝の
将
領た
ちに
よ
る
洋
務
運
動
は、
西
洋の
科
学、
技

術、
船
舶、
武
器・
開
業、
通
信・
鉄
道
など
を
採
り
入
れ
ると
と
に

よっ
て
中
間の
近
代
化
を
はか
ろ
うと
し
た
の
で
あっ
た。
そ
し
て
消

仏
戦争
や
日
抗
戦
争の
敗
北に
よっ
て、
商
洋の
物
質
文
化の
み
を
受

容
し
よ
うと
す
るζ
う
し
た
近
代
化
迎
助の
他
折が
明
ら
かに
なっ
た

の
ち、
公
羊
学派の
啓
宗
主
義
的
改
帯
主
義
者、
康
有
為や
梁
滋
超ら

は、
た
んに
西
洋の
物
質文
化の
み
な
ら
ず、
議会・
政
治
制
度の
よ

う
な
西
欧
文
明のシ
ス
テム
を
摂
取し、
そ
れ
をモ
デル
と
し
て
中
闘

を
改
良
す
る
ための
変
法
連
動
を
起し
た
が、
変
法
維
新
は
百口
天
下

に
お
わっ
て
崩
捜し
て
し
まっ
た。
し
か
し、
と
と
で
注
目
すべ
きと

と
は、
洋
務と
い
い、
変
法とい
い
なが
ら、
中
国の
近
代
化の
過
程

は、
要
する
に
西
洋に
学ぶ
といい
なが
ら、
商
洋
文
明の
的
神
を
全

面
的に
受
容し
よ
うと
すると
と
で
は
決し
て
な
かっ
た
こ
と
で
あ

り、
そ
れ
は、
洋
務
連
動の
な
か
で、
「
小
学
休を
おし、
商
学
mを

為
す」
い
わ
ゆ
る
「
中
休
商
用」
品が
生ま
れて
き
たζ
と
に
よっ
て

も
明
ら
か
で
あ
る。
と
の
点で
は
中
間
の
「
中
体
商
用」
と
わ
が
問の

「
和
魂
洋
才」
の
あい
だに
存
在
するニ
ュ
アシ
ス
の
根
本的
な
戸
異

に
活
目
すると
と
も
無
駄で
は
あ
る
まい。
前
者は
功
利
主
義
ない
し

は
文
化の
絶
対
主
義
を、
後
者は
制
神
主
義
ない
し
は
文
化の
相
対主

義
を
象
徴
的に
表
現し
て
お
り、
と
ζ
に
も
中
間
と
日
本の
根
本的
な

克
異
を
見
るζ
と
が
で
きよ
う。
要
する
に、
西
洋
をトー
タル
に
受

容
するに
は、
中
国
文
明の．陣
さと
重
み
は、
あ
ま
りに
も
歴
史
的で

あ
り
す
ぎ
たの
で
あ
る。
中
固に
商
洋
や
U
本の
文
化
を
伝
達
する
う

え
で
大
き
な
足
跡
を
残し
た
厳
復や
黄道
道の
よ
うに、
当
時もっ
と

も
西
欲
的・
開
明
的で
あっ
た
第一
級の
知
識
人で
さ
え
も、
本
質的

に
は
西
洋の
制
神
を
拒
否
し
てい
た
部
分が
顕
なに
内
在し
てい
たよ

うに
思わ
れ
る。
つ
ま
り、
中
固に
とっ
て
近
代
化と
は、
西
洋
近
代

文
明の
ダ
イ
ナ
ミ
ズム
さ
え
も
中
間
社
会の
慌
災と伝
統の
な
かに
吸

引
さ
れ
て
し
ま
うζ
と
に
よっ
て、
結
来
的に
近
代
化に
持
折し
てい

く
過
程
だっ
た
の
で
ある。
現
代
中
聞が
「
近
代
化」
と
い
う
周
揺

を、
そ
れ
以
来、
拒
否し
て
き
た
ゆ
え
んで
あっ
た。

第
三
に
は、
今
日の
「四つ
の
現
代
化」
は、
の
ちに
見
る
よ
うに

非
毛
沢
東
化の
政
治
戦
略で
あ
り、
や
が
て
国
家
嗣
傑へ
と
転
し
なが

ら、
そ
れ
は
あ
く
まで
も
戦略岬
戦
術的
な
色
彩の
き
わめ
て
濃
厚
な

一
種の
富
国
強
兵
策で
あっ
て、
たと
え
ばピエ
1ル・
カル
ダン
や

森
英
恵の
デ
ザ
イ
ン
か
流
行
する
など、
現
象
面で
はい
か
にそ
ダニ
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ゼ
1
ショ
ン
が
進
ん
だにせ
よ、
そ
のと
と
は
中
国
が
ま
た
た
く
まに

近
代
市
民
社
会に
成
り
変ると
と
で
は
あ
り
得
ない
か
らで
あ
る。
富

国
強
兵とい
う一
点に
・おい
て
は、
桃川
末
民
初の
中
国
も、
今
日の
中

間
も、
そ
れ
ぞ
れの
歴
史
的・
国
際
的
環
境に
大
き
な
相
違が
あ
り
・な

が
ら、
断
固
と
し
て
共
通
する
もの
が
あ
る。
中
間にρ
ッ
クス
レ
1、

ア
ダム・
ス
ミス、
スペン
サ
l
、
モ
ン
テス
キュ
ー、
J
・
s・
ミ

ル
な
ど
の
西
洋
思
想
家の
著
作
を
絡
調
高い
翻
訳で
紹
介し、
思
想
哲

学
用
語の
定
航に
も
大
き
な
点献
を
成し
た
先の
厳
復の
場
合
で
す

ら、
富
と
力、
と
くに
軍
事
力へ
の
信
仰
を
楽て
去る
と
と
が
で
き

な
かっ
たの
で
あ
る（との点に
ついては、
主拭 ．厳復仰』 、－九七六

年 、上海人民出版社 、会よぴベyジャ、zy－－－シュワルツ『厳復

l
gとカを求めて』 、一
九六四年 、
平野健一
郎訳〈『中国の
近代化

と知政人』〉京大出版会、参照） 。

わ
れ
わ
れ
は、
「四つ
の
現
代
化」
が、
今
日の
中
国
の
世
界
戦
略

と
栂
関
的
な
国
防の
強
化
を
第一
義
的に
追
求
し
よ
うと
する
側
面
を

有
すると
と
を
見
な
け
れ
ば
なら
ず、
従っ
て
「四つ
の
現
代
化」
は

と
の
点で
も
中
国
民
衆の
生
活
水
準を
急
速に
引
き
上
げる
ため
の
即

効
薬
た
り
得ない
と
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ない。

文明の ‘再審事造、 を め ffす·i·国

四
つ

の

現

代

化

へ

の

歩
み

3 

そ
れ
で
はとと
で、
今
日の
「
四つ
の
現
代
化」
の
形
成
過
程
をふ

り
か
えっ
て
み
よ
う。

想
え
ば、
「
四つ
の
現
代
化」
とい
う
同
友目
標が
今
日の
よ
うに

グ
市
民
権H
を
得る
ま
で
に
は、
過
去
数
年
間の
激
しい
樹
折
が
あっ

た。
「
四つ
の
現
代
化」
が
続
初に
明
白
なか
た
ちで
打
ち
出
さ
料
た

の
は、
一
九七
五
年一
月の
第四
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第一
回
会
誌

に
お
ける
周
恩
来
政
治
報
告に
おい
て
で
あっ
た。
当
時は、
い
わ
ゆ

る「四
人
組」に
よっ
て、
明
ら
かに
周恩
来
批
判
を
合
意した「
批
株
批

孔」
運
動が
唱
え
ら
れ
てい
る
さ
な
かで
あっ
たが、
周
恩
来
は
彼の
政

治的
遺言と
も
思
わ
れる、
と
の
と
きの
政
治
報
告で
あ
えて「四つ
の

現
代
化」
を
提
起し、
毛
主
席の一日
梨を
併りでと
う
妹
え
たの
で
去

っ
た
11
「
第一
段
階で
は、
（一
九六五年から）
十
五
年の
時
間
今回

か
けて、
す
な
わ
ち一
九八
O
年まで
に、
独
立し
た、
比
較
的
整っ

た工
ホ
休
系と
同
民
経
済
体
系
を
打
ち
たて、
第二
段
附で
は、
今
世

紀
内に、
出
来、
t
業、
国
防、
科
学
技
術の
現
代
化
を
全
閥的に
尖

現
して、
わが
国の
国
民
経
済
を
世
界の
前
列に
立
たせ
よ
う」と。

そ
し
て
同
年
立の
杭
州
市
件
を
健
機に
部小
平
川
納得
理
ら
は
「
総
判

論」、「工
業二
十
条」、「
科
学
院
提
綱」
とい
っ
た
「四つ
の
現
代
化」

の
た
めの
綱
領
的プロ
グ
ラム
を
内
部
的に
作定し、
文
前中
路
線か
ら

の
転
換
を
「四つ
の
現
代
化L
を
照
削に
し
て
推
進し
よ
うと
し
たの

だ
が、
翌
七
六
年一
月、
周
恩
来
総
理
はつ
い
に
病に
第
れ
た。
し
か

し、
周
恩
来
葬
儀に
おい
て
弔
辞
を
読んだ
部
小
平は
あ
えて
「四つ

の
現
代
化」
の
継
承
を
「四
人
組」
を
含む
文
革派
幹
部の
面
前で
誓

うと
と
に
よっ
て
周
総
理へ
の
告
別と
し
たの
で
あっ
た。
と
う
し
た

事
実
は、
毛
沢
東
体
制の
末
期
的
症
状の
な
かで
「四
人
組」
を
大い

に
苛立
たせ、
ζ
うし
て
郵小
平
再
打
倒の
た
めの
「
走
資派」
批
判

が一
斉に
開
始
さ
れ
たの
で
あ
る。
や
が
て
同
年四
月、
ζ
う
し
た
動

きへ
の
大
衆
的反
乱とし
て
起っ
た
の
が
画
期的
な天
安
門
事
件で
あ 一一－ 87 －ーー



っ
た
が 、
周
知
の
よ
う
に
部
小
平
は
と
の
市
件
の
立
任
を
問
わ
れ
て
一再

び
失
脚
し
て
い
っ
た 。
だ
が
同
年
九
月
九
日
の
毛
沢
東
の
死
を
決
定
的

念
契
機
と
し
て
権
力
内
部
の
織
烈
な
角
逐
の
な
か
で
十
月
七
日
に
は

「
四
人
組」
が一
挙
に
打
倒
さ
れ
る
と
い
う
北
京
政
変
が
生
じ
た
の
で

あ
っ
た 。
と
う
し
て
難
問
詩
体
制
が
成
立 、
翌
七
七
年
七
月
の
中
同
共

産
党
十
期
三
中
全
会
で
郡
小
平
は
再
復
情 、
八
月
の
中
国
共
産
党
十一

全
大
会
で
は
党
規
約
の
な
か
に
「
四
つ
の
現
代
化」
が
明
記
さ
れ
る
に

い
た
っ
た
の
で
あ
る 。

だ
が 、
状
況
は
な
治
不
透
明
で
あ
り 、

二
元
的
で
あ
っ
た 。
七
八
年

前
半
ま
で
の
い
く
つ
か
の
重
要
会
議
で
は
郵
小
平
ら
が
も
っ
ぱ
ら
「
四

つ
の
現
代
化」
を
強
調
し
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
筆
国
鋒
主
席
は
依

然
と
し
て
「
毛
沢
球
思
想」 、
「
階
級
闘
争」
を
強
調
し
て
い
た
の
が
印

匁
的
で
あ
る 。

と
う
し
た
経
緯
を
経
て
「
四
つ
の
現
代
化」
が
統一
的
な
国
家
回
線

と
し
てハ以
後
的
に
定
前
し
た
の
は 、
昨
七
八
年
十
二
月
の
中
国
共
産
党

十一
期
三
中
全
会
に
‘お
い
て
で
あ
っ
た 。
三
中
全
会
で
は
挙
国
鋒
主
席

ら
H

文
革
右
派d
の
リ
ー

ダ
ー

が
自
己
批
判
し
た
と
伝
え
ら
れ 、
ほ
ぼ

そ
の
事
実
を
確
認
し
得
る
の
だ
が 、
同
時
に
古
参
の
復
活
幹
部
で
経
済

運
営
に
通
じ
た
陳
誌
が
党
副
主
席
に
就
任
し
た
の
で
あ
る 。
し
か
も 、

と
う
し
た
三
中
全
会
に
い
た
る
直
前
に
は 、
長
期
の
中
央
政
治
工
作
会

議
が
聞
か
れ 、
一
方 、
街
頭
で
は
十一
月
中
旬
以
来 、
墜
新
聞
に
よ
る

激
し
い
「
毛
沢
東
批
判」
の
洪
水
が
発
生
な
い
し
は
操
作
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た 。
先
に
見
た
よ
う
に 、
今
日
の
中
国
で
は 、
い
た
る
と
と
ろ
に

「
三
中
全
会
精
神」
を
称
え
る
ス
ロ
1

ガ
シ
が
闘
に
つ
く
が 、
ま
さ
に

「
四
つ
の
現
代
化」
路
線
は 、
ζ
の
三
中
全
会
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
全

党
的
に
認
知
さ
れ
た
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る 。

だ
が
同
時
に 、
そ
れ
以
来 、
「
四
つ
の
現
代
化」
は
た
ん
な
る
政
治

戦
略
の
た
め
の
ス
ロ
1
ガ
シ
で
は
あ
り

得
な
く
な
り 、

前
突
に
実
行
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
同
家
日
燃
と
な
っ
た 。
部
小
平
自・
身 、
「
四
つ
の
現

代
化」
を
バ
ラ
色
の
グ
ィ
ジ
ョ

シ
と
し
て
で
は
な
く 、

実
現
可
能
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
調
教
す
べ
き
と
と
を
訴
え 、
七
九
年
利
の
同
家
基
本
建

設
委
民
会
で
の
再
検
討
を
経
て 、
過
般
の
全
国
人
民
代
表
大
会
（
第
五

期
第
ご
同）
で
は
「
四
つ
の
現
代
化」
を
「
調
整 、
改
革 、
盤
師 、
向

上」
さ
せ
る
と
い
う
大
幅
な
修
正
と
縮
小
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

こ
う
し
た
政
策
変
更
と
そ 、
い
か
に
も
部
小
平
ら
p
ア
P
ス
ト

党
官
僚

の
面
目
蹴
如
た
る
も
の
が
あ
り 、

か
つ
て一
九
六一
年一
月
に
コニ
面

紅
旗」
政
策
の
「
調
盤 、
歌
問 、
充
実 、
提
出」
と
い
う
名
の
経
済
調

牧
が
劉
少
奇 、
部
小
平、
り
い
わ
ゆ
る
主
総
派
指
導
者
に
よ
っ
て
お
と
な

わ
れ
た
経
緯
を

哲
起
さ
せ
る 。

i

筑

乙
の
よ
う
に
「
四
つ
の

近代
化」
は
ま
と
と
に
複
雑
な
曲
折
を
た
ど

っ
て
今
日
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
が 、
そ
の
前
途
に
多
く
の
困
難
が
横

た
わ
っ
て
い
る
と
と
に
つ
い
て
は 、
中
国
の
指
噂
者
た
ち
も
そ
れ
を
率

直
に
認
め
は
じ
め
て
い
る 。

も
と
よ
り 、
「
四
つ
の
現
代
化」
に
と
っ
て
の
基
本
的
な
困
難
は 、

そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
膨
大
な
資
金
（
当
初
の

計一剛
院
僚
で
は
六
0

0
0
億
米
ド

ル
と
推
定
さ
れ
た）
を 、
現
在 、
わ
ず
か
二
十
億
米
ド

ル
程
度

の
外
貨
し
か
保
有
し
念
い
中
国
が 、
い
か
に
し
て
調
達
す
る
か
と
い
う

点
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い 。
過
去
十
数
年
間
の
政
治
的
・

社
会
的
混
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11'.IJ月の をm�；ilミ をめ ざす中関

乱
を
経
た
中
国
は、
と
の
社
会の
将
来の
政
治
的
方
向に
たい
する
確

信
を
も
ち
仰
ない
広
柏な
中略
幹
部
附の
n
和
見
主
持・
官
僚
主
義
の

弊
告を
有
効に
克
服し
りる
手
立て
をい
ま
だ
見
出し
てい
ない
ば
か

り
か、
経
済を
効
率
的にコ
シ
トロ
ール
し
得る
社
会
的シ
ス
テム
を

欠
落し
て
お
り、
工
業
化の
た
め
の
イシフ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チャ
ー
も
ま

だ
ま
だ
未
開
発
だとい
っ
て
よ
い。
さ
らに
文
革
期
〈
教
育
革
命〉の

荒
廃がと
の
同に
も
た
ら
し
た
知
的・
制
神
的およ
び
人
的
制
失につ

い
て
は、
すでに
よ
く
指
摘
さ
れ
てい
る
と
ζ
ろ
で
ある。
と
う
し
た

経
済
環
境と
賄
業
法
盤の
教
備・
拡
充
は、
決し
て
短
時
間で
実
現
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
得ない
の
で
あ
る。

そ
れに
加
えて、
「問つ
の
現代
化」
が
経
済
各
部
門に
・お
け
る
生

陀と
経
営の
合列
化や
機
械
化
を
目
指
すの
で
あ
る
の
な
ら、
そ
れ

はい
わ
ゆる
符
力
化
につ
な
が
る
だ
けに、
すで
に
見
たよ
う
な
中
凶

に
お
ける
膨
大
な
過
剰
労
働
人
口
を
さ
らに
増
員
する
と
と
に
な
る
で

あ
ろ
うし、
と
うし
た
遊
休
労
働
力
をい
かに
吸
収し、
再
配
位し
て

ゆ
くの
か
とい
う
雇
用
創
山の
問
題
は
ま
す
ま
す
深刻に
な
る
で
あ
ろ

う。
と
の
点に
つ
い
て
は、
中
間の
品川
現
者
も、
ま
た、
工
場や
人
民

公
社の
現
場の
幹
部
も、
そ
う
し
た
「
四つ
の
現
代
化」
の
様
本
的
矛

盾に
気づ
い
て
はい
る
が、
い
う
まで
も
な
く
ぷ
踊の
自
覚
だ
け
で

は、
「
問つ
の
現
代
化
の
災
現は
舵
泣い
の
で
ある。

そ
う
し
た
悶
悼の
な
かで
もし
も
小
川が
今
後
も
低
迷
をつ
づ
け
る

な
ら、
「四つ
の
現
代
化L
とい
う
ぷ
米
必
向の
壮
大
な
尖
験
も
．百円
ぴ

中
国
社
会の
伝
統
的
な
椛
造と
体
質の
な
かに
吸い
取
ら
れて
し
ま
う

か
も
し
れ
ない。

v 

革
命
と
伝
統
の
相
魁

1 

不

易

固

定

性
の

社

会

私
はい
ま、
巾・
同
社
会
の
伝
統
的
な
椛
造と
体
質
を
述べ
た
が、
中

間
とい
うと
の
頒
稀
れ
なる
歴
史
的
な
社
会と
国
家を
論
ずるに
当っ

て
注
窓し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
問
題
は、
革
命と
伝
統と
の
姶
抗と
栂

闘が
織
り
成
すダイナミ
ッ
クス
をど
の
よ
う
な
視
庖
に
おい
て
統一

的
に
と
ら
え
るべ
き
か
とい
う
R．
安な
設
問で
ある。
三
千
年
お
余の

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
社
会が
わ
ずか
そ
十
年
間の
社
会
主
蒜
建
ぷの
過

程
で
その
伝
統
や
民
族
的・
文
化
的
個
性
を
完
全に
変
革し
て
し
まっ

た
な
どと
考え
るの
は、
途
方も
ない
ζ
と
で
あ
り、
今日
の
中
国の

政
治
的・
社
会的
諸
事
後も、
「
毛
沢
東
思
怨」
やマ
ル
ク
ス・
レ
ー

ニ
シ
主
義の
教
典
解
釈に
よ
るよ
り
も、
中
国
に
偶
有
な
政
治
文
化の

理
解に
よっ
て、
よ
り
よ
く
説
明し
得ると
と
は
問
述い
ない。

た
と
え
ば、
し
ばし
ば
発
生
する
壁
新
聞やスロ
ー
ガン
の
洪
水、

と
くに
攻
暁
対
象
を
あえ
て
逆
さ
まに
し
た
り
斜め
に
し
た
文
字で
大

A
する（たとえば「打倒》う
／」
の
ように）
作
法
は、
なに
も
毛
沢

京
政
治や
社
会
主
的代の
原
則に
よっ
て
訓怖か
れ
る
もの
で
は
な
く、
ま

さに
文
字に
たい
する
中
国
人
間
訂の
信
仰に
由
来
する
とい
っ
てよ

い。
ζ
の
点を
胡
適は一
九二
八
年の
済
南事
件に
たい
する
中
国
民

衆の
憤
激ぶ
り
を
目
撃し
た
際に
と
う
述べ
てい
た
｜｜
「
標
語の
あ
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作写
手

＼｜

る
も
の
は
『問
中
義一
を

r架告鞍伝（鈎後）』
と
乃き、
あ
る
も

の
は・
問
中義一
を
生き
埋めに
せ
よ（
治理）』
と
品川き、
あるもの

は
『
倭
肢を
皆
毅しにせ
よ（殺尽）』
と
抱い
て
『
懐蹴』
とい
うこ

字を
逆
さ
まに
古い
てい
る：：：
『
儀
賊』
を
逆
さ
まに
持くと、
倭

賊もま
た
打
倒さ
れ
て
し
まっ
たζ
とに
なるの
で
ある。
：：：
標
語

は
本場の
同
産品で
あ
り、
『
名
教』
同
家の
祖
先
伝
来の
宝
物なの

＊

 

で
ある」
（前掲「名数」）。

ま
た、
文
化
大
革命の
務権
闘
争によっ
て
生じ
た
武
闘の
激し
さ

は、
中
世以
来、
中間
農村に
お
ける
開
放
集
団が
水利
や
草刈場な

い
し
は
墓
地をめ
ぐる
集
団
関の
対立で
武
器
をと
り、
血
を流し
あ

っ
た
凄
絶
な
「
核
闘」
の
歴
史的
伝
統を
努
露させ
るで
あ
ろう。
去

る
七
九
年八
月
初旬、
北
京の
壁
新
聞は六
八
年六
月に
百
余の
死
体

が
香
港に
漂
流し
た
広西
チワン
族
自
治区の
武
闘・
梧州事
件につ

わ
て、
なんと
六
万七
千四
百人
も
が
怜
殺さ
れたとい
う
焼くべ
き

事
実を
暴
露し
た
が（北京八月ト日発
共同
巾品、
と
れ
ら
の
「
検

閲」
が
前
代
十七、
八
悦
紀以
降
拐
子江以
南でと
くに
激しかっ
た

と
と
を
知ると
き、
梧州
市
件や例の
武
部
川円件の
よ
うな
大
規
模な

武
闘は、
ま
さに
議
南一
部に
倒
山仰な
廠
史
性をもっ
てい
る
と
も
見

倣
すζ
と
が
で
き主う。
と
の
点で
は太
平夫
同
市命以
来の
動乱の

なか
で、

被エ聞で
は北
点
罰族「
客
友」
と
在
来の
南
方中国
人と
の

札
傑が
生じ、
「
械
闘」
の
結果、
一
八
六
七
年に
は
十五
万
も
の
客

家が
広
東
省で
惨
設された
経
緯を
想い
起ζ
すと
と
もで
き
よ
う。

と
うし
た
点に
指図
する
ならば、
中国
社
会の
不
変的・
固定的

本
質を
指
摘し
得る
事例は
枚挙にい
と
ま
が
ない。
中国
社会の
そ

の
よ
うな
永
遠不
易
性宏
中岡
近
代史の
碩
学、
矢
野仁一
博士は、

かつ
て次の
よ
うにいい
きっ
てい
る
！l「
支那の
康
史に
は
易敏

本
命と
ぶっ
て、
朝
家の
興亡は
頻
繁に
起っ
て、
政
治上の
主
権
者

は
走馬
燈の
如く
変っ
て
居るの
で
ある。
然
し・・・・
支郊の
社会上

の
状態に
は、
殆んどと
れとい
う
影
惇を及
ぼし
た
様には
思わ
れ

ない。
・・・・
そ
れとい
うの
も、
支那の
社会と
云
うもの
は、
主
権

者の
変
動の
如き
政
権
争奪などに
依っ
て
影
響を
被む
ら
な
い
様

な、
堅
牢不
抜
な
組
織に
なっ
て
居るか
らで
ある」（『近代支那
史、

一
九二五年、
弘文堂）。

た
し
かに
現
代
中
国は、
い
ま
なお、
と
うし
た
中国
社
会の
不
自勿

固
定
性から
解き
放たれ
てい
ない
ば
かりか、
その
伝
統の
継続性

との
格闘を
日
常的に
強い
られてい
る。
私は、
今
回
の
訪
中
時

に、
と
の
五
月か
ら
「
解放」
さ
れ
たばか
りだとい
う四
川
省の
古

典
悲
劇
三倫老爺奇週』
を西
安の
人
民劇院で
観劇
する
機会を
得

た。
w
芝
居は四
川劇に
か
ぎるH
との
言
葉のとお
りに
見
事
なも

の
で
は
あっ
た
が、
い
わゆ
る
「四
人
組」
時
代の反
副
で
あ
ろ
う

か、
そ
れ
はまっ
た
く旧
中国その
ま
ま
の
帝王
将相・
才
子
佳人の

出し
物で
あっ
て、
そとに
は
社
会
主
義的
要紫の
片
鱗さ
え
なかっ

た。
その
ため
で
あ
ろう
か、
私が
文郁
朗に
自
恕し
た
中岡民和恨の

観
劇
態度と
は
逃っ
て、
民
衆はと
うし
た
芝
居を
淡白に
罫ん
でい

た
よ
うに
感じ
られた。
もとよ
り、
い
かに
帝王
将
相・
才子
能人

の
ドラマ
で
あ
ろうと
芸
術は
芸
術としてと
の
よ
うに
復
活
さるべ

きで
あろうが、
中
国に
お
ける
伝統の
呪縛が
今日なお
社会のい

たるとζ
ろの
断
面に
存
在し
てい
るだ
けに、
私は
改め
て
旧
中国

一一－ 90 一一ー



超
克の
難
か
し
さ
を
痛・感せ
ざ
る
を
得な
かっ
た
の
で
あ
る。
と
の
よ

う
なと
き、
た
ま
た
ま
去る
五
月
五
日
付
『
人
民日
報』
は
安
蹴
省
碕

山
県を
例に
とっ
て
中
国
農
村（人民公村｝
に
依
然と
し
て
根
強い
旧

中
国
的
体
質
を
論じ
た
品
文、
町淑
世
俊
「
な
ぜ
分
隊
現
象が
出
現
する

の
か？」
の
な
かで
村
議
共
同
体の
残
搾と
し
て
の
「
宗
族主
義」「
宗

放
闘
争」
の
存
犯
を
指
摘し
てい
る
の
で
ある。

ζこ
に
見
た
よ
うに、今
日の
中
国に
お
ける
諸
問
題の
根
源
は、

き
わ
めて
深い
歴
史
性を
措
び
てい
る
とい
わ
ね
ば
な
ら
ない。
ま
さ

に
今期
決ニ
氏が
指
柄し
て
い
る
よ
うに、
「
人
民
公
社
も
労
働
組
合

に
も、
ま
た
－m
同
北ハ
開
党に
も、
共
同
体の
残
搾は
根づ
よ
く
残っ
て

い
る。
そ
う
し
てと
れ
が、
今
日
北
京
政
織に
とっ
て
は．
需
大念
問
題

点
と
なっ
てい
る」
令中凶現代史研究序説』、一
九七六年、
効
首相sm）

とい
えよ
う。

＊

帽朗宵却
は 、
E
の
あ
と
さ
ら
に 、
「
不
幸
な
ζ
と
に
録
画闘
が
あ
ま
り
に
も
多
く
法
用

さ
れ
る
の
で 、
今
日
は
打
倒
さ
れ
ね
ば
な
ら
ない
必
が 、
明
日
は
ま
た
銭
措置
さ
れ
る
側

広
ゐ
り 、
今
日
は
忠
災
な
阿古や
が
明
日
は
ま
た
反
革
命に
変っ
て
し
ま
う 。
だ
か
ら
打

倒
と
い
わ
札
て
も

附柏
原
を
押印
ず
る
必
漉
拾
な
〈 、
反
政
命
止
い
わ
札
て
も
光
栄に
思
う

人
が
あ
る」
と
述べ
て
h
る
（
的刑制柑
「
占司
教」v ・
と
の
諭
文
が
窃
か
れ
た
の
は一
九
三

人
年
で
あ
る
が 、
ま
さ
に
文
化
大
都
命
以
来
の
今
日
の
中
筒
倹
治
の一
つ
の
本
質
を
欽

る
割問
然
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ない。

文明の ミ帯主事泡ミ を め ざす中関

2 

3Yテイ－－aイティー

村落

共

同

体
の

連

続

性

血
縁（宗族）
地
紋（同郷）
集
団と
し
て
の
中
国
農
村の
共
同
体が
中

同
社
会の
底
辺に
広
が
る
法
本
的
椛
成
要
ぷで
あ
り、
ζ
れ
らの
共
同

体
は
ま
た
族
長の
家父
長
的
世帯
制と
安
産
均
分
主
義
を
特
色と
する
伝

統
的
な
家
族
制
度
を
基
礎に
し
て
生
成し
来っ
たζ
と
に
つ
い
て
は、

すでに
放
多
くの
論
議が
ある。
周
知の
よ
うにマ
ル
ク
ス
は、い
わゆ

る
京
洋
的
取制
主
義の
基
礎を
村
議
共
同
体に
見
出し、
マ
ッ
ク
ス・

ウェ
lバ
ー
は
そ
の
よ
う
な
中
国
社
会
を
分
析し
て
官
僚
制的
家
産

制
国
家と
定
戦し
た
壮
大
な
概
念
を
提示
し
た。
と
うし
た
概
念
規
定

に
刺
科
さ
れ
て
中
間
社
会は
さま
ざま
な
歴
史
観や
グィ
ジョ
シ
で
拙

か
れるスペ
ク
タル
と
も
なっ
たし、
東
洋
史、
社
会経
済
史、
社会

学
など
の
分
野でフ
ィ
ール
ド・
ワー
ク・（実態調室、
JMF行問
事
に
基

づ
く
膨
大
な
研
究が
醤
秘
され
た
対
匁で
も
あ
り、
共
肉
体
理
論
をめ

ぐっ
て
t、
内
外で
様々
な
給
争が
練
り
返
さ
れて
き
た
の
で
あっ
た。

わ
が
閣
で
も
－m
江
丑
吉、
横
川
次
郎、
橋
健、
清
水
盛
光
氏らの
先
学

が、
近
く
は
仁
仲介
回
限、
平
野
蒜太
郎、
族
問
鋭、
戒
能
通
常、
今郷

誠二、
村
松
祐
次、
福
武
前、
山
本
秀
夫の
各
氏
ら
が
活
発
な
議
論

や
論
争
を
展
開し
た
時
期が
あっ
た。ζ
れ
ら
先
学
た
ちの
学
問的
貢

献に
たい
し
て
は、
私の
よ
う
な
戦
後
世
代除、
ま
さに
鞠
射
如たる

を
得ない
もの
が
あ
る
が、
し
か
し、
ζ
れ
らの
め
ぷの
多く
は、
い

ずれに
せ
よマ
ル
クス
の
定
義
をア・
プ
リオ
リ
な
前
提とし
てい
た

ため
か、
中
間
社
会の
諸
相と
固
有の
断
固
を、
ほ
と
ん
ど
中
国
社
会の

現
実
を
知
悉し
な
かっ
たマ
ル
クス
の
断
片
的
な
言
葉の
端々
に
挫
合

さ
せ
ると
と
に
努
力が
集
中
され、
折
角の
貴
重
な
笑
証
的
研
究も
倒

偶の
論
者の
解
釈の
相
違に
よっ
て
その
成
果が
分
散
化し、
論
議が

「
顧の
中」
に
入っ
た
ま
ま
絶
ち
切
れて
し
まっ
た
感が
め
る。
そ
し

て、
最
大の
問
題
は、
今
堀
誠二
氏〈そして
ある点では村総裕次氏｝

を
ほ
と
んど
唯一
の
例
外と
し
て、
中国に
お
ける
企
業
集
団
化、
と
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く
に
人
民
公
社の
成立
に
よっ
て
伝
統
的
な
共
同
体
もし
く
は
旧
中
国

の
品
村
社
会
同
造は
消
減
し
た
と
凡
倣し、
そ
と
に
非
辿
続
を
附し
て

し
まい、
以
後、
設un酬
を
進
め
よ
う
と
し
な
く
なっ
たζ
と
に
あ
ろ

。弁つ私
はい
ま、
と
れ
ら
の
口論の
詳
細に
立
ち
入
る
余
俗
を
も
た
ない

が、
い
ず
れに
せ
よ、
今
日の
中
国
世
村の
社
会
的
諸
断
商
は、
先の

［
人
民日
報』
の
指
摘
を
見る
ま
で
も
な
く、
共
同
体
原
理の
迎
続
性

をこ
そ・ぶ
し
てい
る
とい
わ
ざ
る
を
ねない。
ま
さに
中
国の
付止め
共

同
体
は、
そ
の
制
純と
行
動
拡
式
を
通
じ
て
もっ
と
も
桜
強い
社
会
的

’；
例
代
と
し
て
今日にい
たっ
てい
る
の
で
ある。
し
か
も、
ζ
う
し

た
共
肉
体
原
理
は、
た
んに
農
村
社
会の
み
な
ら
ず、
都
市
の
ギ
ル

ド、
同
郷・
同
族
仰木
団、
陣
保
集
団、
秘
密
結
社、
さ
らに
は
官
僚
集

団、
政
治
集
団
を
貫ぬ
く
もの
で
も
あっ
た
だ
けに、
き
わめ
て
広
範

介
社
会
現
象
なの
で
あ
り、
つ
ねに
社
会
的
な
力の
源
泉で
も
あっ
た

の
で
ある。
巾
同化ハ
路
党の
EM
山
H1
ダ
1
シッ
プ
の
な
かに
江
庁、

張
存
俗、

桃
文
A
ら
「
四
人
組
」

の
ヒ
瓶
グ
ル
ー
プ、

宅
沢
市市、

市
問

符
ら
の
湖
南
省
湘
州
川市
グ
ル
ー
プ、

そ
し
て十
字
先
念、

詐
枇
友、

陳
錫

聯、
李
徳
生
らの
湖
北符貨
安県
グ
ルー
プ
とい
う一一拙の
地
紋
的・

sd’Pイズム

同
郷
的
閥
族
主
義の
存
布
を
見
出
さ
ざる
を
創刊ない
の
も、
と
う
し
た

共
同
体
的
関
係の
変
形
だ
とい
えよ
う。

だ
が
し
か
し、
と
れ
まで化、
同
体
以
却は、
い
わ
ば
前
近
代
社
会の

「
封
建
的」
辿
制と
し
て
打
破
す
べ
き
対
象と
し
て
もっ
ぱ
ら
語
ら
れ

て
き
た
が、
そ
うし
た
伝
統か
今日
も
なお
存
脱し
得
てい
る
とい
う

と
と
は、
共
同
体
原
理に
は
反
問、
中
同
社会に
適
合し
調
和し
た
普

週
妥
当
性が
存
するの
で
はない
かとい
う
ぷ
姐
を
提
起
する。

と
の
点で
m
n
すべ
き
問
題の一
つ
は、
中
同
社
会の
伝
統
的
な
共

同
体が、
外に
たい
し
て
は
き
わめ
て
排
他
的・
閉
鎖
的
な
川
政
集
団

を
形
成し
な
が
ら
も、
そ
の
集
問
内
・部
に
おい
て
は、
家
父
長
的
…抑
制

が
支
配
する
半
面、
そ
の
規
制の
も
とで一
一刊の
が
仲
間
主
持H
つ
ま

り
家
産均
分
主
義に
基
礎
を
置い
た
平
等
性と
民
主
政
を
保
持し
て
き

たζ
と
で
あっ
た。
「
乏
し
き
を
藍え
ず、
均
し
か
ら
ざ
る
を
必う」

とい
う
巾
同
市
来の
均
出
思
怨
もと
うし
た
共
同
体
以
理に
法．つい
て

い
る。
と
の
ζ
と
は、
都
市の
服
能的
社
会
九

回必仏陀ゅーギレW怜

諸
々
の
地
緑
胤
特
集
問
（
公
会、

会、

同
郷

AaJ川
親
会
な
ど）
、

秘
即断
結
社

に
つ
い
て
もい
え
ると
と
であ
っ
て、
梅
外の
華
僑
社
会に
・おい
て
は

今
日で
も
広
く
見
ら
れる
慣
行で
ある。
と
う
し
て
共
同
体
は、
い
わ

ゆる
「
都（宵）」
とい
う
語の
本
来
的
な
意
味が
示
すよ
うに
相
互
扶

助
的
な
社
会
保
附
集
団で
も
あ
り、
生
活
防
衛
集
問
で
も
あっ
て、

共
同
体
内
部
で
は、
一

聞
の
「
大
衆
参
加
」

に
悲
づ
く
合
議
（「
火
炎
公

験－）
の
シス
テム
が
機
能し
てい
た
の
で
ある。

共
同
体
のζ
うし
た
相
互
扶
助
的・防
術的
性
絡こ
そ、
中
同
社
会

が
政
治
権
力（帝hH）
の
変
動に
も
か
か
わ
ら
ず
平
衡を
保っ
て
き
た
亙

要
な
要
来
で
あ
り
（
さ
し
あ
た
り
「
帝
力
於
我
何
必
殺
〈
帝
力
投
に
何
ぞ
あ
ら

ん
や
ど
と
い
う
成
句
を
恕
起
し
て
み
る
と
よ
い）
、
そ
れ
は
ま
た
中
間
民
衆
の

伝
統
的
な
政
治
不
いと
以
北
力
性の
源
泉で
も
あっ
た
とい
えよ
う。

と
う
し
た
巾
同
社
会の
共
同
体
的
性
絡
は、
A1
U
なお
辿
縦し
芯い

る
ば
か
りか、
中
国
社
会
を
政
治
的・
社
会的
変
動に
耐
え
仰る
強
制

念一一聞の
・京梢
造
社
会
た
ら
しめ
てい
る
の
で
ある。
だ
が
同
時に、

一一－ 92 一一一



中
国
共
産
党の
組
織と
権
力が
全一
的に
機
能し
得べ
き
今
日の
中
国

社
会に
おい
て
なお、
人口
調
査
や
食
組の
配
給
制、
さ
らに
は
岱
産

物
集
仰の
統
計
的
完
成が
不
可
能で
あ
ると
と
に
見
ら
れ
る
よ
うに、

と
う
し
た
共
同
体
的
性
絡とそ、
「
大
路
進」
政
策
や
文
化
大
革
命の

よ
うな
政
治
的・
社
会的
集
中
化へ
の
防
壁と
な
り、
広
汎
な
農
民
大

衆の
結
小
抵
抗
線と
なっ
て
活
きて
き
た
の
だ
とい
え
よ
う。
か
く
し

て、
毛
沢
東
革
命は、
中
国
社
会
のζ
の
よ
う
な
伝
統に
大
き
く
挑み

な
が
ら、
結
局
はその
深
淵に
足
を
す
く
わ
れ
て
し
まっ
た
の
で
はな

い
の
か。

3 

中

国

社

会
の

「

恒

常

性
」

文明の ‘ffijlj;j1ミ を め ざす中間

私
は
以
上
に
・お
い
て、
小
同
社
会に
お
け
る
伝
統の
継
続
性
つ
ま

り、
中
国
社
会の
永
述
不
易
性に
中
国
がい
よい
よ
闘か
れ
よ
う
と
し

てい
る
今日の
時
点で
改め
て
視
座
を
聞くべ
き
と
とに
注
意
を
喚
起

し
たが、
怨
え
ば
現
代
巾
山内に
か
ん
す
る
わ
が
同の
研
究
も
報
道
も、

従
米、
と
うし
た
問
題
点につ
い
て
の
探
究
を
あ
ま
りに
も
無
視
して

巾
同
首
脳の
克
三
や
「
人
民円
初』
の
論
説の
行
間の
合
意
を
汲み
取

り
解
説
するζ
とに、
そ
し
て
ま
た、
激
励の
中
国の
政
治
的
諸
展
開

を
追
跡
すると
と
に
品川
点が
ほか
れ
す
ぎてい
た
とい
え
る
か
も
し
れ

ない。
も
と
よ
り、
そ
う
し
た
分
析
的
作
業の
必
要
性と
そ
の
困
難
性

そ
幌
視し
て
よい
と
は
思
わ
ない
が、
中
間がい
よい
よ
本
格
的
な

P
離
陸d
を
開
始し
は
じ
め
た
今日、
伝
統と
革
命との
相
魁
は、
む

し
ろ
今
後の
中固に
おい
て
よ
り
切
実
な
もの
に
な
る
と
思わ
れ、
そ

れ
だ
けに、
わ
れ
わ
れに
は、
中
国
社
会の
全
体
的
な
歴
史
的
理
解が

ま
すま
す
要
請さ
れ
る
の
だとい
え
よ
う。
つ
い
で
に
い
えば、
と
の

よ
う
な
問
題
意
鴨川に
おい
て
の
み、
わ
が
国に
お
ける
中
国
学の
永
年

の
部
制
を
批
判
的に
摂
取し、
小
同
研
究
に
お
ける
枇
代
的
断
絶
を埋

め
ると
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ない。

だ
が
し
か
し、
と
うし
た
中
国
社会の
伝
統
や
そ
の
政
治
文
化の
重

視とい
うア
プロ
ー
チ
は、
次
の
よ
う
なこつ
の
前
大
な
陥
穿
を
内
在

し
てい
る
ζ
とに
つ
い
て
も、
つ
ねに
自
覚
的で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。そ
の一
つ
は、
で
は
中
国
社
会は
結
局、
その
よ
う
な
不
易
問
定
性

に
おい
て、
な
ん
らの
進
歩
も
発
展
も
私く、
い
わ
ゆ
る
「アジ
ア
的

停
滞」
の
な
か
に
興
亡
を
練
り
返し
てい
る
に
すぎ
ない
の
で
はない

か
と
す
る、
あの
陳
腐
化し
た
停
滞性
史
観に
陥
り
や
すい
ζ
とで
あ

る。
と
うし
た
立
場か
ら
す
れ
ば、
建
問三
十
年の
中
国
も、
毛
沢
東

体
制
も、
結
局は
中
間
史に
し
ば
し
ば
そ
の
例
を
見
出し
得る
歴
代の

短
命王
仰の
現
代
版で
あると
する
m
純
な
傾陣酬
を
邸
く
だ
けで
あ
ろ

う。
も
と
よ
り、
わ
れ
わ
れ
は、
と
う
し
た
観
点
を
品
後
的に
否
定し

得る
高
川
を
施
仰し
てい
る
わ
けで
は
ない
が、
ζ
の
よ
う
な
立
場

は、
少
な
く
と
も
同
時
代
史
的
な
視野
に
必い
て
現
代
中
国の
ダ
イ
ナ

ミッ
ク
ス
をと
ら
え
ると
と
に
は
な
ら
ない
で
あ
ろ
う。
そ
の
よ
う
な

観
点
は、
文
化
大
水
命や
「
宅
沢
東モ
デル」
の
反
文
明
性を
現
代
社

会
救済
の
制に
し
よ
う
と
し
た
現
代
急
進
主
おと一
見
対
側に
位
ほし

てい
る
よ
うで
あ
り
な
が－
q
実
際に
は
同
根の
観
念
論的
歴
史
観だ

とい
えよ
う。

と
と
ろで、
よ
く
知ら
れてい
る
よ
うに、
中
同
社
会が
岡山必不
変
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の
状態の
なか
に
停
滞し
てい
たと
見倣
す「
アジ
ア
的
停
滞」の
史
観

は、
ま
さに
それ
自
身が一
つ
の
イ
デオロ
ギー
体
系で
も
あ
るかの

ように継続して存在しっ ．つけてきた（ヨーロッパ文明の側から

するそのような中国観についての詳細な官及としては 、レイモンド・

ドlyy『中閣のカメレオY
｜｜ヨーロッパの中国文明観の分析』 、

、．fムム4九六七年、
問中正美ほか訳〈『ヨ
ーロッパ
の
中国文明』〉、
大修館書

店－参照）。
「
中国人の
あい
だ
で
は、
突に一
切の
もの
が
昔の
ま
ま

で
ある」
と
見倣
したへ
1
グル
の
「
東洋世
界
（ロ巾
ggE
5Z

5．mS」
の
概念は、
さ
らにマ
ル
ク
スの
有名
な
「
アジ
ア
的
生
産様

式」
の
慨念
的カ
テゴ
リー
を
生み
だし、
「大づ
か
み
に
は、
アジ

ア
的、
古
代的、
封
建的およ
び
近
代ブル
ジョ
ア
的生
際
様
式が、

経
済的
社
会
構
成体が
進
歩し
てい
く諸
時
期と
し
て
特
徴づ
けられ

うる」
とい
うマ
ル
クス
『経
済
争批
判』
の
な
かの
と・の一
節
をめ

ぐ
る
「
アジ
ア
的生
保
掠式」
につ
い
ての
解釈
学的
論
争は一
九二

＊

 

0
年
代に
始まっ
て
今日に
ま
で
及んでい
る。
そし
て、
と
うし
た

文
服で
は、
マ
ル
クス
主
義
者たち
か
ら
「アジ
ア
的社
会に
関
する

マ
ル
ク
スの
思
想を
横ど
りし
た」
（ジャン・
シ孟
ノl）
背教
者とし

て
攻
略さ
れ
てい
るカ1ル・
A・
ウイッ
ト
フ－r
l
ゲル
の
諸著
作

を
や
はり
避けて
通ると
と
はで
き
ない
で
あろ
う。
ウイッ
ト
フオ

！
ゲル
は、
マ
ル
ク
スの
定
式に
依
拠し
ながらも、
その
独
自の
壮

大
かつ
綿
密な
分
析に
よっ
て
中国
社
会を大
規
模な河
川
管理・
治

aF4VE，，ツP－yA74－Aテ4

水事
業の
必
要か
ら
生
じ
た
中央
集
権的
専
制の
「水
利
社
会」

とし
て
位
置づ
けた一
九＝
二
年の
大著
『
解
体過
程に
あ
る
支
郊の

経
済と
社
会』
（平野義太郎監訳、中央公論社）
から、
さ
らに
「東
洋

的
社
会」
の
椛想を
経て、
彼のい
わゆ
る
転向後、
一
九五七
年に

す，エyタル・ヂスボテ44A占

中
国
を
「
東
洋的
専
制
主
事」
と
見倣
す立
場を
体系化
し
た
の
で

あった（OミSRab色、。号室・与のミミ是・ミERbえ－yミ叶。hbh

pgq〈Z
2
出陣〈gH
dz
cSSE－q
P
2・H
申告〉）。
中国が
農

業
集
団
化の
H
目
覚しいH
過
程に
あっ
たと
き、
中
閣の
権力
基盤

を
「東
洋的
事
制
主
義」
と
見倣
す理
論
体系
を
完成し
たウイ
ッ
ト

フォ
l
グル
は、
彼の
転向
問
題やマッ
カ
lシズ
ム
に
か
ら
むE－

H・
ノ
1マ
シ
事
件と
も
関
連し
てマ
ル
クス
主
義
者から
も
中国
史

学
者か
らも
攻
削弔さ
れ
たが、
少
なくと
も
中国が
結局は毛
沢
東
家

父
長
休
制と
化し
てい
っ
た
現
%
を
見るとき、
ウイ
ッ
ト
フtl
ゲ

ル
の
史
観は、
もっ
と
正当に
評
価ない
し
は批
判されて
しかるべ

きで
あるよ
うに
恩わ
れ
る。
だが同
時に、
「
水利
社会」
の
仮
説

一
つ
に
絶
対的
な
韮k
性
を与えて
中間
をと
ら
えよ
うと
するウイ

ッ
トフォ
1
ゲル
の
史
観のみ
で
は、
今Hの
中
国
社
会の
全
体
像を

と
らえ
き
れ
ない
で
あろ
うし、
その
あま
りに
も呪
術的・
教
祖的

な
彼の
史
観そ
れ
自身の
なかに
むし
ろ
「
東
洋的
専
制
主
持」
を感

じ
さ
え
するの
は
痛
烈な
アイロニ
ー
で
も
ある。

と
の
点で
は、
中
間
社
会の
不
易
固
定性を見
傾め
るζ
との
益
要

性
を
鋭く
指
摘し、
そ
れ
を
中間
行僚
制の
なかに
と
らえながら、

「
自分の
頭の
中に
思い
浮べ
てい
るの
は、
例の
空
虚なきま
り
文

句に
すぎない『
永
遠に
変
らぬ
中国』の
理
念
なの
で
は
念い」
と
述

べ
て、
その
よ
う
な
不
易
固
定性
をあえて「
恒
拡性
。E
23zaFS」

と
定
義し
たエ
チ
アヌ・
バ
ラ
1シュ
の
立
場（
前掲『中国官僚制』）

に
私は
同
意し
たい。
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文明の ‘帯鋳造． をめざす中国

第二
の
陥
穿
は、
中
国に
偶
有
な
民
族
的・
文
化
的
個
性
を
重
視
す

る
見
方が、
た
ん
に
現
実と
の
緊
張
感
を
欠
如し
や
すい
ば
か
り
か、

し
ば
し
ば
低
俗
かつ
安
易
念
文
化
主
義
的
ア
プロ
ー
チに
臨し
や
すい

ζ
と
で
あ
る。
と
の
点で
中
国の
政
治
文
化
を
中
国
革
命と
の
相
関に

おい
て
と
ら
え
た
成
功
例
は、
リ
チャ
1
ド・
H・
ソロ
モ
ン
の
労
作

ミ8 切柄拘gqPEg
SHbb向
Qg
S
E
Esh
p
Eミ
（回市『raaH

CE
5
2qo向。田正常包静岡V『
gLSH）
で
あ
ろ
う
が、
中
国の
内
外
政

策
や
政
治的
山崎
展
開
を
もっ
ぱ
ら
中
国の
文
化
的
側
面に
比
豆
をか
け

て
説
明
するζ
と
は、
中
国
社
会が
あら
ゆ
る
文
化
価
値
を
内
包
する

小
宇
宙で
あ
る
だ
けに、
そ
の
な
か
か
ら
当
面の
解
釈に
必
要
な
文
化

的
傾
向
を
懇
意
的に
抽
出
すると
と
に
と
か
く
な
り
が
ちで
あ
る。
ベ

ンジ
ャ
ミン・
I・
シュ
ワル
ツ
が
い
み
じ
く
も
指
摘し
て
い
る
よ

うに、
「
非
西
欧
社
会
を
論
ずる
場
合、
わ
れ
わ
れ
は
低
俗
な
文
化
人

類
学
的
方
式に
陥り
や
すい」
の
で
あ
り、
「
中
国の
現症の
対
外
政

策
や
国
際的
姿
勢を
中
国
文
化の
見
地
か
ら
説
明
し
よ
うと
する
努
力

は、
現
在の
発
展
を
説
明
するの
に
都
合
が
よい
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

文
化
的
傾
向だ
け
を
強
調
すると
と
に
な
り
か
ね
ない。
も
し
と
の
数

千
年
来の
文
化の
中に
反
対の
傾
向
が
あっ
たと
し
て
も、
お
そ
ら
く

そ
れにつ
い
て
は
言
及
さ
れ
ない
で
あ
ろ
う。
差し
引
きの
結
果
は、

現在の
解
明で
な
しに、
後
雑
な
波
測に
富
ん
だ
中
国の
過
去の
単
純

化
とい
うζ
とに
な
る」
と
と
に
わ
れ
わ
れ
は
自
覚的で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（『共産主義と
中国
｜｜流動する
イデオロ
ギー』、
一
九六八

年、
前回舟夫訳、
時事通
信社、
下）。
中
国
社
会の
解
明に
は、
文
化

的
ア
プロ
ー
チ
が
不
可
欠で
は
あ
る
が、
同
時に
中
国
政
治の
ダ
イナ

ミッ
クス
を
解
明し
得る
統一
的
な
視
点
を
も
たね
ば
な
ら
ない
の
で

ある。と
と
ろで、
と
の
よ
うに
見て
く
ると
き、
日
中
平
和
友好
条
約、

米
中
国
交樹
立
前
後の
国
際
政
治の
激
しい
変
動と
展
開
を、
「
新
し

い
冷
戦」
と
も
恩
わ
れる
今
日の
国
際
環
境の
念
かで
直
視
する
見
方

を、
ピ
p
ヤ
ー
ド・
ゲ
1ム
に
等しい
「パ
ワ
1・
グ
1ム」
論
的
観

点
だ
と
し
て
批
判
し、
い
わ
ゆる
文
化
的ア
プロ
ー
チに
よっ
て
問
題

を
分
析
すべ
き
だ
とい
うよ
う
な
意
見は、
そ
う
し
たア
プロ
ー
チ
の

必
要
性を
私
自
身
認め
る
が
ゆ
えに、
か
えっ
て、
あ
ま
りに
も
ナ
イ

ー
ブ
な
文
化
相
対主
義に
陥っ
てい
る
とい
わね
ば
な
ら
ない。
われ

わ
れ
は
中
国の
内
政や
外
交を
そ
れ
ほ
ど
まで
に
洗
制
さ
れ
た
よ
化
的

感
受
性に
お
い
て
の
み
と
ら
え
て
はい
ら
れ
ない
とと
ろ
に、
今
日の

中
国の
政
治
的
リ
ア
P
ズ
ム
が
存
するの
で
あ
り、
革
命と
伝
統の
凄

絶
なる
相
旭が
あ
るの
だ
とい
えよ
う。

で
は、
そ
の
よ
う
な
現
実の
中
国
はい
っ
たい
ど
とへ
向お
う
と
し

てい
る
の
で
あ
ろ
うか。
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本
E
の
点
に
つ
い
て
は 、
さ
し
あ
た
り 、
本
図
蒋
代
治M刷用品
『
ア
ジ
ア
的
銭
花
嫁
式

i『
、

の
問
問』
こ
九
六
六
年 、
結
波
書店v 、
ロ
ジ
ェ
・
ガロ
グ
ィ

『
中
国
問
題』
｛一
九
戸
ll

六
七
年 、
野
郎
四
郎
訳
〈『
現
代
中
国
と
マ
ル
ク
ス
主
義
』〉 、
大
修
館
。
店）同
僚
宮
正

実相胴
駅
『
ア
ジ
ア
的
生盗
俊
式
給
争
の
復活』
（一
九
六
九
年 、
土木
来
社） 、
F
こア
1

ケ
イ
明
ア
ジ
ア
的
生
箆
様
式』
（一
九
六
五
年 、
羽
仁
防防
チ
ぷ 、

未来
社）
診
照。
念

ha 、
守
ル
ク
ス
の
「
ア
ジ
ア」
惚
幽闘
の
観
念
性k
m
目
し
た
経
近
の
濃
町制
と
し
て
は 、

小
谷
淫
之
『マ
ル
ク
ス
と
ア
ジ
ア
ll

ア
ジ
ア
的
生盗
傑
式
論
争
批
判』
ご
九
七
九

年 、
背
木
窃店）
が
あ
る。



VI 

現
代
中
国
の
行
方

1 

選

択

肢

は

多

様
か
？

也
国
三
十
年の
中
凶
を
回
顧
する
と
き、
乙
の
国の
歩
み
の
振
幅
は

ま
と
と
に
激
し
かっ
た
け
れど、
と
も
か
く、
と
れ
ま
での
中
岡につ

い
て
は、
私
円・身、
彼
かに
純
白
を
もっ
て
ほ
ぼ
見
通
せ
た
よ
う
な
試

’
が
する。
し
か
し、
中
凶の
将
米の
良
型
を
現
時
点で
語る
と
と
は、

あ
ま
りに
も
間
難
な
課
題で
あ
り
過
ぎる。

し
かし
な
が
ら、
ま
さに
と
れ
から
本
来
的
な
革
命が
始
動
すると

も
思わ
れ
る
今
日の
中
凶
が
何
処へ
行く
の
か
は、
今
世
紀の
人
類に

鼓
さ
れ
た
れ以
大の
文
明
史
的
謀
題
だとい
っ
て
も
過
Jで
は
あ
る
ま

い。
そ
れ
は、
中
国の
将
来
のい
かん
が、
位
界の
勢力バ
ラ
ン
ス
を

大
き
く
狂
わ
せ
る
ほど
の
計
り
知
れ
ない
影
響
力
を
も
ち
得る
か
ら
だ

けで
は
ない。
人
組の
すべ
て
の
潜
在
的
な
可
能
性が
将
来の
小
閣に

残
さ
れ
てい
る
反
面、
人
類の
途
轍
も
ない
危
機
を
も
中
国の
将
来
は

内
包し
てい
る
か
らで
ある。

た
だ、
と
の
場
合、
中
国の
将
来に
か
ん
する
と
の
よ
う
な
両
義
的

な
可
能
性に
も
か
か
わ
ら
ず、
中
国とい
う
社
会と
国
家の
生
成と
存

立の
肢
史
的・
文
明
的
特
質
か
ら
して、
と
の
闘
に
とっ
て
の
選
択の

川
筋は、
そ
れ
ほ
ど
白
山
奔
放た
り
仰
ない
と
思
わ
れ
る
と
と
を
あ
ら

か
じめ
強
調し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ない。
と
の
点
にと
そ、
中
間の
異

質
性（
号ロ
のz
s
g
FS宮市）
が
存
する
とい
えよ
う。

と
うし
た
状
況の
な
かで、
－m・
凶に
昨日
さ
れ
た
第一
の
選
択
肢
は、

当
面の
厳しい
小ソ
対～はと
中
凶
指
泌
朽の
H
対ソ
倣
芯d
に
も
か
か

わら
ず、
や
は
り
広い
窓
味
での
ソ
辿
明
社
会
主
義へ
の
副
州ない
し

は
収
数で
は
ない
かと
思
わ
れる。
非毛
沢
東
化の
進
展
と
と
もに、

最
近の
中
国が、
と
くに
イ
デオロ
ギ
ー
的
上
部
構
造の
諸
側
面にhお

い
て、
ま
た
党の
リー
ダー
シッ
プ
の
体
質に
おい
て、
さ
らに
は
サl

グィ
ス
部
門や
小
川的
立ぷ
決
定
例の
行
仙川
区
義
的
殿
山
性とい
う
点

に
お
い
て、
徐々
に
ソ
述
社
会と
共
通の
現
匁
を
共
訂しつ
つ
あ
るこ

とにつ
い
て
は、
や
は
り
注
目し
－な
け
れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う。
し
か

も、
今日
の
中
国の
転
換が、
文
事
時
代の
ま
さに
内
戦に
等
しい
よ

う
な
破
媛
状
況と
経
済的困
難
か
らの
余
儀
な
く
さ
れ
た
脱
却で
も
あ

る
とい
う砂伽砂中ゅに
とっ
て
の
退
却
的一
面
を
も
有
する
とい
う

点で
は、
わ
れ
わ
れ
はソ
辿の
「所経
済
政応」
三
九・
二
t二
八年）

の
時
代
を
想
起し
得るで
あ
ろ
う。
レ
lニ
ン
が
戦
争と
内
乱に
よっ

て
停
滞し
た
経
済と
疲
弊し
た
出
村
を．内
辿
する
た
めに
災
行した、不

ツ
プ
の
「
泌
合経
済」
体
制は、
ちょ
うど
吋
時の
ソ
辿
社
会が
今日

の
中
国
同
様、
人
口
の
約
八
Oパ
ー
セ
ン
ト
の
民
民
を
宿してい
たと

と
と
と
もに、
最
近の
中
同の
調
数
政
策と
の
比
較
を
可
能に
する。

あ
た
か
も
文
革
時
代の
経
済
的
損
失と
社
会的
疲
弊を
回
復
する
ため

に、
今
日の
巾
同が
山
村で
は
コニ
自一
旬」
政
策
を
実
質
的に
拡
大

し、
最
近で
は
戯
作
物の
WHい
付
け
価
絡をニ
Oパ
ーセ
ン
ト
も
引
き

上
げ、
一
方、
久々
に
労
働
者の
川町十の
口金
改
訂（一
Oメ
1セン
ト

引よげ）
を
おと
ない、
ま
た
労
働
者に
〈
生・起の
主
人
公
感
的〉
を
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付
与
する
た
めに
物
質
的
刺
激（奨励令）
を
加
味し
た
労働
報
混
制を

尖
行し、
さ
らに
す
す
んで
小
規
技
な
私
的
商
業
活
動や
家
隆
副
業
を

奨
励
すると
同
時に
「
中
外
投
資
法」
を
制
定して
外
資の
噂
入
を
は

か
ろ
うと
し
てい
る
な
ど、
い
ずれ
も一
関の
中国
式
ネッ
プ
も
し
く

は
現
代
版、ネッ
プ
の
よ
う
な
政
策
を
す
すめつ
つ
ある
現
実
を
わ
れ
わ

れ
は
自
慢し
てい
る。

い
う
まで
も
な
く、
今日の
中
国
をと
り
ま
く
国
際
環
境は、
当
時

の
ソ
連の一
国
社
会
主
持の
時代
と
は
大
き
く
異
なっ
てい
る
し、
す

でに
盟
業
集
団
化
を
成し
遂
げ
た
中
国と
当
時の
ソ
辿と
は
社
会
的
条

件
も
本
質
的に
興っ
てい
る。
し
か
し、
巾・
国の
出
村
社
会が
依
然と

し
て
その
綴
強い
村
搭
共
同
体
的
性
絡
を
脱
却し
持
てい
ない
と
と、

工
業
化の
調
題
にと
れ
か
ら
ぶ
絡
的に
泊手
し
よ
うと
し
てい
る
中
国

が、
今日い
かに
し
て
「
社
会
主
持
的
ぶ
滅
的
部
制」
を
実
現し
て
ゆ

く
か
が
大
き
な
課題
と
し
て
前
途に
立ち
は
だ
かっ
てい
るζ
と
は、

ヤ
は
り
ネッ
プ
時
代と
の
比
般
与
山政を
可
能に
する
で
あ
ろ
う。
も
と

よ
り、
非
毛
沢
東
化の
進
展
は、
非ス
タ
ー
リ
ン
化
時
代の
ソ
述と
の

比
較
を
も
可
能に
する
で
あ
ろ
う
が、
ζ
の
場
合、
ソ
辿
社
会
に
おい

て
は、
尚
度工
業
社
会へ
の
移
行
期に
あっ
て
成
熟し
た
イン
テ
リ、

テ
クノ
ク
フ
l
ト、
ピュ
1ロ
ク
ラ
1
ト
な
ど
の
新
しい
社会
階
削の

窓
殺
性ζ
そ
かス
タ
ー
リ
ン
神
話
を
打
破
する
原
動
力
で
あっ
たと
と

を
恕
うと
き、
中
国に
はそ
う
し
た
歴
史
過
程が
欠
如し
てい
る
と
と

へ
の
術
担と
し
て、
工
業
化へ
向
け
ての
その
よ
う
な
社会
的
成
熟
を

代
行し
得る
今
日の
開
か
れ
た
国
際
環
境と
外
部
世
界と
の
交
流の
道

が
存
犯し
てい
る
と
と
を
考
慮し
得るの
で
は
な
か
ろ
うか。

ζ
う
して
今
日の
中
凶
は
ネッ
プ
の
時
期と
非ス
ター
リ
ン
化の
時

期の
交
叉し
たよ
う
な
状況
の
な
かで、
と
も
か
く
ソ
辿
型
社
会
主
義

も
し
く
は
「ソ
辿モ
デル」
に
結
局は
徐々
に
類
似し、
ロ
シ
ア
民
族

と
中
間
民
放の
桜
本的な
異
質
性や
現
代
社
会
主
義の
多
械
性に
も
か

か
わ
ら
ず、
社
会
主
必
とい
う
座
標
軸に
照せ
ば
中
国
もつ
い
に
は
か

な
りの
時
間
主
を
もっ
て
ソ
述の
道
を
歩むの
で
は
ない
か
とい
う
展

望
を
や
は
り
否
定し
得
ない
の
で
ある。

と
う
し
た
点
向は、
中
ソ
関
係に
お
ける
党レ
ヴェ
ル
の
対
立
要
困

を
徐々
に
解
消し、
中ソ
和
解へ
の
チ
アネル
を
本
格的に
開
く
か
も

し
れ
ない。
少
な
くと
も八
0
年
代の
中
国
は、
み
ず
か
らが
以
後
的

に
宇
中に
し
てい
る
Hソ
述カー
ドH
を
同
際的
なパ
ワ
l・
ゲ
l
ム

の
な
かで
よ
り
戦
術
的に
行
使
する
よ
うに
な
るで
あ
ろ
う。
ね
は
近

頃、
中ソ
対
立の
き
わめ
て
桜
深い
厩
史的
性
絡を
戦
後アジ
アの
国

際
環
境の
な
かで
検
A
し
た（拙者－
中ソ
対立と
現代
l戦後アジア

の
科診
烈」、
一
九七八年、
小央公A社）。
だが
同
時に
中
ソ
凶
係に

はつ
ね
に一
定の
復
原
力が
作
用し
て
き
たと
と
も
事
実で
あ
り、
中

ソ
問の
叫臨
史
的
な
対
抗
性・
非
和
解
性が
現
尖の
小
ソ
対
立へ
と
先
M成

し
た
契
機は、
毛
沢
東に
よっ
て
強
烈に
意
識
され
た
Hコ
ミ
ュ
ニ

ズ
ム
の
神
AH
に
法づ
く
棉
成の
競
合に
あっ
たζ
と
も．合
定で
き
な

い。
そ
し
て
中
闘に
は
も
は
や、
その
よ
う
な
符
成
を
排
他
的に
自
己

主
張せ
ずに
は
やま
ない
よ
う
な
指
噂
省
批
現
わ
れ
ない
で
あ
ろ
う

し、
い
ず
れに
せ
よ
毛
沢
以
時
代
は
完
全に
過
去の
もの
と
な
りつ
つ

あ
るの
で
ある。
と
の
点
か・り
し
て
も、
中国
が
ソ
述の
道
を
後
追い

す
るとい
う
今
nの
中
凶に
とっ
て
はまと
と
に
忌
わしい
可
能
性が
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将
来さ
らに
大き
く
念
る
で
あ
ろ
うが、
も
と
よ
り、
そ
のと
と
が
中

国
の
行
方に
光
明
を
投，する
とい
う
保
証
は
ない
の
で
ある。

第二
の
選
択
肢
と
して、
次に
「ユ
lゴ・
モ
デル」
を
巧
えて
み

よ
う。
－た
し
かに
今
日の
中
国
が
「ソ
連モ
デル」
を
越
えてユ
1ゴ

ス
ラ
グ
ィ
アへ
の
関
心
を
深め
てい
ると
と
は
否
定で
き
ない。
かつ

て
中
固に
とっ
てユ
1ゴ
は、一
九四
0
年
代
末
以
降
は
H
民
族
主
義

的
偏
向H
と
し
て、
五
0
年
代
末
か
ら
は
グ
現
代
修
正
主
義d
と
し

て、
もっ
と
も
激し
く
拒
否
すべ
き
対
象で
あ
り、
い
わ
ば
社
会
主
義

陣
営の
もっ
と
も
対
照
的
な
東
西の
両
極
を
形
成し
て
き
た（にもか

かわらず 、中国とユ1ゴには 、スタlpンのソ速を舶にして大きな

箆史的共通項を保有してきたととについては 、さしあたり 、前掲揃

宮中間像の芋語 、診照）。それだけにとの一両年にはチト！

大
統
領の
中
国
紡
問（七七年八月）、
強
国
鋒
主
席のユ
lゴ
品
開（七

八年八月）
も
実
現し
て、
日本
西の
両
極が
接
近
し
は
じ
め
たζ
と
は、

た
んに
康
史の
逆
説とい
っ
た
た
けで
は
済
ま
さ
れ
ない
意
味
を
含ん

でい
る。

ユ
ーゴ
の
社
会
主
義が
企
業の
国
家
的
所
有と
し
て
で
は
ない
生
産

の
社
会
化
を
達
成
す
る
ために、
い
わ
ゆる
労
働
者そし
て
由
民
の

A
自
主
管
理V
を
災
現し、
同
時に
資
本
主
義
的
な
市
場
経
済
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
導
入し
た
混
合
経
済
体
制
を
特
徴と
し
てい
ると
と
は、
ょ

F’ゲBlvsay－hvx’’a

〈
知
ら
れ
てい
る。
そ
し
て
労
働
者
評
議会
や
「
代
表
委
員
制
度」
と

い
っ
た
社
会
主
義
的
民
主
主
義の
総
説的
機
能ζ
そ
は、
と
う
し
た

「ユ
lゴ・
モ
デル」
の
規
範
だとい
っ
て
よい
で
あ
ろ
う
し、
ユ
ー

ゴ
が
外
間
資
本を
梢
情的に
埠人
し
て
多くの
合
弁
企
業
を
もっ
てい

る
と
と
もユ
1ゴ
型
社
会
主
義の
大
き
な
特
色だ
とい
わ
れ
てい
る。

一
方、
今日の
中
国
は、
先に
見
た
よ
う
に、
す
で
に
「
自
力
更

生」
の
ア
ウ
タル
キ
ー
を
大
き
く
修正
して
外
資
増入へ
の
道
を
聞
き

つ
つ
あ
り、
市
町切
で
の
自
由な
競
争
原
理に
よ
る
価
格
決
定に
まで
は

ゆ
か
ない
まで
も、
最
近で
は
「
市
場
での
凶
給
関係に
従っ
て
生
産

する
組
織」
「
計
画
経
済と
市場
経
済と
を
うま
く
結びつ
ける
体
制」

といっ
た
d
繋が、
経
済
運
営の
任に
ある
斡部
か
ら
発せ
ら
れ
る
よ

うに
さ
え
なっ
て
き
てい
る（たとえば
余秋盟副
総理の
発言、
『朝日
新

聞』
一
九七九年九月十九日）。
工
場（国営）
で
も
最
近
は
経
営
管
理の

現
代
化
が
すす
め
られつつ
あ
り、
そ
れ
と
と
も
に仁
助
党
委
員会の

権
限よ
り
も
職
場で
の
庇
祭
選
挙に
よっ
て
選
出
さ
れる
工
場
長の
管

理
白
任と
職
掌
領
域が
徐K
に
増
大しつつ
あ
ると
と
は、
ね
自
身、

西安国蛍第四綿紡紺工錫（工場長は込挙で選ばれた女性であった）

を
訪れ
て
ほ
ぼ
確
認
す
るζ
と
が
で
き
た。

ζ
う
し
て
中
国の
新
しい
選
択
は工
業
部
門の
生
産と
管
理のシ
ス

テム
に
か
ん
す
るか
ぎ
り
「ユ
lゴ・
モ
デル」
へ
の
接
近
を
示しつ

つ
ある
が、
し
か
し
決
定
的
な
相
違
点は、
ユ
ーゴ
が
個
人
農
を
基
礎

と
し
た
自
主
管
理
組
織
を
もつ
の
に
たい
し、
中
国が
依
然と
して
多

くの
困
難
を
か
か
えた
集
団
農
業
を
基
本と
する
農
業
国
家で
あ
り、

い
わ
ゆ
る
市
民
社
会
的
な
成
熟
を
欠
落し
てい
る
ば
か
りか、
中
国
社

会
の
各
部
門に
お
け
る
民主
主
義
を
十
分に
保
障し
得るよ
う
な
政
治

的・
社
会
的
法
盤
がい
ま
だ
磁
立し
てい
ない
ζ
と
で
あ
る。
そ
もそ

も
その
よ・つ
な
民
主
主
義
的
合
意の
政
治シ
ス
テム
は、
中
国
の
政
治

文
化に
もっ
と
も
馴
染み
に
くい
もの
なの
で
ある。
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と
の
あ
た
りにい
たっ
て、
ユ
ーゴ
型
自主
管
理
社
会
主
義と
大
き

く
議
離せ
ざる
を
得
ない
中
国
の
現実が
再
び
重く
洗
顔
する
の
だと

い
え
よ
う。
そ
れ
ど
と
ろ
か、
最
近の
中
国か
ら
伝
わ
る
報
道は
依
然

と
し
てと
の
国が
文
化
大
革
命の
後
遺症と
し
て
の
下
放
知
敵
背
年や

「上
訪
大
衆」
の
広
汎
な
存
在に
悩み、
他
方、
現
象
面に
お
け
る
西

欧
化や
外
国
崇
拝の
風
潮の
な
か
で
増
大
する
人
口
圧
力
と
慢
性
的
な

食
樹
不
足が
進
展しつ
つ
あ
る
と
と
を
示
し
てい
る。
と
うし
た
状
況

の
な
かで
の
農
業
生
産の
停
滞
は、
中
国に
お
ける
資
本
番
制
を
遅ら

せ、
工
業
化の
た
め
の
資
本不
足
を
必
然
化
するζ
と
はい
う
ま
で
も

ない。
と
う
し
た
経
済
基
盤に
おい
て、
い
た
ず
らに
外
資の
大
幅
な

導
入
や
外国
借
款
受入
れへ
の
誘
惑に
駆
ら
れ
るζ
と
は、・
将
来の
返

済
問
題
も
か
ら
んで、
か
えっ
て
中
国
経
済の
基
礎
を
脆
弱
化
させ
る

と
とに
も
な
り
か
ね
ない
で
あ
ろ
う。

と
の
よ
う
な
困
難
な
状
況の
な
かで
「四つ
の
現
代
化」
政
策
が
大

き
な
挫
折
をと
う
むっ
た
と
き、
中
国は
第三の
道と
し
て、
膨
大
恋

人
口に
悩
む
「
当
り
前の
途
上
国」
に
堕
すると
と
に
な
り
は
し
ない

か。
中
国の
将
来に
は、
と
の
不
吉
な
選
択
肢
も
用
意
さ
れ
てい
るの

で
ある。
ζ
うし
た
道と
そ
は、
ま
さに
今
世
紀、
さ
らに
は二
十一

世
紀
最
大の
南
北
問
題の
対
象
国・
中
国へ
の
道で
あ
り、
そ
の
よ
う

な
中
国の
転
落
は、
ま
さに
人
類の
危
機へ
と
連動
し
か
ね
ない
で
あ

ヲつ・っ 。

新
し
い

「

中

国
モ

デ

ル
」

は

可

能
か

2 

と
の
よ
うに
見て
く
る
と、
中
固に
とっ
て
の
選
択
肢
はい
ず
れ
も

厳しい
も
の
で
あ
ると
と
か
展
望
さ
れよ
う。
そ
う
し
た
状
況を
直
視

し
な
が
ら、
な
お、
すでに
大
き
く
ρ
離
陸H
し
は
じ
め
た
中
国がそ

の
生
存と
再
生の
ため
の
決
定
的に
新しい
「
中
国モ
デル」
を
発
見

し
得
ると
し
た
ら、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
方
向に
お
い
て
で
あ
ろ
う

治。や
は
り
わ
れ
わ
れ
は、
社
会主
義
中
国の
根
本
的
なボ
トル
ネッ
ク

で
あ
る
農
業と
故
村の
問
題
を
論じ
な
け
れ
ば
な
ら
ない。

さて、
中
聞がと
れ
ま
で
様K
な
試
行
錯
誤をつ
づ
けなが
ら
も
依

然と
し
て
農
業
生
産の
著しい
低
怖を
打
破で
き
ず、
一
人
当り
会
組

供
給
叫が
年
間約一－
宵
九
十キロ
グ
フム
とい
う一
九
五
五
年
水
準を

四
半
世
紀に
もわ
たっ
て
打
破
で
き
ない
でい
る
最
大の
原
因
は、
と

の
国の
盛
民の
生
産
意
欲が
なに
か
桜
本的
な
とζ
ろ
で
損
わ
れ、
社

会
的
活
力の
源
泉が
綱
渇し
てい
ると
とに
あるとい
わ
ねば
なら
な

い。
と
う
し
た
活
力の
源
泉
を
再
発
見し、新し
い「
中
国モ
デル」

を
探
究
する
た
めに
は、
そ
れ
がい
かに
理
論
的・
経
験
的
な
ほ
織
を

伴
うζ
と
で
あっ
て
も、
や
は
り
社
会
主
義の
公
式
論やマ
ル
クス・

レ
lニ
ン主
義の
従
来の
教
義に
と
ら
わ
れ
ない
自己
検
討
を
前
提に

す
る
よ
り
ほ
か
ない
で
あ
ろ
う。

ま
ず
第一
は、
農
業
集
団
化
その
もの
の
再
検
討が
迫
ら
れるべ
き

で
は
な
か
ろ
う
か。

周
知の
よ
うに一
九五一
年の
土
地改
革
法
制定に
よ
る
土
地
改
革

の
断
行
は、
中
国
革
命の
最
大の
歴
史的
成
果で
あっ
た。
中
国の
農

民
大
衆に
とっ
て、
自
己が
所有
する
土
地へ
の
憤
悌ζ
そ
は
ま
さに

歴
史
的
な
衝
動だっ
たの
で
あ
り、
その
と
と
は、
中
国
共
産
党の
土
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地
革
命の
ヴィ
ジョ
ン
が
圧
倒
的
多
数の
民
衆つ
ま
り
鈴虫、
下
閉山
中

盤
か
らい
かに
広
汎
な
支
持
を
磁
得し
て
き
た
かに
よっ
て
も
明
ら
か

で
あ
る。
そ
して、
中
間
出
民の
土
地へ
の
愛
泊と
執
前と
が
彼
らの

生
活
史の
な
かで
織り
成
す
梢
神の
必
践と
自
分の
よ
地
を
仰るζ
と

の
必
び
の
深
さ
につ
い
て
は、
パ
ール・
バ
ッ
ク
『大
地』
の
主
人

公・
主
加の
と
と
を
さし
あ
た
り
恕い
浮べ
て
み
る
と
よい。
こ
う
し

た
土
地へ
の
愛
治は、
地
純血
税
的
故
村
共
同
体
を
媒
介と
する
桜
強

い
郷
土
意
疎
を
中
間
頃と
し
て
空
間
的・
時
間
的に
拡
大し、
さ
らに

は土
荊
的・
排
他
的
な
民
族
意
鵡
n
中
指
思
恕へ
と
升
離し
て
ゆ
く
原

点で
も
あ
るの
だか、
い
ず
れに
せ
よ、
と
の
よ
う
な
中
国
政
民の
類

な
き
上
地性
向
を
刺
激
するζ
と
に
よっ
て
民
民
を
革
命の
側に
駆
り

立
て
たと
とと
そ
中
国
革
命
成
功の
カギ
で
あっ
た。

だ
か、
土
地
改
ぷに
よっ
て
広
汎
な
貧
民
国
が
よ
う
や
く
よ
地
を
保

有し
－m
同
出
民の
前
年の
胤
明か
実
現し
た
途
端に、
中
国で
は
州民
業

集
団
化へ
の
歩
み
が
急
激に
始
まっ
てい
っ
た。
一
九五
三
年
頃か
ら

開
始
さ
れ
た
互
助
組
↓
初
級
合
作
社
↓
山
級
合
作
社とい
う
州以
来
集
団

化
は、
土
地
改
革に
よっ
て
生じ
た
広
汎
な
小
品
民の
存
在が
社
会
主

義へ
の
移
行
を
著しく
阻
害
するの
で
は
ない
かとい
う
毛
沢
東の
危

機
窓
話に
よっ
て、
や
が
て
五
八
年の
人
民公
社
化にい
た
る
まで、

怒
凶の
勢い
で一
挙κ
強
行
さ
れ
たの
で
あっ
た。

と
う
し
たプロ
セ
ス
の
な
かで、
民
民の
抵
抗
は、
土
地
改
輩に
よ

っ
て
土
地
を
入
手し
た
湖
南
省の
食品
出
の一
共
践
党
員・
李四
必が

「との
う
え
背中
命し
て
ど
う
な
るの
か」
と
叫
び、
かつ
て
は
紅
沼
の

闘士
で
あっ
た
や
は
り
針決
山
の
劉
介
梅が、生
ま
れ
て
は
じめ
て
手

に
し
た
土
地と
その
土
地が
彼に
与
えて
く
れ
る
感
激を
失い
た
く
な

い
ば
か
りに、
自
分が
な
ぜ
紅
軍に
入っ
たの
か
を
忘れ
て
し
まっ
た

経
緯に
よっ
て
も
示
さ
れ
た
が、
と
う
し
た
抵
抗
は
た
ち
ま
ちに
し
て

「
李四
必
思
想
批
判」
つ
ま
り
小
生
産
省
窓
品
追
放キャ
ンペ
ー
ン
の

な
かで
抑
え
られ
て
し
まっ
た。
た
し
かに
土
地
所
有へ
の
熱
情は、

小ブル
ジョ
ア
的
利
己
主
将で
あっ
たとい
えよ
うが、
七
地
改
革か

ら
ま
た
た
く
まに
由
来
集
団
化へ
と
飛
附
し
て
し
まっ
たζ
と
は、
中

国
革
命の
段
階で
毛
沢
政と
中
国
共
産
党が
農
民に
与
え
た
希
望と
契

約へ
の
河
期で
あっ
た
ば
か
り
か、
中
間
農
業に
とっ
て
の必
適
体
制

を
長
期
的に
岐
川派
する
機
会
を一
糸に
失っ
た
と
と
を
も
意
味
し
たの

で
あ
る。

中
国
農
村の
伝
統
的
な
家
産
均
分
主
義が
かつ
て
は
品
民の
富の
と

め
ど
も
ない
ぷ
細
化
を
も
た
らし、
そ
うし
た
農
民の
広
汎
な
存
必ζ

そ
「
点
洋的
心抑
制
服
刈が
自己
以
外に
集
中
的
榔
力
を
行て
ると
と
を

さ
ま
た
げる
た
めの
分
裂
的
政
策」
（仁井回陸、前掲冷）
を
可
能に
し

て
き
たの
で
あっ
た
け
れど
も、
設
業
生
産力の
極め
て
低い
水
憎で

の
州民
主
集
団
化は、
と
れと
ほ
ぼ
同
川憾の
意
味に
おい
て、
結
局、
毛

沢
東
家
父
長
休
制の
社
会
的
基
盤
を
形
成
しと
そ
す
れ、
出
民の
生
・臣

意
欲と
生
活の
活
力
を
著しく
損
なっ
て
き
たと
と
は
袴め
ない。

と
と
ろ
で、
中
国に
お
け
る
世
帯
生
産力の
発
展の
基
礎
を
中
国
岱

村
社
会の
k
治
的
特
質とそのエ
コ
ロ
ジ
ー
に
則し
た
多
角
的
かつ
集

約
的
な
小
政
経
営に
求
め
るべ
き
だ
と
する
意
見は、
わ
が
国で
も
す

で
に
刈
石川必一
氏
な
ど
に
よっ
て
去
明
さ
れ
てい
る。
そ
し
てレ
lニ

シ
が、ベ
ル
シ
シュ
タ
イン
主
義
者であり「
農
業
問
題
の
点
面でマ
ル
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文明の 、N鈴i払 をめ ざす中間

クス
主
持
者の
あい
だのい
わゆる
修正主
持の
代去
者」（「カール・

マルクス」 、『レ1ニン
合同明治』第二十一巻）だとしてしばしば激し

く
批
判
し
た
ド
イツ
の
農
業経
済学
者
エ
ドワル
ド・
ダヴィッ
ド

は、
『
社
会主
義と
岱
業』〈一
九O二年）
の
急
かで
無強的
な
工
業

生
・阪と
本質的に
興
なる
設業の
有
機性に
泊目
レ栓
会主
みに
お
け

る
小
政経
営の
合理
性
を
い
ち
はやく
指摘し
て
集団
化の
矛
盾
を

衝い
てい
たの
で
あっ
た（なお、
ダグィッドの山下訓叫については、
さ

しあたり飯泌一郎『日本政業の再発μlh史と風kから』 、一九七

五年 、NHKブックス 、ち照）。

さ
らに
ソ
辿に
お
ける一
九1
0
年
代の仁
業
化
品
争に
おい
て、

い
わば
政
民か
らの
「収
森」
の
期間を工
業
化の
ため
の
「
社
会主

式的
本源的
諮
硝」
期として
不
可
避的に
必
要と
すると
と
を
主
張

し
たトロ
ッ
キー
派の
理論－Xで
一
新しい
経
済学』（一
九二六年）

の
著者E・
A－
プレ
オ
ブラジエ
ン
ス
キー
の
理
局的立
場につ
い

ては、
今
日、
段々
な
角度
から
再
評
価が
ぷみ
ら
れてい
る
が、
「政

策
的に
はフレ
オプ
ラジェ
ンス
キ
1
の
理
論に
は
『
社会主
義的
本

匡亙E：＠：②：O: ！ 日 j理！文ii本 ！�i学：
！文 ： 1 ：の：
i学j 号 i擁 ：：史 ！�；穫j: 0) 1 哩：一 日 ・：；モ ： 長；
： 尽 ； ，尺 ：

源的
倍
加』
の
方法と
しての
農
業集団
化が
合ま
れ
て
い
な
かっ

た」（渓内議現代社会主将の符桜』 、滋波現代選片山 、一九七八年）

の
とは
まっ
たく
対照的に、
中国の
場
合に
は、
結局「ソ
連モ
デ

ル」
に
倣っ
て、
そ
れ
以上の
迷
度で
急
激に
民業集
団
化へ
移
行し

てい
っ
たとζ
ろに
大き
な
問題の
綴が
残っ
てい
るとい
わ
ざる
を

得ない
で
あ
ろう。
今日の
中国が一
九五
0
年
代前
半に
まで
湖
？

て
岱
業
政
簡
を
再
検
討しようとし
てい
る
兆
候
は、
隊
一点、
滞一

波、
市御詐
椅らい
ずれ
も毛
沢
東刻
品
業
集
団
化に
抵抗した
指導者

の
今日的
復
権に
よっ
ても
ポ
され
てい
るが、
すでに
社
会主
義社

会と
して
地主
附級の
存在
し
ない
巾同が
剛一
的に
集
開
化さ
れ
た

農
業の
制
度的
得制と
中凶に
とっ
ての
松
適
農
業形態の
発見を大

胆に
志
向し
仰るかど
うかにζ
そ、
ぷ
来へ
のカ
ギ
が
あるよ
うに

恩わ
れ
る。

と
と
で
私が
第二
に
指摘せ
ざる
を
得
ない
問
題は、
中国
革
命が

中間
決村
社
会の
附
教的陪
枯
を
打
破し
た反
面、
辺
教的な
原理
を

も一
挙に
拒倍してし
まっ
たと
とにつ
い
てで
ある。
その
結果、
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14 

羊i! 
'.$ !4D ：� ：  I J I j録 ＝�；ぁ ： 、， J
旬 ： 哲： る ： ーι玉三
j誕 ；弱＼� � lt.Jh 由 一 一

1� ！ ：.； ：在 日IA一 一：考 ： 符：五 ： 冒F ..... 
i察 ：察：孟： 材不 て fl ち 1
: II : I ： ’G ； 的可綴己

l- 冬 る を ら 1
； 白 j恥ti)! �H �文元60 9 

: �t ・市 ；広 "'" 年： � ：上 ： 小! ii：平； 将�uj 荊 ：雑 ： 詩 ： る l滅藤 を で れ
: i色 ；文；欧； J正 前 周 （�；－ の の
：席。 ． : : . .  · － ，�； 白 押
山 ・ ： ： でljiえ を に f丘 者
：柔 \ j � 後 知 凡 的 の
｛一一一ー� � の る つ 同 生

I l 各 1800同｜ 匂梢 に め 氾1 立

平凡社 附f阻番町
l:.L liiU·車 1=29639

:0：⑤： o: j 提 ！ 日！ 日 iロ i本 j本！
： 呆 j文 j文j
jのj 学j虫学 －j手； j史 ！史：
まj序i序 ：i荏 i鋭i鋭i：統：下：上：

10:0:0: ：中 j現：近i
i国 j代i�＝
iァ ：笠！蚕： メ ；空；受：
: 1) 1 ’ロ ； 明 ：
jカ j的！芸：：：往j憲； ： 在 i
i還！味j置：



中
国
農
村に
は
H
祭
りH
の
．漁・
糸が
な
く
なっ
て
し
まっ
た
ば
か
り

か、
その
よ
う
な
土
俗と
自
然の
移
り
変
りに
調
和し
た
祝
祭が
も
た

ら
す
品
民の
官
びが
消
失し
て
し
まっ
た。
今
日の
中
閣で
は、
五
0

年
代
末
期、
地
域に
よっ
て
は
六
0
年
代
前
半以
来、
家
族の
墓
地
も

伐傑も消滅するとととなり 、とうして祖先信仰の表象も失わ

れてしまったが（とのζととは対照的に毛主席記念企が総設され 、

伊体がガラス箱のなかに安ほされている） 、ζうした一迎の変革

は、
そ
も
そ
も
中
国
民
衆の
心
理
的
屈
折
を
もっ
と
根
強
く
伴
う
もの

で
あ
る
だ
けに、
民
間
信
仰と
し
て
の
道
教の
否
定
は、
中
国
世
村の

民
俗
性
を
損
ない、
か
えっ
て
生
活へ
の
活
力
を
低
下
させ
て
し
まっ

た
よ
うに
思
わ
れる。
かつ
て、
太
平
天
国の
第
命は、
キ
リス
ト
教
的

在
天
父
上
主
皇
上
京市
を
唯一
一神と
する
拝
上
帝
教に
よっ
て、
道
教の

神
像と
村
廟
を
帥取
壊
して
し
まっ
たが、
そ
の
と
と
は
太
平
天
国の
革

命が挫折してゆく要因の一つになったのである（とのれにつ

いては 、市古街一一一『近代中凶の政治と枇会同京大出版会 、一九七

一年 、怠照）。
だ
が、
中
同
民
衆にとっ
て、
い
や、
行
界広
あっ
て
は
あく
まで

も
似
まで
あ
ら
ね
ば
な
ら
なかっ
た
行史
に
あっ
て
さ
え、
道
教
は
彼

ら
に
とっ
て
の
制
神の
安
－Uの
制切で
あっ
たの
で
あ
り、
脳
款の
同
家

祭
犯に
たい
し
て
道
教の
自
由
放
任と
そ
中
国
民
衆の
広く
回
帰
する

帆切で
あ
り、
そ
れ
は
貧
世
出
身の
叛
乱
者に
よっ
て
さ
え
依
拠
さ
れ
た

人
生の
原
理で
あっ
た。
か
く
して、
中
国
革
命か
儲
教の
家
産
制
的

家
父
長
体
制
を
否
定
する
あ
ま
り、
道
教の
価
値
体
系に
含
ま
れる
自

由と
安
息
を
も
否
定
して
し
まっ
たと
と
ろに、
中
国
材中
命の一
つ
の

悲
劇が
あっ
た
の
か
も
し
れ
ない。

と
れ
らの
上
俗
的・
道
教的
な
要
ぷが
な
ん
ら
かの
か
た
ちで
復
権

し
た
と
き、
民
民の
いいぷ
引は
柔ら
ぎ、
郎や
く
の
で
は
な
か
ろ
うか。

と
れ
ら
の
要
おが
中
国
社
会主
義の
内
面に
貼っ
た
と
き、
そ
し

て、
よ
う
や
く
中闘が
試
行しつ
つ
ある
各
省の
分
織
的r
独
立
的
な

自
主
が
さ
らに
省
毎の
競
争
関
係へ
大き
く
発
展し、
同
時に
社
会
主

義
的
民
主
主
義の
制
度
的
保
障が
確
立
さ
れて
ゆ
く
と
き、
中
国
は
は

じ
め
て、
社
会
主
花
的
近
代
化の
ため
の
「
中
間モ
デル」
を
探し
当

て
得る
で
あ
ろ
う。

と
と
に
述べ
た
問
題
提
起は、
も
と
よ
り一
つ
の
仮
説に
し
か
す
ぎ

ず、
そ
の
よ
う
な
方
向に
と
そ
き
わめ
て
大
き
な
障
壁が
慌た
わっ
て

い
る
とい
うべ
きで
あ
ろ
うが、
ζ
う
して、
中
国
の
将
来が、
ま
さ

に、
文
明の
H
湾
鋳
造H
を
め
ざ
すの
で
ない
か
ぎ
り、
中
国の
危
機

は
永
迫に
存
続
する
で
あ
ろ
う。
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A
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－文化論

私
は
去る
六
月
中
句、
商
安（古都－
HX安）
に
五
日
間
滞在
して
中

国
の
仏
跡
をい
くつ
か
巡ると
と
が
で
き
た。
僧
玄
炎三
歳が
イン
ド

から
持
ち
州っ
た
教
典
を
践
する
興
教
寺、
阿
倍
仲
麻
呂や
住
民
和
尚

で
知
ら
れ
る
大
慈
恩
寺
など
で
ある。
帰
国
後
訟
は、
なぜ
か
臼
本の

寺が
無
性に
見
た
く
なっ
て、
信
州松
本
郊
外の
牛
伏
寺や
上
回
郊

外・
梅
田
平の
前
山
浮など、
その
素
朴な
安の・完
撃性に
沿い
て
は



文明の ‘Tヰ鋳造、 を め ざす中間

奈
良・
京
都の
仏
跡
を
凌ぐ
と
さ
れ
てい
る
ζ
れ
らの
古
寺
・そ
見て
ま

わっ
た。
そ
し
て、
今
更な
が
ら
に
日
本の
守
の
長に
打
た
れ
たの
で

あっ
た
が、
た
と
え
ば
滋
恩
寺の
火
雁
格
は、
ま
さに
石と
上
と
泥で

で
き
た
市
ハ川
主で
あ
る
の
に
たい
し
て、
わ
が
国の
そ
れ
らの
寺の
五

置の
塔
や
三
重の
塔
は、
木
造
建
築の
空
間
的
な
経
量
美を
庭
固と
の

調
和に
・おい
て
見
慌に
活
か
し
た
創
造で
あっ
て、
けっ
し
て
中
国の

模
倣
文
化で
は
な
い
と
と
を
蒋
百花
見し
た。

中
国の
寺
と
日
本の
寺
は、
同
じ
た
果
仏
教の
系
統に
あ
り
な
が

ら、
な
ぜ
と
う
も
違
うの
で
あ
ろ
うか。
私
はとの
点につ
い
て、
か

つ
て、
次
の
よ
うに
刀い
たと
と
が
あ
る
｜｜
「い
うま
で
も
な
く、

日
本は、
た
し
かに
中国
文
化
を
受
容
し
たの
だ
が、
そ
の
受
容
が
も

っ
と
も
全
商
的
で
あっ
た
歴
史
的
時
代（奈良鋭から
平安朝）
で
さ
え、

中
間
文
化は
日
本に
おい
て
大
き
く
変
容し、
日
本
化
され
てい
る
と

い
えよ
う。
日
本は、
中
国
主
化の
あの
執
鋤な
粘
液
質
の
な
か
か

ら、
日
本
的に
理
想
化
さ
れ
た
部
分
を
巧みに
料
理して
抽
出
する
と

と
がで
き
たの
で
あ
ろ
う。
中
間の
寺
と
日
本の
寺と
の
述ぃ、
日
本

の
寺に
見
ら
れる
枯
淡、
繊
細、
笹
美、
そ
れに
静
寂
は、
や
は
り日

本
独
自の
創
造に
ほ
か
な
ら
ない
の
で
あ
ろ
う」
（拙著『中国をみつ

め
て
｜l
私の
肴
陣
地
借』、
文
P
容
秋、
－
九
七一
年）。
そ
れ
以
来、
私

は、
日
本の
寺と
中
国の
寺との
逃い
に
と
だ
わ
りつ
づ
け
て
き
た

が、
そ
れ
は
た
んに
建
築
美
学上の
相
違の
み
な
ら
ず、
文
化の
違い

に
大き
く
起
因
し
てい
る
と
と
を、
今
回よ
う
や
く
確
認で
き
た
よ
う

な
気が
する。

そ
れ
は
結
局、
中
国がい
わば
家
産
制
国
家とし
て
純
粋
な
封
建
制

社
会で
は
な
かっ
たと
と
が
も
たら
す
文
化の
逃い
とい
えるの
で
は

な
か
ろ
う
か。
つ
ま
り、
中
国の
寺に
は、
わ
が
国の
寺か
もつ
よ
う

な
〈
武’K
文
化の
英
学＼
とい
っ
た
特
徴はい
っ
さい
作住
し
ない
の

で
あ
る。

も
と
よ
り、
今日の
中
国
共
産
党の
公
式
見
解
は
「マル
ク
ス
の
本

来の
図
式・・・・
を
すて
て、
そ
の
代
りに
『
俗
疏マ
ル
ク
ス
主
義』
か

ら
借
用し
た
図
式
を
援
用し、
い
わ
ゆ
る
奴
隷
制
社
会（その
年
代につ

い
て
は
大
脳
念
窓
口凡の
相
違
が
ある）
と、
新
紀
元
を
聞い
た一
九
四
九

年との
問に
起っ
た一
切の
で
き
ど
と
を、
『
封
建的』
と
呼ぶ
習
慣

を
身につ
けて
し
ま」（エ
チ
アス・
〆
ラ1シュ、
別総心）
っ
てい
る

の
で
あ
り、
中
同
封
建
制につ
い
て
は一
般に
も
治
品の
多い
とと
ろ

で
は
あ
る
か、
中
国
学の
立
場
から
す
れ
ば、
同
代ま
で
を
封
建
制と

し、
議
以
降につ
い
ては
封
建
制とい
う
言
葉を
避
け
るの
が
普
通で

ある。
ζ
の
点
をF・
テl
ケ
イ
は
「
中
国
中
世
に
おい
て
も、
中
間

近
代に
おい
て
も、
ど
の
よ
う
念
封
建
的
社
会
も
発
展
を
み
な
かっ

た」
中
国
を、
一
定の
期関
係をつ
けて
「アジ
ア
的
封
砧
制」
と
呼ん

で
もよい
の
で
はない
か
と
述べ
て
い
る（前掲『アジア
的牛，産様

式』）。
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ま
たジ
ョ
ン－
K・
フェ
アパ
ン
ク
は
「
中
国
最
長の
生
活
状
態
を

説
明
するの
に、
辺
住
的』
とい
う乙
と
ぽ
を
避
ける
の
は、
も
ち

ろ
ん
岱
民の
生
活が
封
建
社会よ
り
もよ
り
悲
惨で
な
かっ
た
とい
う

と
と
を
決し
て
意
味
するの
で
は
ない」
と
前
提し
な
が
ら、
「マ
ル

キ
ス
ト
で
念い
人
た
ち
は
普
通に、
何
よ
りもま
ず、
郷
紳は
単
なる

封
珪
地
セ
階
級で
は
ない
とい
う
意
見に
賛
成
する。
何
故
かとい
え



ぽ、
中
聞
社
会は、
紀
元
前一一｝
二
年以
後
は、
封
建と
呼
び
うるよ

う
な
制
度に
は
組
織
主
れ
てい
な
かっ
た
か
らで
あ
る。
『
封
挫的

とい
うr刊
誌は、
今で
も
な
お
恐n
をい
う
と
きに
は
役立つ
か
もし

れない
が、
そ
れ
は、
中
国に
適
用さ
れる
西
洋の？回
葉と
し
て
は
価

値
が
ない」
と
述べ
て（前掲「合衆聞と
中国』）、
中
国の
農
民
は、

ヨ
ーロ
ッパ
や
日
本の
封
建
制の
特
質と
し
ての
土
地の
不
可
識とい

う
状
況に
は
な
かっ
たと
と
を
指
摘し
てい
る。

こ
う
し
た
小
凶
社
会の
北
本
的
性
絡
を門家
時
官
僚
制
岡
山沢と
して
と

ら
え、
ヨ
ーロ
ッ
パ
の
封
建
制との
壮
大
な
慨
念
的
対
比
を
おζ
なっ

た
の
はマ
ック
ス・
ウェ

l
バ
ー
で
あっ
た
が、
謙
三
樹
三
郎
氏
はそ

の
名
者
司
名」
と
「
恥」
の
文
化
、二前掲）
に
おい
て、
と
うし
た
ウ

ェ
lパ
！
の
図
式
を日
本
人と
中
国
人
の
倫
理
思
想の
対比に
か
ん
し

て
見
市・に
適
用
し、
「
家
段
制
Fの
中
国
で
発
達し
た
名・
商問・
蘭

子
とい
う
意
識
は、
主
と
して
『
名
声』
の
部
類に
入
る。
と
れに
た

い
し
て
封
辿
制
下の
円
本で
生
ま
れ
た
名・
凶自
は、
主
と
して
『
名

持」
の
郎
知に
入
る」
と
し、
「日
本の
封
建
武士
の
名
社
感
は、ヨ

ーロ
ッパ
中
世の
騎士
の
名
誉
感に
通
ずる
もの
が
多い
が、
中
国
で

，ry，

 

は
そ
れ
が二
千
年
の
昔に
失わ
れ、
と
れに
代っ
て
面子
が
支
配
し

た」
と
指
摘し
てい
る。
そ
れ
ゆ
え日
本の
封
建
制は
武
家
文
化
を
生

み
「
名
誉
感が
武
人
的
な
性
絡
を
もっ」
（同没）
よ
うに、
あ
えて
極

かん．

拾す
れ
ば、
中
岡の
寺に
見
ら
れる
尖
は
官官
文
化の
粘
液
的－
K
性

的
な
索
引‘
芙で
あ
るの
に
たい
し、
白
木の
寺に
見
ら
れ
る
の
は
武・次

文
化の
乾
質的・
男
性
的
な
怪
最
長だとい
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か。
い
ずれに
せ
よ、
日
本の
寺に
は、
そ
う
し
た
武士
の
柏
神に
通

ずる，
元
性の
突が
存し
てい
る
とい
え
よ
う。

そ
し
て、
日
本
社会
か
その
よ
う
な一
元
性の
倫
潔
思
忽
を一
目し

て
保
持し
て
き
たの
に
たい
し、
中
国
社
会がつ
ねに
ニ
元
性を
基
礎

と
し
て
き
でい
ると
とに
つ
い
て
は、
い
わ
ゆる
陰
陽二
元
論を
想
起

する
ま
で
も
な
く、
孔
孟の
同
教
思
想と
老
荘の
道
家
思
想が
相
互に

相
対
立
し
な
が
ら
相
互
修
正
的に
共
存し
て
き
たと
とに
よっ
て
も
明

ら
かで
あ
ろ
う。

中
国と日
本
は、
ζ
の
点で
も
き
わ
めて
非
対
林
的
な
文
明を
朕
史

的に
形
成し
て
し
まっ
てい
るの
で
あ
り、
そ
の
点で
は
中闘
が
や
が

て
漢
字
を
失い、
ロ
ーマ
字
文
化へ
と
転
換
し
てい
っ
た
に
し
て
も、

ま
た、
中
国とい
うと
の
圧
倒
的
な
社
会が
文
明の
H
再
鋳
造H
を
述

成
し
た
と
し
て
も、
わ
が
国
は
も
は
や
その
よ
う
な
中
国に
文
化
的
侵

蝕
を
受
けると
と
は
ほ
と
んど
あ
り
得
ない
で
あ
ろ
う。

中
国
は
その
よ
う
な
文
明の
H
蒋
鈴
造H
を
や
は
り
中
間
自身の
時

間
借の
な
か
で
おζ
な
うの
で
あ
ろ
う
し、
その
よ
う
な
文
明の
大
河

は、
や
は
り
中
岡み
ずからが
構
築し
た
挺
防の
内側
を
流
れ
ゆ
くに

ち
がい
ない。

去
る
六
月
中
旬の
尽
さが
り、
私
は
かつ
て一
九
六
六
年
秋に
そζ

会
訪
れ
た
と
きに
は
熱
狂
的
な
紅
衛
兵の
大
野で
埋
まっ
てい
たk
掃

の
外
援（海岸巡り）
を
歩い
てい
た。
文
化
大
革
命の
発
祥
地
k
海ジキ

に、
も
は
や
往
時の
商
影
は
ない。
ふ
と
似
を
伝
じると、
い
ま
も
戎

克の
行
き
交
う
消
浦
江は、
そ
の
円
も
悠
然と
淀み、
とと
ろどζ
ろ

に
思
禍
色の
渦
をつ
くっ
て
不
透
明に
混
濁し
てい
た。
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